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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　イングテッド国の首都ロードンの夜は、霧きりに包まれていた。

　夜中だというのに、テールズ川にかかる跳はね橋の周りには、黒い帽ぼう子しと制服を着た警察ヤードの警官達が右往左往していた。霧がにわかに晴れてきて、警官の一人が頭上を指す。

「いたぞ！　怪かい盗とうルビィだっ」

　橋がいままさに真ん中から割れて、跳ね上がろうとしていた。

　対岸側の跳ね橋のてっぺんに立っている人物は、黒くろ装しよう束ぞくに身を包み、黒いつば広の帽子を被かぶっていた。そして目元には、赤い宝石がちりばめられた仮面をつけている。

　怪盗ルビィは、警官達に向かって優ゆう雅がにおじぎした。

「ダイナス公こう爵しやくの絵画は頂いた！　それではごきげんよう。ヤードの諸君」

　声は低く落ち着いた男のものだった。警官達のどよめきが夜の闇やみに響ひびく。

　マントを翻ひるがえして、ルビィが跳ね橋を飛び下りた。

　そのまま落下して川に落ちるはずだったが、マントがひらりと水面に落ちただけで、人が落ちた水音がしない。

　警官達の目の前で、ルビィはまるで魔ま法ほうでも使ったかのように、忽こつ然ぜんと姿を消した。
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「『昨夜、怪盗ルビィは予告状通りに現れ、ダイナス公爵の屋や敷しきから絵画を盗ぬすんで、追いかける警官達を尻しり目めに姿を消した』……ふぅん、最近この怪盗の記事が多いわね。しかもいつも警察がしてやられているって記事ばかり。最近のロードンはぶっそうね」

　メアリは新聞を読みながら、ため息をついた。

　いつも天気がぐずついているロードンにしては、今日は珍めずらしく晴天だ。眩まぶしい太陽に目を細めつつ、新聞を傍かたわらの木の枝に引っかけて、長い金きん髪ぱつを麦むぎわら帽子の中に押し込める。

「さ、早く枝の剪せん定ていをして、お茶にしましょう」

　大きく背せ伸のびして、辺りに目をやった。庭で一番大きな木に登っているので、とても見晴らしがいい。正面は手入れされた芝しば生ふで、右手には小さなバラ園がある。

　左手にはそう大きくはないが、年代物の屋敷があった。庭の周りは高いレンガの塀へいで囲まれている。その塀に沿ってさまざまな種類のハーブが植えられていた。

「今日はこの木を剪定して、明日あしたはバラの手入れでしょ。それからハーブを摘つんで、芝生を刈かって……。うーん、けっこう忙いそがしいわね。頑がん張ばらなくちゃ」

　剪定用のはさみを腰こしにさし、木の頂上目指して軽々と登っていく。

「……何をしているんだ？」

　地上から呆あきれたような声がした。目を向けると、二、三メートルほど下にいる茶色の髪かみの青年と目があう。腰に手を当てた青年は、こちらを見上げながら眉まゆ根ねを寄せていた。

「こんにちは。ハーバード。枝が伸のびているところを切ろうとしているのよ」

「それは見ればわかる。そうではなくて、どうしてお前がそんな事をしているんだ。俺の記き憶おくが確かなら、お前はこの屋敷の伯はく爵しやく令れい嬢じようだったはずだよな。メアリ・ヒューストン」

「ええ。そうよ。ハーバード・グレハム公爵子息。それがどうかした？」

　首を傾かしげると、ハーバードがため息をついた。彼は確かいま二十歳はたちだ。

　彼の両親が亡なくなった自分の父と親しかったので、お互たがい子どもの頃ころから知っている。

　彫ほりの深い顔立ちに、見つめられると思わず固まってしまうほど魅み力りよく的な緑の瞳ひとみ。しわ一つない白いシャツと黒いタイにフロックコートを着た姿は、どこからどう見ても立派な紳しん士しだ。

「どこの世界に三メートルはあろうかという木に登って剪定をする伯爵令嬢がいる。しかもなんだ、その姿は。泥どろで汚よごれた白シャツに黒のズボンなんて、まるで庭師の恰かつ好こうだぞ」

「だってこれが動きやすいんだもの。伯爵家なんて名ばかりの貧びん乏ぼうな我が家には、庭師なんていないし。たった一人いる使用人は執しつ事じだけだけど、その執事もおばあさまの世話で忙しいから、掃そう除じだって洗せん濯たくだって食事の用意だって自分でしないとならないの」

　太い枝に立って、地上にいるハーバードを見ながら肩かたを竦すくめた。貴族としては情けない話だが、恥はずかしいとは思わなかった。自分の事を自分でやるのは当然だと育てられている。

　本当は外に働きに行きたいとさえ思っているが、それはさすがに祖母に止められていた。

「それにしても危ないだろう。降りて来い。庭師ならうちのを派は遣けんするから」

「けっこうです。それにそんなに心配しなくても平気だって。身の軽さには自信があるの。高いところも平気だし。この屋敷も庭も先祖代々受け継ついでいるものよ。ここを手入れして守るのも伯爵令嬢としての仕事だと思うの。だから、剪定もわたしの仕事よ」

　ハーバードに笑いかけようとすると、ふいに強い風が吹ふいた。

　そのせいで麦わら帽子が飛んで金の髪が風になびく。

　麦わら帽子を捕つかまえようと手を伸ばしたせいで、うっかり体勢を崩くずした。

「噓うそっ！　落ちる……!?」

　慌あわてて近くにあった枝を摑つかんだが、細い枝は体重を支えきれずにぽっきり折れる。

　同時に身体からだが傾かたむいて、まっさかさまに地面へと落ちていく。

「きゃぁぁぁ！」

「危ない！」

　受け身をとろうとしたが間に合わなかった。地面に落ちて痛みが襲おそう瞬しゆん間かんがまざまざと脳のう裏りをよぎる。目を瞑つぶって、頭を両手で抱かかえるのが精いっぱいだった。

　痛みを覚かく悟ごしたが、それはやってこなかった。代わりに柔やわらかな感かん触しよくが身体を包む。
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「大だい丈じよう夫ぶか！　メアリ」

　何が起こったのかわからなかったが、こわごわと目を開けると、ハーバードの顔がすぐ近くにあった。よく見ると彼の腕うでに抱だかれるような形になって、二人で地面に転がっている。

「も、もしかして受け止めてくれたの!?」

「ああ、痛いところはないか？」

　緑の瞳がすぐ間近でじっと見つめていた。

　彫りが深いせいか、真しん剣けんな顔をされると、いつもよりずいぶん大人っぽく見えた。

「ええ。ありがとう。ハーバード。そっちこそ、怪け我がはない？」

　慌てて立ち上がると、ハーバードも起き上がって服についた泥を手で払はらった。

「俺は大丈夫だ。……だから危ないと言っただろう。お前は確かに昔から運動神経もいいし、無む駄だに度胸もいいが、もうすぐ十七歳になるんだから少しはレディとしての慎つつしみを持て」

　顔立ちが整っているからこそ、怒おこった顔が怖こわかった。さすがに首を竦める。

「はい……。今度から気をつけます」

　小声で返事をすると、表情を緩ゆるめたハーバードに頭をぽんぽんと叩たたかれた。

「いまの台詞せりふ、ちゃんと覚えておけよ」

　頭に置かれた手は大きくて温かい。その熱にぼうっとしたのか、ふいに顔がほてった。

（ど、どうしたのよ、わたし！　いつものハーバードじゃない。確かに恰好いいけど、兄妹きようだいみたいなもんなんだし……）

　焦あせっているのを知られたくなくて俯うつむくと、ハーバードも足もとに目を落とした。

「しまった。母から預かってきたケーキが台無しだ」

　その一言で我に返る。地面に落ちている白い箱はさっきの衝しよう撃げきのせいか、へしゃげていた。

「え！　これってもしかして、エリザおばさまの手作りケーキ？」

「ああ、夜勤明けで帰ってきたら、いま焼き上がったから持って行けと言われて」

　ハーバードの母エリザは、お菓か子し作りの天才だ。貴族の婦人自ら台所に立つなんて滅めつ多たにない事だが、エリザはよくグレハム家の屋敷に招いて手作り菓子と紅茶を振ふる舞まってくれた。

　おそるおそる箱を開けると、エリザお得意のフルーツケーキだった。

　多少形は崩れていたが、何とか無事でほっとする。レーズンやドライクランベリーなどのドライフルーツとラム酒がたっぷり入ったケーキは大好物だった。

「よかった。これなら食べられそう。ハーバード、お茶はいかが？」

「ああ、天気がいいから庭で頂こう。いまはバラが花盛りだ。ここのバラ園は見事だからな」

　ハーバードがケーキの箱を持ってくれた。そのまま二人でバラ園へと足を向ける。

（庭のテーブルにクロスを敷しいて、今日の紅茶はなんにしようかな）

　大好きな紅茶の事を考えると気分が高こう揚ようした。幼なじみのハーバードとお茶を飲んだり、庭や屋敷の手入れをする。少し退たい屈くつだけど、たわいない日常が幸せだと感じていた。







「今日の紅茶はアールグレイか」

　ハーバードが紅茶を飲んで、口元に笑えみを浮うかべた。メアリは頷うなずいて、カップを手に取る。

　バラ園の真ん中にあるテーブルに白いクロスを敷き、銀のケーキスタンドを置いた。

　その一番上にエリザの手作りフルーツケーキ。二段目に、今朝焼いたスコーン。三段目には昼食用の小さめのサンドイッチを置いている。ハーバードは夜勤明けだと言っていたので、お腹なかが空すいているのではといろいろ並べたら、かなりのボリュームになった。

「アールグレイ好きでしょ。一晩中お仕事を頑張ったハーバードに、幼なじみからささやかなプレゼントよ。少し濃こいめにいれてみたの。目が覚めるようにね」

「目ならさっき誰だれかさんが木から落ちた衝撃で一気に覚めた」

　淡たん々たんとしているが嫌いやみなのは確かだ。彼のおかげで怪我がなかったのは事実なので項うな垂だれる。

「ごめんなさい……」

「そう素す直なおに謝られると調子が狂くるうな。まあ、無事だったからいいが」

　珍しく優やさしい口調だったので、俯いたまま視線だけを上げた。

　椅い子すにもたれて紅茶を飲むハーバードは、やや顔色が悪く見えた。

「疲つかれてるの？　お仕事大変なのね」

「そうでもない。まだ警察に入って一年目で、そう大した仕事はしていないからな。貴族なのに働いてるって言われて、まるで珍ちん獣じゆうでも見るような目で見られるのが面めん倒どうなだけだ」

　ハーバードはイングテッドでも一、二を争う資産家の息子むすこだった。領地に港があって、貿易でかなりの財を成したらしい。本当ならまだ大学に行っている年だが、彼は十八歳でパブリックスクールを卒業したあと、四年行く大学を二年で卒業した天才だった。

　そして今年警察に入り、あっという間に出世していまは警部として勤務していた。

「でも警察で働くなんて素す晴ばらしいと思う。悪い人を捕まえるんでしょう？」

「そういう意見は少数派だな。『貴族の紳士は働かない』のが常識だからな。貴族が働いたりすると、領地からの収入が少ないからだと思われる。それが貴族にとっては恥はじらしい」

　ハーバードが何気ないしぐさでテーブルにあった新聞を手に取った。

　目を通して、ふいに眉根を寄せる。

「どうかした？」

「ここに書いてある怪かい盗とうルビィは昨日の夜、ダイナス公こう爵しやく家から絵画を盗ぬすんでいった。こいつのおかげで警察の評判は最悪だ。ついでに昨日仮か眠みんがとれなかったのもルビィのせいだ」

　さきほど読んだ記事を思い出す。怪盗ルビィとは新聞の一面に大きく載のっていた名前だ。

「最近よくその名前を聞くけど、怪盗ルビィって有名なの？」

「知らないのか？」

　驚おどろいた顔をされたが、素直に頷いた。

「怪盗ルビィは三年ほど前に突とつ如じよ現れた怪盗だ。これを見ろ」

　ハーバードが新聞を指さした。モノクロの写真には、カードが写っている。

「これはルビィの予告状だ。ルビィはふざけた泥どろ棒ぼうで、予告状を出して、指定した日時に必ず盗みを行う。赤い宝石がちりばめられた仮面を被かぶって現れ、警備をかいくぐって盗みを働き、盗んだ物の代わりに署名入りのカードを置いて去るんだ」

「なんで予告状なんて出すのかしら。そんな事をしたら警備が厳しくなって盗みにくいのに」

　スコーンを載のせた皿を渡わたすと、ハーバードが受け取って一口かじった。

「さあな。何も考えていない馬ば鹿かなのか、それとも予告状を出して警備が厳しくなっても盗めるという自信過か剰じようの馬鹿なのか」

「どっちにしても馬鹿なのね……」

「当然だ。犯罪なんて愚おろか者のする事だ。捕まった時のペナルティが大きすぎる」

「うわぁ。合理主義者のハーバードらしいわ。その言い方」

　苦く笑しようしつつサンドイッチを皿にとっていると、ふいに背後から声がした。

「ただいま戻もどりました。遅おそくなって申し訳ありません」

　顔を向けると、黒い燕えん尾び服ふくに身を包んだ男が立っている。

「お帰りなさい、エリック。おばあさまの薬はもらえた？」

　彼はこのヒューストン家の唯ゆい一いつの使用人、執しつ事じのエリックだった。

　黒い短めの髪かみを後ろに撫なでつけ、黒曜石のような黒い瞳ひとみと姿勢のよい立ち姿が印象的だ。

　長身のハーバードと同じくらいの背せ丈たけだが、彼よりかなり細身だった。

「はい。お薬は頂いて、シャーロット様にお持ちしました。お客様がおいでなのに、おもてなしできなくて申し訳ありません。給きゆう仕じは私が」

　エリックがにこやかに近寄り、テーブルにあるポットを手に取った。そして慣れたしぐさでハーバードの空いたカップに注ぐ。カップから湯気が立ち、優しい紅茶の香かおりが漂ただよった。

「シャーロット伯はく爵しやくは具合でもお悪いのか？」

　ハーバードがお茶を口にして、心配そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「おばあさまは最近よくぜんそくの発ほつ作さが出るの。今朝も発作が出て、それでエリックが薬をもらいに。ずっと調子が良かったのにね……」

「何か無理をされているのではないか？」

「屋や敷しきの事はわたしとエリックで切り盛りしているし、おばあさまにはゆっくりして頂いてるんだけど。でもお医者様にも、何か無理をしているから発作が出るのではと言われてて」

「シャーロット伯爵は女性だが、特別な許可をもらって爵位を継ついでおられる。国内で女性の伯爵はおそらくシャーロット伯爵だけだろう。領主として領地を管理するのも大変だから、心労もあるのではないか？」

　それはあるかもしれないと頷いた。三年前に両親が亡なくなって、祖母のシャーロットが爵位を継いだ。それ以来、この屋敷に住んでいるのは自分と祖母、そして執事のエリックだけ。

　ふと、事故で亡くなった両親の顔が頭に浮かぶ。馬車が崖がけから転落して遺体の損傷が激しく、両親の顔も判別がつかなかったらしい。あまりに遺体の状態がひどかったため、まだ子どもだった自分は最後のお別れもさせてもらえなかった。思い出すと胸が押しつぶされそうな悲しみが襲おそってきたが、何とか押し殺して笑みを浮かべた。

「そうかもしれないわね。おばあさまによく休んでともう一度お話しするわ。……それはそうと、さっきの怪盗の話だけど、その事件のせいでハーバードは徹てつ夜やだったの？」

　あまり両親の事を思い出したくなくて、話の向きを変えた。

　ハーバードは満腹になったのか、ゆったりと座って腕うでを組む。

「いいや。俺は担当が違ちがうから、特に関係はない。ただルビィのせいで警官達が出で払はらったから、署内に人がいなくて仮眠がとれなかっただけだ」

「担当が違って残念ね。ハーバードだったらきっと怪盗ルビィをすぐに捕つかまえられるのに」

　カチャッと音がしたので顔を向けると、エリックが空いた食器を下げようとしていた。

「お話の邪じや魔まをしてすみません。手元が狂いました」

（珍めずらしいわね。エリックが食器を下げる時に音を立てるなんて）

　首を傾かしげつつも、ハーバードに視線を戻した。

「ごめんなさい。話の途と中ちゆうで」

「いいさ。……怪盗ルビィはなかなかの泥棒のようだ。警察もかなり手こずっている。俺が担当になったとしても捕まえられるとは限らないさ。だが……」

　ハーバードの目がきらめきを放った。

「悪い事をした者は捕まえる。それが警察だ。怪盗ルビィもいつまでも野放しにはしないさ」

　正義感の強いハーバードらしい言葉だった。彼のこんなところを尊敬している。

「ええ。悪人は必ず捕まるわ。泥棒も人の物を盗む悪い人。早く捕まればいいのにね」

　目の端はしに、皿を片付けていたエリックが眉根を寄せているのが見えた。

　どうしても気になって、彼に向き直る。

「エリック、どうか────」

「メアリ、お茶をありがとう。そろそろ帰る。また夕方から夜勤だからな」

　ハーバードが立ち上がった。どうしようかと思ったが、お客様はお帰りになるまで最高のもてなしをと祖母に教えられている。

　エリックにはあとで話を聞く事にしようと、ハーバードを見送る為ために立ち上がった。

「忙いそがしいのにありがとう。エリザおばさまによろしく伝えておいて」

「ああ、ではまた」

　ハーバードを見送りながら、ゆっくりと手を振ふった。
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「エリック、さっき変な顔をしていなかった？」

　テーブルを片付けているエリックに、メアリは話しかけた。エリックは切れ長の瞳を持ち、鼻筋が通っていて、執事にしてははっとするほど目を引く顔立ちをしていた。

〝いつもにこにこしていて優やさしそうな人〟だとみんなが言う。

「いつもと同じ顔ですが。変なお顔をご覧になりたかったら鏡をどうぞ」

　さらりと放たれた一言に、顔が引きつった。

「ちょっと！　それどういう意味？」

「鏡を見ればわかります。可愛かわいいといえば聞こえがいい個性的なお顔が映っているので」

　エリックが意地の悪い笑えみを浮うかべた。

「失礼すぎるでしょ！　確かに美人ではないかもしれないけど、ふつうよ。ハーバードの前では従順なふりをしていたくせに、どうしていつもわたしと二人だけになると失礼になるの！」

「失礼になるのではありません。正直になるんです。そうそう、それより庭に脚きや立たつが出ていましたが、お嬢じよう様さまが使われたのですか？」

　笑顔なのに目だけが笑っていなかった。

　彼がヒューストン家で働くようになって五年。ずっと一いつ緒しよに暮らしているからわかる。

　この顔と口調は本気で怒おこっている時のものだ。これはまずいと、思わず目をそらす。

「ええっと……」

「庭の木を剪せん定ていしたような跡あとがありましたが、私が帰ってから剪定するので近づかないでくださいと申したはずですが、私の思い違いでしょうか？」

「だって、枝が伸のびてたし、天気がよかったし。エリックは忙しそうだったし」

「何をごにょごにょ言い訳しているんです。別にいいんですよ。やって頂いても。落ちても痛いのはお嬢様だけですし。ただ怪け我がをすると看病するのは私なので、とても面めん倒どうなだけです。屋敷でたった一人の使用人で毎日忙しくしている私に、これ以上負担をかけたいならどうぞ」

　嫌いやみがちくちくと突つきささって痛いほどだ。思わず口を尖とがらせた。

「どうしていつもこう、わたしの前でだけ態度が違うのかしら……」

　エリックは気にした様子もなく食器の片付けを続けた。

「外面はよくしておかないと、ヒューストン家の名に傷がつきます。そうそう、もうすぐ十七歳になる貴族の令れい嬢じようがそんな恰かつ好こうで剪定なんてしているのを世間に知られたら、使用人は何をしているんだと私の評価が落ちるのでさっさと着き替がえてくださいね」

　嫌み攻こう撃げきに耐たえていると、カンカンカン！　と音がした。門につるしてある鐘かねの音だ。

　来客を告げるものだった。これでエリックから解放されると、内心ほっとする。

「お嬢様、間ま違ちがってもお客様の前にそんな恰好で出ないでください。早く着替えて」

　慌あわてて頷うなずくと、エリックはさっさと一礼して門の方へと足を向ける。

　客に見られないよう庭を回って屋敷へ向かっていると、門の方から声が聞こえた。

「お約束をしていた、ウィンストンです」

　その声に足を止める。ウィンストンとは、ヒューストン家が治める領地の代表だった。

　バラのアーチの陰かげに身を隠かくして、エリックが初老のウィンストンを屋敷へと案内するのを見届けた。彼らと鉢はち合あわせしないよう裏口へ回って屋敷に入り、自室がある二階へ駆かけ上がる。

　自室に入って、クローゼットの中からえんじ色のドレスを取り出す。

　それに着替えて、髪にブラシを通して整えた。

　鏡を見ると、紫むらさき色いろの瞳ひとみをした自分の姿が映っている。背中まである金の髪は、緩ゆるやかにうねっていた。えんじ色の長なが袖そでのドレスは、すそがやや広がっていて胸むな元もとにレースがついている。

　このドレスは一番気に入っていて、見かけの割に動きやすかった。どこもおかしなところはないかと鏡で確かく認にんし、汚よごれた服を洗せん濯たく室に持って行こうと部屋を出る。

　廊ろう下かを歩きながら、ウィンストンの事が頭に浮かんだ。

「また領地で何かあったのかしら。ウィンストンおじさんが屋敷に来る時は、領地で何かあって、その報告をする時だものね」

　つい不安な声が出た。ヒューストン家の領地、パドグランはロードンから馬車で丸一日かかる田舎いなかだ。実はここ数年、災害に見み舞まわれる事が多くて、いろんな被ひ害がいも出ていた。

　洗濯室に服を置いてシャーロットの書しよ斎さいに向かった。扉とびらをノックしようとすると声がする。

「メアリ、来たの？　入りなさい」

（まだノックしてないのに。相変わらずおばあさまは勘かんがいいな）

　目を丸くしつつ一応ノックして扉を開けると、部屋の奥の窓まど際ぎわに祖母のシャーロットが立っていた。六十歳になったばかりのシャーロットは、古いが質のいいドレスを着こなしている。

　自分と同じ金色の髪と紫の瞳を持ち、細身で品の良さを漂わせる顔立ちをしていた。

「メアリ、ウィンストンさんにご挨あい拶さつした？」

　促うながされて、ソファにいたウィンストンに向き直る。会うのは久しぶりで、つい顔が綻ほころんだ。

「ウィンストンおじさん、こんにちは！　元気ですか？」

　駆け寄ると、ウィンストンがソファから立ち上がった。

「ええ。メアリお嬢じようちゃんもお元気そうで」

「あら、わたしはもうすぐ十七歳よ。いつまでお嬢ちゃんて呼ばれるのかしら」

　笑って片目を瞑つぶると、ウィンストンがしまったという顔になった。

「そうでしたな。メアリお嬢ちゃん……いや、お嬢さんの事はよちよち歩きの子どもの頃ころから知っているのでつい。この間までうちの息子むすこ達と駆け回って遊んでいたのに、本当に大きくなられましたな」

　パドグランは生まれ故郷だ。三年前に両親が亡なくなって祖母と一緒にロードンに移り住む前は、ずっとパドグランで暮らしていた。両親はあまり身分を気にするタイプではなかったからか、ウィンストンの息子達を含ふくむ近所の子ども達といつも一緒に遊んでいた。

「メアリお嬢さんを見るといつもあの時の事を思い出します。息子達と船を見に行きたいと言って家出されてしまって。一晩帰って来なくて旦だん那な様達と大おお騒さわぎで捜さがして、大変でした」

　ウィンストンが苦く笑しようしたのを見て、ばつが悪くなって首を竦すくめた。

「あの時はごめんなさい。絵本で見た船をどうしても見てみたくて、それでみんなで行こうって盛り上がってしまって」

　それは七歳の時の話だ。パドグランは海に面していない。だから子供心に広い海とはどんなものだろう、船はいったいどういう仕組みで海に浮かぶのだろうと気になって、ウィンストンの息子達二人を引き連れて冒ぼう険けんの旅に出た。しかし子どもの足でいける範はん囲いに海はなく、夜が更ふけて真っ暗になって帰り道すらわからずわんわん泣くはめになった。

「ウィンストンおじさんが泣いているわたしを見付けてくれたのよね。暗い中で明かりを持って駆けつけてくれたのをいまでも覚えているわ。わたし達を捜していて崖がけから落ちて怪我もしていたのに、必死になって捜してくれた。本当にありがとう。おじさんは命の恩人だわ」

　あの時、ウィンストンの腕うでには血が滲にじんでいた。痛いはずなのに、泣きじゃくる自分を見付けてよかったと微笑ほほえんでくれた。彼がいなかったら、どうなっていたかわからない。

　ウィンストンが眩まぶしそうに目を細めた。

「お嬢さんも息子達も無事だったので何よりでした。今では懐なつかしい思い出です。……それにしても、ちょっと見ない間に本当に大人になられた。いやいや美しくなられましたな」

「あら。そういう明らかなお世辞はいくらおじさんでも許せないわ。うちにだって鏡くらいはあるんですよ。自分の顔がどんなかはわかってるんですから」

　腰こしに手を当てると、ウィンストンが苦笑した。美しいとまでいわれるほどの美人ではないと、自分でわかっている。紫の目は大きいけれど、肌はだは庭仕事が多いせいかやや日に焼けていた。

　更さらに背は女性にしては高い方で、身体からだ付きは華きや奢しやといえば聞こえはいいが、ウィンストンの息子達には〝まな板の男おとこ女おんな〟などとからかわれて喧けん嘩かになったものだ。

　二人で笑っていると、シャーロットが左手にあった椅い子すに座るよう促した。

「メアリ。ウィンストンさんと先日の地じ震しんの被害について話をしていたの。あなたも座って一緒に話を聞くといいわ」

「地震って三ヶ月前のですか？　おばあさま」

　思わず顔が曇くもった。やはりあまり楽しい話題ではないようだ。

　腰こし掛かけると、シャーロットが重じゆう厚こうな飴あめ色いろの机の奥にある椅子に座る。

「ええ、そうよ。幸い死傷者はでなかったけど、地震のせいで崖がけ崩くずれがおきて大変だったのは知っているわね。あの時は私も領地に被害を確認に行ったんだけど、そのあとの事を報告に来てくれたのよ」

　女伯はく爵しやくであるシャーロットは、領地の領主であり治安判事であり、病院や救貧院なども運営していた。本来は領地にいて領主の仕事をするのだが、シャーロットは女伯爵となった三年前からロードンにあるタウンハウスで暮らし、ウィンストンに領地の報告にきてもらっていた。

　ふつうの貴族は社交シーズン以外は領地で暮らすものだが、シャーロットは亡くなった息子の思い出があるパドグランに住むのは辛つらいようだった。

　ウィンストンがふいに顔を曇らせて口を開いた。

「崖崩れの後始末はようやく終わりました。道もどうにか通れるようになりましたが……崖崩れの影えい響きようで、畑にかなりの被害が出まして。今年のブドウとオレンジの収しゆう穫かくは、例年の半分もありません」

　小さな声はかなり落ち込んだものだった。ブドウとオレンジはパドグランで主にとれる作物だ。その収穫が半分にも満たないという事は、領地の死活問題だった。

　シャーロットはただ目を閉じて話を聞いている。

「一昨年おととしは台風で果実が落ちて満足に収穫できず、去年は長い大雨で果実が熟す前に腐くさって落ちてしまいました。今年こそはと思っていたのに、地震だなんて……」

　ウィンストンの声は悔くやしさに満ちていた。時間をかけて育てた作物が天候や災害で朽くち果ててしまうのを見るのは、どれだけ辛いだろうと考えると苦しくなった。

「このままでは、領民達は飢うえ死にしてしまいます。救貧院にも人が大勢集まっていて、いったいどうしたらいいかと相談しに参ったので」

　ウィンストンの声は震ふるえていた。シャーロットがゆっくりと息をついて目を開けた。

「では、今年の上納金もいりません。果実の収穫が半分にも満たないという事は、半分近くは何とか収穫できたのでしょう？　だったら、その分を領民達でわけるように。被害が多かった者達にも、報ほう酬しゆうがいきわたるように手配しましょう」

　ウィンストンがほっとした顔になって目を輝かがやかせた。

「よろしいのですか？　一昨年も去年も満足に上納金を納められなかったのに、また今年もなんて……！」

「しかたありません。領民あっての私達ですもの。来年の収穫を目指してまた頑がん張ばりましょう」

　優やさしい声こわ色いろと微笑みに、ウィンストンが涙なみだを浮うかべた。

「ありがとうございます！　ありがとうございます……！」

　ウィンストンが何度も頭を下げながら、さっそくそれをみんなに伝えると言って部屋をあとにした。それを見送ってから、シャーロットが扉を閉めてこちらに向き直る。

「ごめんなさいね。メアリ。どうやら今年もヒューストン家は貧びん乏ぼうまっしぐらのようだわ」

　申し訳なさそうなシャーロットに向かって、首を横に振ふった。

「しかたないわ。だって事情が事情だもの。うちは大だい丈じよう夫ぶよ。節約すれば食べるのにはどうにか困らないし」

「でもメアリはもうすぐ十七歳でしょう。今年は宮殿に初参さん殿でんして、女王陛下にお目にかかって社交界デビューを果たす年だわ。それなのに、新しいドレスも買ってあげられないし」

　さきほどまでの女伯爵としての威い厳げんある表情は消え、孫を心配する祖母の顔になっていた。

「大丈夫よ。いままでだって使用人はエリック一人きりだったから、食事の用意だって掃そう除じだって洗濯だって自分でやってきたのよ。ドレスが必要なら自分で縫ぬうわ。裁さい縫ほうは一番得意だし」

　腰に手をあてて笑うと、シャーロットが苦笑した。

「逞たくましく育ったわね」

「ええ。おばあさまに礼れい儀ぎ作法に食事マナー、はては乗馬から剣けん術じゆつまでいろいろ教えてもらいましたから。お茶会とダンスしか知らない貴族令れい嬢じようよりはるかに特技は持ってるし。たとえ没ぼつ落らくしたって特技を活いかせば生きていけるわ」

　冗じよう談だんのつもりだったが、口にしてから洒落しやれにならないと気付いた。

　いまヒューストン家を一番悩なやませている問題が頭に浮かんだからだ。

　しまったという気持ちが表情に出たようで、シャーロットが顔を曇らせた。

「……メアリ。さきほど王室から『特許状』についての返事がきたのだけど」

　言いにくそうな様子のシャーロットを見て、思わず椅子から立ち上がった。

「もしかして、却きやつ下かされたの？」

　シャーロットが小さく頷うなずいた。思わず力が抜ぬけて、倒たおれるように椅子に座り込んだ。

「手紙には、メアリを〝女伯爵〟として認めるには、理由が足りないから却下すると書かれていたわ。これで跡あと継つぎの話は振り出しに戻もどってしまうわね」

　イングテッド国では、爵位は男性が継つぐものという決まりがあった。だがそれには例外があって、王室から特別に許可を受けた場合はまれな事だが女性でも爵位を継ぐ事が許される。

　ヒューストン家は三年前に当時伯爵だった父が母と一いつ緒しよに亡くなった。

　本来なら男子相続の掟おきてに従って、親しん戚せきのバトンという男が爵位を継ぐはずだった。

　だがシャーロットが王室から女伯爵だと認める特許状をもらい、亡くなった息子の跡を継ぐ形でヒューストン家を維い持じした。シャーロットがため息混じりに話を続けた。

「最近私も体調がよくないし、できたら元気なうちに爵位を誰だれかに譲ゆずりたいと思っているんだけど。でもいまのままだと、バトンが爵位を継ぐ事になるわ。だけど彼が爵位を継いだら、領地はどうなるか……」

「バトンおじさまは、お金にがめつい……失礼しました。えっと根こん性じようが悪い……いえ、これも口が悪いわね。うーん」

　どう考えても悪い言葉しか出てこない。つまり、バトンはそういう人物だった。

「とにかく、バトンおじさまが爵位を継いだら、領地のみんなは飢え死にしてしまうわ。もともと土地が瘦やせていて、収穫が多い年でも上納金は同じ規模の土地に比べて半分ほど。それでもみんな頑張って働いているのに」

　そんな状じよう況きようなど気にせず、あればあるだけ領民から吸い取ろうと考えるのがバトンだった。

「父様が亡なくなった時も、バトンおじさまは爵位を継ぐからってパドグランへ行ったけど、かなり無む茶ちやな上納金を要求したものね。ウィンストンおじさん達が、バトンおじさまが領主になったら、みんな飢え死にするっておばあさまに訴うつたえに来て」

　その時の事はよく覚えていた。それからすぐにシャーロットは王室に赴おもむき、帰ってきた時には女伯爵だと認める特許状を持っていた。バトンは女が伯爵など認めないと騒さわいだが、王室からの特許状を見せられ、叔母おばであるシャーロットに一いつ喝かつされてしかたなく引き下がった。

　もしシャーロットが爵位を彼に譲ったら、また同じ事の繰くり返しだ。

「バトンおじさまに爵位は渡わたせないけど、ヒューストン一族には他ほかに男子はいない。おじさまが継がなければ、爵位を王室に返上しなければならなくなる。そうなったら、領地は別の貴族が治める事になるけど、その貴族がパドグランの事を考えてくれるかどうかわからないわ」

　ヒューストン家の今後の事は、もう幾いく度どとなく話し合ってきた。

「メアリがお婿むこさんをもらってくれれば、その方に爵位を継いでもらうって事もできるけど。でも領地から満足な上納金も得られないヒューストン家の婿になろうなんて奇き特とくな男性はなかなかいないものね」

（結けつ婚こんか。領地を守る為ためだったらしかたないけど、できたら政略結婚は避さけたいのよね……）

　いざとなったら覚かく悟ごを決めるが、やはり年とし頃ごろの乙女おとめとしては好きな相手と結婚したいという夢は捨てきれなかった。いろんな事情を考こう慮りよした結果、この状況を打破するには、方法は一つだけだという話でシャーロットと意見が一いつ致ちした。

「わたしが女伯爵として認められれば問題は解決するわ。おばあさまのように領地と領民の事を一番に考える領主になるのが夢なの。ウィンストンおじさんは命の恩人だし、パドグランには仲のいい友達だってたくさんいる。女伯爵になってみんなの生活を守りたいの。でも……」

　女伯爵になるには、それを王室が認めた証あかしである特許状が必要だ。

　その申しん請せいをする為に書類と手紙を書いて王室に送ったが、却下されたと聞いて頭を抱かかえる。

「特許状がないと女伯爵と認められないし。どうしたらいいんだろう……。ねぇ、おばあさま。特許状を頂いた時に、どういう風に申請書を書いたの。参考に聞かせて」

　身を乗り出すと、シャーロットが何度か目を瞬またたかせた。

「私は申請書を出していないの。王室に知り合いがいて、その縁えんで特別に特許状を頂いて……」

　珍めずらしく歯切れの悪い言い方だった。

「じゃあ、その人を紹しよう介かいして」

「いえ、その方はもうお亡くなりになったから……」

　シャーロットがなぜか視線をそらした。様子がおかしいと思ったが、特許状が却下されたのがショックで、問い質ただす気にはなれなかった。

「そうなんだ……。じゃあやっぱり自力で何とかしないとね。パドグランには父様と母様の思い出もいっぱい詰つまっているし、ウィンストンおじさん達にも安心して暮らしてほしいわ」

　パドグランは大事な故郷だ。故郷を守りたい気持ちは誰にも負けなかった。

「おばあさまも最近は体調がよくないし、わたしが早めに爵しやく位いを継いで、引退した方がゆっくりできると思うんだけど。どうしたら女伯爵として認められるのかしら……？」

　考え込んでいると、シャーロットがそっと微笑ほほえんだ。

「女伯爵になるには、領民を大事にする事。そして国の為に誠心誠意尽つくす事が大事なのよ」

　優しいが重みのある言葉だった。その言葉がやけに頭に残って離はなれなかった。
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「国の為に、誠心誠意尽くす事……か」

　昼間言われた事を思い出して、メアリはベッドの中で寝ね返がえりを打った。

　古いが天てん蓋がい付きのベッドは大きくて、白いシーツは洗いたてで気持ちいい。

　昼間は庭仕事をしてくたくたに疲つかれていたから、本当ならぐっすり眠ねむれるはずだった。

　だが爵位の問題が頭から離れなくて、目は冴さえるばかりだ。

　ベッドの脇わきに置いてあるナイトテーブルには、ガラス製のランプが置かれている。細いろうそくの火がゆらゆら揺ゆれるのを見ながら、どうしたら特許状をもらえるか考えていた。

「パドグランのみんなは家族も同然だわ。ウィンストンおじさんが迷子になったわたしを救ってくれたように、今度はわたしがみんなの力になりたい。バトンおじさまに領地は渡さないわ」

　眠れそうになかったので、ゆっくりと起き上がる。心の声を呟つぶやくと決意が強まる気がした。

「わたしが爵位を継ぐのに必要なのは、女伯爵だと認める王室からの特許状。でも申請は却下された。もちろんまた申請を出すけど、却下されるのは目に見えている。どうしたらいいの」

　王室との繫つながりがあれば、直接この国を治める女王に特許状をもらいたいと願い出られる。

　しかし伯爵家とは名ばかりで、パーティへの招待状も滅めつ多たに来ないヒューストン家では、女王陛下の顔を見る事すら叶かなわなかった。

　何とかしなければと焦あせりつつ、ふと喉のどの渇かわきを覚えて、ベッドから足を下ろす。ナイトテーブルにあった水差しを取ってグラスに注いだ。水差しの傍かたわらにはクッキーが入ったガラス瓶びんがある。夜食用にとエリックが焼いてくれたもので、ついでにそれも一つ取ってかじった。

　甘すぎないクッキーは、バニラの香かおりが口に広がってたまらないほど美味おいしかった。

「うーん。わたしが焼くよりずっと美味しいクッキーだわ。エリックってば、こういう細かい事も得意なのよね。性格はねじくれてるけど執しつ事じとしては完かん璧ぺきだわ」

　屋や敷しきも庭もそれなりに広い。この規模の屋敷なら少なくても十人は使用人がいるのがふつうだった。それなのに、エリックはたった一人で屋敷の事を切り盛りしている。

　家事は苦ではないので手伝うが、エリックのように手早く正確にはこなせない。領地からの収入が少ないので、満足に給金を払はらえない時もあるのに、ずっと屋敷で働いてくれている。

「それなりのお屋敷に行けば、もっとたくさんお給料だってもらえるし、待たい遇ぐうもいいのに。どうしてエリックはうちにいてくれるんだろ」

　疑問に思っている事ではあったが、直接聞いてみる勇気はなかった。慇いん懃ぎん無礼を地でいくエリックにむっとする事も多いが、内心ではずっとここにいてほしいと思っている。

　彼がよそで働く日が来るかもと思うと、寂さびしいやら悲しいやら複雑な気分になった。

　水を飲んだらよけいに目が冴えたので、しかたなく立ち上がり、窓まど際ぎわに進んだ。

　カーテンを少しだけ開けて庭に目をやる。庭はこの屋敷の中で唯ゆい一いつ、人に自じ慢まんできるものだった。いまが花盛りのバラ園には、バラの蔓つるを巻き付けたアーチがあって、色とりどりの花が咲さき乱れている。夜ではあるが、月明かりのおかげでそれらがよく見えた。

　空を見上げると、満天の星がきらめきを放っていた。

「ロードンの夜は霧きりに包まれているイメージがあるけど、今夜はとても綺き麗れいな星空だわ」

　しばらくそうして星を眺ながめていると、ふいに視界の端はしで何かが動いた気がした。

「ん？」

　気になってそちらに顔を向けて目を凝こらした。猫ねこかと思ったが、どうもそれより大きいようだ。外と庭を仕切るレンガの塀へいの上で何かが動いている。

「え!?　あれって、もしかして、人？」

　月明かりだし、距きよ離りがあるのではっきりしないが、人が塀を乗り越こえようとしているように見えた。

「ま、まさか……泥どろ棒ぼう！」

　小さく悲鳴を上げて、ベッドへ駆かけ寄った。そこに天てん井じようからぶらさがった飾かざり紐ひもがある。それを引くと、エリックの部屋のベルが鳴る仕組みになっていた。その紐を思いっきり引く。

　恐おそろしくてそのままじっと待っていたが、エリックがやってくる気配はなかった。

「何かあったのかしら……？」

　何者かが屋敷に侵しん入にゆうしてエリックが襲おそわれているのではと想像して、血の気が引いた。

　床ゆかに膝ひざをつき、ベッドの下に手を入れる。そこには万が一の為に隠かくしていた剣けんがあった。

　まさか本当に使う日が来るとは思わなかったが、それを引っ張り出して鞘さやから剣を抜ぬいた。

「泥棒かしら……？　でもうちには盗ぬすむようなものなんて何もないのに。とにかくおばあさまの様子を見にいかなくては」

　シャーロットは最近持病のぜんそくがひどくなっていて、激しい運動などは医師から禁止されている。もし何かあって逃にげようにも走るのさえ困難だろう。

　幸い、剣の扱あつかいには自信があった。子どもの頃ころから、女性でも自分の身は自分で守れるようにならなければという教育方針の下もと、両親や祖母から教えを受けてきた。

　だが実戦の経験なんてない。心臓が破は裂れつしそうなほど大きく脈打っているが、何とか気持ちを落ち着けようと深呼吸する。恐きよう怖ふよりもシャーロットを心配する気持ちが勝っていた。

　勇気を振ふり絞しぼって、扉とびらに近づく。




　ガシャーン！




　ノブに手をかけたと同時に、扉の向こうから何かが割れる音がした。

「ガラスか何か割れた音……？」

　音が聞こえたのは、同じ階にあるシャーロットの寝しん室しつの方からのようだ。

　やはり侵入者がいるのかと恐ろしくなったが、気を強く持ってノブを回す手に力を込める。

　扉を押そうとすると、ふいに外からの力で勝手に扉が開いた。

「ど、泥棒……！」

「私です。お嬢じよう様さま」

　慌あわてて剣を構えて扉に向けると、落ち着いた声が聞こえた。

　よくよく見ると、ランプを持ったエリックだった。休んでいたのか寝衣にガウンを羽織っていて、いつも後ろに撫なでつけてある黒くろ髪かみは無造作に垂れていた。

「エリック！　わたし見たの。塀を越えて誰だれかが侵入しようとしていたわ。それにガラスの割れる音がした。おばあさまの部屋からだと思うの！」

　怖こわくて涙なみだが出そうだったが、何とか気持ちを奮い起こしてさきほど見た光景を説明した。

「私も屋敷の中で不ふ審しんな人物を見ました。ベルが鳴ったので、お嬢様のところに駆けつけようと部屋を出たら、廊ろう下かを走る人ひと影かげが見えて。追いましたが、見失ってしまって。それでまずはお嬢様のご無事を確かく認にんしにきたのです」

「おばあさまのところにいきましょう。きっと泥棒よ」

　袖そでを摑つかむと、エリックは先に立ってシャーロットの部屋に向かって進んでくれた。

　先導してくれる彼の背中は頼たよりがいがあって、こんな時だというのに少しだけほっとした。

　シャーロットの寝室へ向かうと、扉が開いているのに気付く。

「おばあさま……きゃぁぁ！」

　エリックに続いて部屋に飛びこもうとして、足が竦すくんだ。

　ランプを持ったまま、エリックも立ち止まっている。

「何があったの……？」

　部屋の中はめちゃめちゃだった。いつも整せい頓とんされているのに、ベッドのシーツは引き裂さかれて床に落ち、猫ねこ脚あしのナイトテーブルはひっくり返っている。

　カーテンも破れていて、窓ガラスが割れていた。そして、寝室には誰もいなかった。

「おばあさまはどこ？」

　慌てて部屋に入ると、エリックが壁かべにかけられているろうそくに火を灯ともした。

　暗かった室内がようやく明るくなったが、やはりシャーロットの姿はない。

「誰かが窓を割って侵入したようです」

　エリックが床に片かた膝ひざをついて、ガラス片へんを手に取った。

　部屋の中に散らばったガラスの破片を見て、思わず眉まゆ根ねを寄せる。

「ねぇ、さっき屋敷の中で人影を見たって言ったわね。それって一人だった？」

「はい、おそらく」

「それっておかしくない？　外からおばあさまの部屋にガラスを割って侵入したんだったら、この部屋を出る時はおばあさまを連れていたはず。でもエリックが見た人影は一人だけ」

「ではどこからか侵入し、外へ出る為ために窓を割ってシャーロット様を連れて逃げたのでは？」

「だったら、ガラスは部屋の中じゃなくて外に散らばっているはずでしょ。それにここは二階よ。おばあさまを連れて窓から逃げるなんて難しいんじゃない？」

　何かがおかしいと感じた。違い和わ感かんがなんなのか考えようとすると、エリックが室内をもう一度見て、戸と惑まどうような声を出す。

「私も動どう揺ようしていたのかもしれません。人影は一人だったと思ったんですが、もしかしたら二人だったかもしれないです」

（エリックが見み間ま違ちがうなんて珍めずらしいわね。でも非常事態だもの。気が動転して当然かも）

「とにかく屋敷と庭を捜さがしてみましょう。おばあさまが逃げて隠れているかもしれないし」

「はい。ですがばらばらに行動するのは危険です。一いつ緒しよに行きましょう」

「わかったわ。……あの、ありがとう、エリック」

　歩きかけていたエリックが立ち止まって目を丸くした。

「まずわたしの無事を確認しに部屋に来てくれたでしょう。わたし、とても怖かったの。エリックの顔を見てほっとした。だから、部屋に来てくれてありがとう」

　エリックが目を瞬またたかせたあとに、慌てたように背を向けた。

「……お嬢様は雇やとい主ですから、お守りするのは当然です。さっさと行きますよ」

　口調はいつも通りだが、耳が赤くなっているのが暗い中でもわかった。

　どうやら珍しく素す直なおに礼を言ったから照れているようだ。いつもからかわれているので、たまには仕返ししてやりたいところだが、いまはそんな場合ではなかった。

　脳のう裏りにシャーロットの顔が浮うかぶ。

「……おばあさま、どうか無事でいて」

　祈いのりの言葉とともに、エリックに続いて走り出した。
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　朝日を浴びて庭のバラがみずみずしい輝かがやきを放っていた。

　大好きな光景だが、窓からそれを見ていたメアリの心は外の景色とは違ちがって重苦しかった。

「一晩中捜したけど、おばあさまは屋や敷しきのどこにもいなかった。エリック、警察に届けましょう。おばあさまは屋敷に侵入した誰かにさらわれたんだわ」

　窓に背を向けて、エリックに向き直る。彼はいつものように燕えん尾び服ふくをまとって、髪かみも整えていた。自分もさきほど動きやすいドレスに着き替がえて身み支じ度たくを終えたばかりだ。

　エリックがモーニングティーをいれながら、小さく首を横に振った。

「それはいけません」

「どうしていけないの？　そうだ。まずはハーバードに相談しましょう。彼ならきっとおばあさまを捜し出してくれるわ」

　エリックの顔が更さらに困こん惑わくする。いつでもはっきりものを言うのに今日はずっとこの調子だ。

「いえ、それもまずいです。お嬢様」

「だから、何がまずいのよ。そんな言い方じゃまるで、警察に来られたら困るような事でもあるみたいじゃない」

　冗じよう談だんのつもりだった。シャーロットも自分も貧びん乏ぼうではあるが慎つつましく堅けん実じつに生きている。

　警察に来られて困る事など何もしていない。しかしエリックはまじめな顔で頷うなずいた。

「ええ、困る事があります。警察に来られたらいろいろとまずいです。警察には頼れません」
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　その返事に息を吞のんだ。目を瞬かせてじっとエリックを見つめる。

「どういう事なの？」

「詳くわしい事は私の口からは申し上げられません。しかし、これだけは言えます。シャーロット様がさらわれた原因には心当たりがあります。さきほど昨夜ゆうべの出来事を知らせる電報を打ったので、まずは返事を待ちましょう」

「何を言っているの？　警察が来たら困る理由ってなに？　電報を誰に打ったの？　返事って誰から来るのよ！」

　思わずきつい口調で詰つめ寄ろうとすると、カンカン！　と門につるしてある鐘かねが鳴った。

　エリックがすぐに玄げん関かんに向かった。気になってついていくと、どうやら客は勝手に門から入って玄関に来たようだ。玄関の扉を開けた先にいる人物とエリックが小声で話をしていた。

「エリック、どなたなの？」

　声をかけると、エリックが客を中に招き入れた。その客を見て、目を丸くする。

　客は真っ白な布地に金ボタンがついた近この衛え隊の軍服を着ていた。

　近衛隊は王室直属の兵隊で、宮きゆう殿でん以外で見かける事はほとんどない。

「メアリ・ヒューストン伯はく爵しやく令れい嬢じようですね」

「ええ……」

　戸惑いがちに返事をすると、近衛兵が胸に手を当てておじぎした。

「アルフレイ皇太子のご命令で参りました。シャーロット・ヒューストン伯爵の事で、至急お話があるそうです。急ぎ、宮殿へいらっしゃってください」

「こ、皇太子!?　お待ちください。わたしは宮殿には行った事すらないし、皇太子とお会いした事もありませんけど……！」

　王族なんて恐おそれ多くて雲の上の存在だ。思わず後ずさると、エリックが背中を支えた。

「すぐに支度して宮殿へ行ってください。シャーロット様を救うにはそれしかありません」

　真しん剣けんな表情だった。しかし事情も知らないまま宮殿に行けと言われても戸惑うばかりだ。

「どういう事なの？　知っている事があるなら教えて。エリック」

「行けばわかります。さあ、支度をしましょう」

　エリックが前に立って部屋に戻もどるよう促うながした。どうするべきかと混乱した頭で考える。

（皇太子とか、宮殿とか、いったい何なのかさっぱりわからないけど、おばあさまを救うには行くしかないってエリックが言った。おばあさまがさらわれた原因もエリックは見当がついているみたいだし。だったら、ここは……）

　深呼吸して近衛兵に向き直った。そしてなるべく落ち着いた声を出す。

「ただいま支度をしますのでお待ちください」

　何が起こるのかはわからないが、たった一人の肉親である祖母を救う為ならどんな事でもしようと心に誓ちかい、支度の為にエリックを追った。
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　メアリが四頭立ての馬車で連れて来られたのは、イングテッド国の女王が住まう白はく亜あの宮殿だった。貴族ではあるが、社交界デビューもまだなので来た事は一度もない。

　初めて見る宮殿は、想像していたものより数十倍大きかった。

　門の両りよう脇わきには白い天使の像があり、客を歓かん迎げいするかのように微笑ほほえんでいた。

　門の向こうに見える庭は、緑の芝しば生ふと咲さき乱れる花々が色いろ鮮あざやかで、ため息が出るほどだ。

　目を丸くして馬車の窓から宮殿を見ていると、なぜか門を素す通どおりしていく。

　驚おどろいて正面に座った近衛兵に目をやると、疑問を察したのか彼が口を開いた。

「裏門からお通しするように言われております」

（裏門って……。つまり、わたしは正式に招かれているわけではないって事かしら？）

　不安に思いつつ様子を窺うかがっていると、馬車は宮殿をぐるりと回って、裏門らしき場所へと進んだ。裏門は正門に比べるとややこぢんまりした佇たたずまいだったが、それでもヒューストン家の屋敷の門よりは数倍大きくて立派だった。門の手前で馬車が停とまり、馬車の中にいた近衛兵が窓を開けて見張りと何か小声で話している。見張りが小さく頷くと、馬車は再び走り出した。

　しばらくがたがた動くのに身を任せていると、再び馬車が停まった。

　近衛兵に促されて一緒に馬車を降りると、宮殿の裏手にある温室の前だった。

　温室といってもかなりの大きさで、ヒューストン家のタウンハウスぐらいの規模はあった。

　日がよくあたるようにガラスで天てん井じようや壁かべが作られていて、温室全体がきらきら光っている。

　ガラスの壁かべ越ごしに植物が茂しげっているのが窺えた。近衛兵が温室の扉とびらを開けて、頭を下げる。

「この温室に入ってまっすぐ行った突つき当たりに、扉がございます。そちらでアルフレイ皇太子がお待ちです。ここには皇太子の許可がないと入れませんので、私はここで」

（どうしよう。一人で行けって事よね。でもここまで来て帰るわけにもいかないし。何よりおばあさまについて話があるっていうんだから行かなくちゃ！）

　勇気を振ふり絞しぼって温室の中に足を踏ふみ入れた。

「わぁ、綺き麗れい……！」

　中を見回して思わず感かん嘆たんの声が出る。温室の中は見た事のない花と緑で溢あふれていた。

「きっと熱帯地方の植物ね。これだけ大きな温室だと育てがいがあるだろうな」

　庭仕事が大好きだから、温室にある植物や花達がイングテッドで咲くものではないとすぐにわかった。まるで物語で読んだジャングルのようだと思いながら足を進める。

　しばらく歩くと、温室だというのにレンガの壁が現れた。どうやら温室の中央部には、このレンガで囲まれた部屋があるようだ。壁は天井まであって、見たところ窓一つないようだった。

（扉があるわ。この中に皇太子がいるのかしら……？）

　緊きん張ちようしつつも、まずは自分の身なりを確かく認にんした。

　持っているドレスの中で一番上等な、瞳ひとみの色と同じ紫むらさきのドレスを着てきた。ドレスは腰こしの辺りでふわりと広がって、胸むな元もとと背中にレースが添そえられている。髪は一つにまとめて後ろに流していた。アクセサリー類は持っていないので、身につけていない。これがいまできる精いっぱいの装よそおいだ。貧乏な事を恥はじてはいない。だから胸を張って、扉をノックした。

「メアリ・ヒューストンです」

　ドキドキと心臓が高鳴った。

「入れ」

　中から低くて艶つやのある声がする。ノブを回して扉を開けて、思わず目を見開く。

「これって、書しよ斎さい？」

　この部屋だけ天井はガラスではなく、レンガで作られていた。そのせいか、外の明るさが噓うそのように薄うす暗ぐらい。ランプがあるから、どうにか辺りを見み渡わたせた。

　レンガの壁一面に天井まで届くほどの本ほん棚だなが作り付けられていて、分厚い本が並んでいる。

　広い部屋の真ん中には、古いが質のいい大きな机と椅い子す。そして正面にゆったりと座れる大きめの椅子が二脚きやくほど置かれていた。温室の中にこんな立派な書斎があるのには驚いた。

　しかしいま目を奪うばわれているのは、この部屋にではなかった。

「ようこそ」

　机にもたれて腕うで組ぐみして立っているのは、二十代前半の男だった。

　ランプの明かりを受けてきらきら光る長い銀ぎん髪ぱつを、無造作に背中に垂らしている。

　青い瞳はまるで深い海のようだ。整った顔立ちは、まるで神様が贅ぜいを尽つくして作り上げたかのように繊せん細さいで、切れ長の瞳が動くだけでため息が漏もれそうなほどだった。

　細身でかなり背が高く、白いシャツを崩くずしたように着ているのさえ、なぜか品よく見えた。

「アルフレイ……皇太子」

　面と向かって会うのは初めてだが、王室の新年の行事で、馬車に乗ってパレードしているのを見た事がある。月の王子という異名を持ち、外国にも知れ渡わたるほどの美び貌ぼうの持ち主で、その微笑み一つで隣りん国ごくとの戦争を回かい避ひさせたという噂うわさがあった。悪あく魔まさえその美しさと話術でそそのかすと言われているアルフレイだが、近くで見ると噂以上のインパクトがあった。

（うわっうわっ、まるで絵本に出てくる王子様みたい……！　いや、本当に王子様なんだけど、でもこんなに恰かつ好こうよくて王子様だなんて、神様って不公平じゃない!?）

　呆ぼう然ぜんとしていると、アルフレイの眉まゆ根ねが寄った事に気付く。相手は皇太子だ。礼をもって接しなければと、慌あわててドレスのすそをつまんだ。優ゆう雅がに優雅にと心で唱えつつ、おじぎする。

「今日はお招きに与あずかり、恐きよう縮しゆく……」

「やせぎすだな」

　精いっぱい礼れい儀ぎ正ただしくしようとしたのに、皇太子から賜たまわる最初の言葉はそれだった。

　一いつ瞬しゆん、何を言われたか理解できなくて固まる。

「……はい？」

　アルフレイがこちらにぶしつけな視線を送った。

「肉付きが悪いと言ったんだ。瘦やせた女は抱だき心地ごこちが悪くて好みじゃない。相変わらずヒューストン家は貧びん乏ぼうらしい。満足に食事もできないようだな」

　まるで天使のような美しい顔なのに、発する言葉は悪魔のように意地が悪かった。

「金の髪かみはそれなりに美しいが、顔立ちは十人並みだな。紫の瞳は大きいが派手すぎる。身のこなしも優雅というにはほど遠い。十点だな。ああ、言っておくが、百点満点中の十点だぞ」

　そこまで言われて、彼が何を話しているのかがようやく理解できた。

　それと同時に、怒いかりが一気にこみ上げる。

「十点!?　そりゃ、美人だとはいわないけど、女性に点数をつけるなんて……！」

「不満か？　ではお前も私に点数をつけていいぞ。お前から見た私は何点だ？」

　思わずぎょっとした。そんな事を言われるとは思っていなかった。

「……あなたは、九十九点です。もちろん百点満点中の」

　アルフレイが軽く目を見開く。

「ほう。満点に足りない一点は何だ？」

「その口の悪さです」

　即そく答とうした。神様はやっぱり公平だと思った。アルフレイは地位も名めい誉よもあって美しさは群を抜ぬいているが、口の悪さのせいで何もかもが台無しだ。

「これは面おも白しろい。皇太子である私に向かって、そんなに正直にものを言う女性は初めてだ」

「正直にって……口が悪いのは自覚しているんですね」

「ああ、私ほど顔がよくて地位もあったら、口ぐらい悪くないと女性が群がってきて面めん倒どうだ」

　さらっと口にしたが、自意識過か剰じようだとは思わない。客観的に自分を見られているからこそ出る台詞せりふだと思った。さきほどまでの緊張がふっとんで、肩かたの力が抜けていた。

「改めまして、メアリ・ヒューストンです。祖母のシャーロット・ヒューストンについてお話があると聞いて参りました。祖母は昨夜ゆうべ……」

「さらわれたのだろう」

　思わず目を見開いた。アルフレイは面めん倒どう臭くさそうな表情だ。

「どうしてそれを？」

「お前の家の執しつ事じから連れん絡らくが来た。ルビィがさらわれたとな」

　話が見えなくて、眉根を寄せた。

「ルビィ？　さらわれたのは、祖母ですが」

「ああ、だからルビィだろう。お前の祖母、シャーロット・ヒューストンの別名だ」

　何の話だかわからなくて、頭が混乱した。

「待ってください。別名ってなんですか？　ルビィなんて、まるで最近ロードンを騒さわがせている怪かい盗とうの名前みたいじゃないですか！」

　アルフレイがこちらに向き直った。ただ立っているだけなのに、姿勢さえ美しかった。

「そうだ。シャーロットが怪盗ルビィだ」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない話で、頭にすんなり入ってこなかった。

「何を言っているんですか。そんなはず……」

　笑い飛ばそうとした。悪い冗じよう談だんだと。しかしすぐにそれをやめて呆然とした。

　アルフレイは真しん剣けんな顔をしていた。その顔を見て、まさかという気持ちが強くなる。

「だって、おばあさまは六十歳ですよ。確かに剣けん術じゆつも馬術もたしなまれるし、同じ年とし頃ごろの方達よりは運動神経はいいかもしれませんけど、でもそんな、怪盗だなんて……！　それに、おばあさまは清せい廉れん潔けつ白ぱくな方です。たとえどんな理由があろうと泥どろ棒ぼうなんてするはずありません！」

　それだけは自信をもって言えた。しかしアルフレイは顔色一つ変えていなかった。

「お前の思い違ちがいを指し摘てきしてやろう。まず一つ、ルビィは〝盗ぬすんでいる〟のではない。〝取り戻もどしている〟のだ」

「取り戻している……？」

　アルフレイが言っている事がうまく理解できなかった。だがこれだけはわかった。彼は噓や冗談を言っているのではないと。そうでなければ見も知らぬ自分を宮きゆう殿でんに呼ぶはずがない。

「そうだ。ルビィが取り戻しているのは、もともと宮殿の宝物庫にあったものだ。────三年前、何者かが宝物庫に侵しん入にゆうし、宝石や絵画など数十点を盗み出した」

　驚きよう愕がくする話だった。慌ててアルフレイに一歩近づく。

「そんな話、聞いた事ないわ。それが本当なら大おお騒さわぎになっているはずでしょう？」

「本当ならな。しかしある事情があって、表おもて沙ざ汰たにはできなかった」

「ある事情って？」

　アルフレイは軽く首を横に振ふった。

「それは知らなくていい。知れば、ここから帰れなくなるぞ」

　笑えみを浮うかべてはいたが、どうやら本気のようだ。彼の目がそう物語っている。

「とにかく、盗まれたものを秘ひ密みつ裏りに取り戻す必要があった。宝物はすべて売られたが、いくつかは買い戻した。しかし、買い戻しに応じない頑がん固こな者達も多くてな」

　アルフレイが端たん整せいな表情でため息をつく。

「買い戻しは信しん頼らいできる者に任せているが、どれだけ高く買うといっても気に入っているから嫌いやだと言う。それで買い戻しに応じない者達から、ルビィが〝取り戻している〟のだ。取り戻したあとに、持ち主には理由をつけて買い取り金額分の金が渡るようにしているから、彼らにも損はない」

　ようやくアルフレイの言葉が頭に入るようになってきた。

　それでも途と方ほうもない話なので、理解するだけで一苦労だ。

「よくわからないわ。盗んでいるのではなくて、取り戻しているのだとしても、どうしておばあさまがそれをしているんですか？　それにその言い方だと、まるでアルフレイ皇太子がやらせているみたいですけど」

「ああ、私が命じている。シャーロットが取り戻しているのは、それが彼女の……いや、ヒューストン家の当主の〝仕事〟だからだ」

（ヒューストン家の当主の仕事……!?　そんなの聞いた事ない。いったいどういう事なの？）

　呆然としていると、アルフレイがまたしてもため息をつく。

「本当に何も聞いていないのだな。では特別に教えてやろう。ヒューストン家は代々王室の秘密の仕事を請うけ負っていた。ルビィという名は、ヒューストン家の当主が受け継つぐ裏の名だ。シャーロットはお前の父親が亡なくなった時に、彼の代わりにルビィの名を継ぐと私に約束した。女伯はく爵しやくだと認める特許状と引き替かえにな」

　特許状と聞いて、思わず息を吞のんだ。祖母は特許状を手に入れられたのは、王室に知り合いがいたからだと言っていた。だがそう簡単にもらえるはずはないと心の中で思ってもいた。

　もしアルフレイが言っている事が本当だったら、納なつ得とくがいく。

「冗談……ではないんですよね？」

　皇太子の悪ふざけだと信じたい。しかし、見も知らぬ自分を呼び出してまでこんな悪ふざけをするはずがなかった。それにいまの状じよう況きようを考えると、信じるに値あたいする話でもあった。

（おばあさまは女伯爵になる為ためには、国の為に誠心誠意尽くす事が大事だって仰おつしやってた……。それなのに皇太子に命じられて盗みを働いていたなんて。おばあさまが進んでそんな事をされるはずないわ。まさか皇太子が特許状と引き替えに強ごう引いんに盗みをやらせているのでは……？）

　心に疑念が浮かんでいたが、それを口には出さずに言葉を選んだ。

「祖母がさらわれたのはもしかして、ルビィとして行動していた事と関係があるんですか？」

　皇太子への不信感は心の中でどんどん大きくなっているが、いまはまずシャーロットがどんな状況にあるのかを知りたかった。シャーロットはどんな人物にも分け隔へだてなく優やさしく、穏おだやかでもめ事とは無縁の性格をしている。誰だれかにさらわれるなんてあるはずがなかった。

　お金目当てだと考えられなくもないが、それだったらシャーロットをさらったりせずに屋や敷しきの中からめぼしいものを持って行くはずだ。

「ほう。さすがゴードンの娘むすめだ。勘かんがいいな」

　ゴードンとは父の名だった。アルフレイの話が本当なら、父も王室の秘密の仕事をしていた事になる。つまり、アルフレイと父は知り合いなのだろう。

「これを見ろ」

　アルフレイが何かを投げてよこした。受け取って目をやると、手の平サイズのカードだ。

　カードに書いてある事を読み上げる。

「『王室の舞ぶ踏とう会にて、月の涙なみだを頂きに参上する』……これって！」

　カードの隅すみにはルビィと署名があった。驚おどろいて目を向けると、アルフレイが小さく頷うなずいた。

「そう、怪盗ルビィからの予告状だ。王室に今朝届いた」

「今朝？　そんなはずないです。だって、おばあさまは昨夜さらわれたんですよ」

　アルフレイの話では、怪盗ルビィはシャーロットだという。

　もしそれが本当なら、さらわれたあとに予告状を出すのはおかしな話だった。

「それに、おばあさま……いえ、怪盗ルビィはアルフレイ皇太子の命令で動いているんでしょう？　だったら、王室に予告状を出すなんて」

「ああ、もっとおかしな事に、私はこんな命令はしていない。さあ、これらの状況から導き出される答えはなんだ？」

　まるで生徒に質問する教師のようだった。しばらく考え込んで、顔を上げる。

「その予告状は、偽にせ物ものです」

　アルフレイが満足げに口元を緩ゆるめた。

「その通り。少しはできるようだな。シャーロットがさらわれたのと予告状が届いたタイミングを見ると、この二つの事件が関係している可能性は高いだろう」

「つまり、おばあさまをさらった犯人がこの予告状を出したって事ですか？」

　アルフレイが腕うで組ぐみをして頷いた。もう一度カードをじっくり見てある一点に目を留める。

「ここに書いてある月の涙って何ですか？」

「舞踏会に参加する侯こう爵しやく家の子息が持っている宝石だ。大きなサファイヤで、指輪にはめられている。……ああ、それよりまず、十日後に宮殿で行われる舞踏会の事は知っているか？」

「はい。いわゆる社交界デビューの舞踏会ですよね。今年十七歳になる貴族の令れい嬢じよう達が初参さん殿でんして、女王陛下に謁えつ見けんするんでしょう？　そのあと舞踏会が開かれるんですよね」

　実は自分ももうすぐ十七歳になる。

　本当なら宮殿に初参殿して、大人の女性として社交界にデビューするはずだった。

　しかし領地の度たび重かさなる災害で収入は激減し、華はなやかな舞踏会に出るなんて夢のまた夢だ。

　新しいドレスもアクセサリーも用意できないので、理由をつけて欠席するつもりだった。

（……でも本音を言うと、社交界デビューの舞踏会に出るのは子どもの頃ころからの憧あこがれだったのよね。だけど行きたいなんて言ったら、きっとおばあさまが無理をしてでも支し度たくをしようとするから言えなくて……）

　考え込んでいると、アルフレイが身体からだを動かして正面から向き合ってきた。

「その舞踏会で、侯爵子息が月の涙がはまった指輪を身につけてくるらしい。予告状はその指輪を狙ねらっているようだ。そこでだ、お前に一つ仕事を頼たのみたい」

　仕事とはいったい何かと首を傾かしげると、アルフレイが命令するような口調で話を続けた。

「お前がルビィのふりをして、偽者より早く月の涙を盗め」

　今日この場に来て、理解不能な話をたくさんされた。

　しかし、いまの言葉はその中でももっとも意味不明だった。

「はあ!?　どうしてわたしが？」

「ヒューストン家の直系だからだ。祖母がいないなら、お前がルビィとしての仕事を果たせ」

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな！　わたしに泥棒なんてできません！」

「泥棒ではない」

　アルフレイの声は凜りんとしていた。

「ルビィは王室から盗まれた物を取り戻しているだけだ。おそらくルビィを連れ去った犯人は、偽の予告状を出した者と同一人物だ。月の涙を偽者より早く盗めれば、ルビィを取り戻す交こう換かん材料にできるかもしれない」

「いやいやいや、すごく理路整然と言っているように聞こえますけど、おばあさまをさらった犯人と偽の予告状を出した犯人が同一人物なんて証しよう拠こがどこにあるんです？」

　アルフレイが優ゆう雅がなしぐさで背中を向けた。

「証拠はある」

「ではそれを示してください」

　しばらく間を置いて、アルフレイが息をつきつつこちらに向き直った。

「それは教えられない。知ったら、お前もまずい事になる」

　きつい視線からは、強い圧あつ迫ぱく感かんを受けた。何とかそれに押されないよう気を強く持って、反論する為に口を開きかけたが、それより早くアルフレイが話し出した。

「祖母を助けたかったら、私の言う通りにしろ。そうでなければ、彼女とは二度と会えないぞ。彼女をさらった犯人を捕つかまえる機会を与あたえてやろうというのに、拒きよ否ひするならそれはそれでいい。お前が怪かい盗とうルビィとして行動するのが嫌だと言うなら、さっさと帰れ」

　手で追い払はらうようなしぐさをされた。戸と惑まどいつつも、足もとに目を落とす。

（どうしたらいいの……？　アルフレイ皇太子はどうも問題のある人物に思えるわ。おばあさまに無む理り矢や理り盗ぬすみをさせていた可能性もあるんだし。彼の言う通りに行動するのは怖こわい気がするわ。だけどこのまま帰ったって、おばあさまをさらった犯人を捜さがす手がかりはないし）

「どうした？　帰らないのなら、私の命令を聞くしかないぞ」

　アルフレイの冷たい声がした。動どう揺ようして、頭が混乱していた。

「……考えさせてください」

　それだけ言うのが精いっぱいだった。アルフレイが軽く眉まゆを上げる。

「いいだろう。だが夕刻までに返事をしろ。舞踏会まで間がない。他ほかに対策を練るなら、時間はいくらあっても足りないからな」

　再び背を向けたアルフレイに、おじぎをしてきびすを返す。

　これからどうしたらいいか、頭の中はその事でいっぱいだった。
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　屋敷に戻もどった時には、もう昼過ぎだった。迎むかえ入れたエリックの顔を見て、メアリはほっとする。それと同時に、今朝の彼の言動を思い出した。

「エリック、あなた知っていたんじゃない？　おばあさまの〝秘密の仕事〟を」

　屋敷の中だし周りには誰もいないのに、つい小声になった。

「ええ、私もお手伝いしていましたから」

　予想していたはずなのに、思わず息を吞のむ。

「父様達が亡なくなってから、ずっと三人で暮らしてきたのよ。エリックは執しつ事じだけど、家族も同然だと思ってるわ。それなのに、おばあさまと一いつ緒しよにわたしに隠かくし事をしていたの？」

　失礼な態度も多いが、彼とは心の底では信しん頼らいし合えていると思っていた。

　そんな大切な事をどうして話してくれなかったのかと、怒いかりよりも悲しみが襲おそった。

「シャーロット様は、お嬢じよう様さまが十七歳になったら一人前のレディとして扱あつかわれるはずでした。十七歳になったらヒューストン家の秘密の仕事についても説明するから、それまでは黙だまっているようにと仰ったので、その通りにいたしました」

　屋敷に戻ってくるまで、もしかしたらアルフレイの悪ふざけではないかという万に一つの可能性を考えていた。しかしエリックの言葉は、そのほんのわずかな可能性を打ち砕くだいた。

「そんな、じゃあおばあさまはやっぱり、怪盗ルビィだったの？……もしかして、特許状と引き替かえに皇太子に無理矢理盗みをやらされていたのではない？」

　心の疑念を口にすると、エリックはやや目を伏ふせた。

「その辺りの事は私にはわかりません。ただ、シャーロット様は信念を持っておられたように感じます。……アルフレイ皇太子はお嬢様になんと仰っていましたか？」

　エリックに宮きゆう殿でんでの事を話してきかせると、さすがに顔色が変わった。

「お嬢様が怪盗ルビィのふりをして、侯爵子息から指輪を盗む……ですか」

「ええ。おばあさまは何としてでも助けたいけど、でもわたしに怪盗ルビィの仕事なんてできるはずがないわ」

　エリックが考え込むように顎あごに手を置いた。しばらくそうしてから、視線をこちらに戻す。

「いえ、できない事はないです」

「え……？」

　目を丸くすると、エリックが自信ありげに口元を緩めた。

「できない事はないと申し上げたのです。しっかりした計画を立てて準備をし、怪盗ルビィが得意とする変装術を身につけて、目的をやり遂とげるだけの強い意志と度胸があれば、お嬢様が怪盗ルビィとして盗みを行う事は可能です」

　言い切られて絶句する。まじまじと見つめたが、どうやらエリックは本気のようだった。

「シャーロット様もそれらを身につけて、怪盗ルビィとして活かつ躍やくされていました。お嬢様はまだお若いので、体力的にはシャーロット様より優すぐれています。アルフレイ皇太子の手引きがあれば、王室の舞ぶ踏とう会で月の涙なみだを盗む事は可能だと思います」

「そんな……でも、自信がないわ。そんなだいそれた事をするなんて」

　泥どろ棒ぼうなんてとんでもない事だという思いが消せなかった。

　アルフレイから怪盗ルビィがやっている事は〝盗んでいる〟のではなく、〝取り戻している〟のだという説明は受けたが、それでも世間的には怪盗ルビィは大泥棒だ。

　貧びん乏ぼうだが精いっぱい正直に生きてきた。世間に顔向けできないような事はしたくない。

　それでも、これをやり遂げれば祖母が無事に帰ってこられるかもしれないと思うと、無む謀ぼうだとわかっていてもやるべきかとも思う。悩なやんでいると、エリックがそっと顔をのぞき込んだ。

「無理だと思うなら断ってもいいでしょう。ただ、断る前に聞いて頂きたい事があります。……三年前の事です。シャーロット様も女伯はく爵しやくとして爵位を継つぐと同時に、秘密の仕事も受け継がなければならないと聞いて、ずいぶん悩んでおられました」

　顔を上げて、エリックを見つめた。

「おばあさまはどうしてルビィになる事を決意されたの？」

「領地の事があったからです。ヒューストン家が代々治めるパドグランは昔から土地が瘦やせていて、十分な収しゆう穫かくが望めない事が多い。災害も起きやすい地域で、いつも領民達は貧困に喘あえいでいました。しかし領民達は土地を見捨てずに、毎日毎日畑を耕し、果実を育てています」

　エリックがゆっくりと話を続けた。

「貧困に喘ぐ彼らを救う為ために設立した救貧院や病院には莫ばく大だいなお金がかかります。その費用を手に入れる為にヒューストン家は代々王室から〝秘密の仕事〟を請うけ負い、多額の報ほう酬しゆうを得たそうです。代々の領主がそうしてきたように、自分もルビィとしてみんなを守ると仰って」

　シャーロットが微笑ほほえみながらもそう決意した様子が、目に浮うかぶようだった。

「シャーロット様のお父上から夫が秘密の仕事を受け継ぎ、息子むすこがまたそれを継いだ。しかし息子が事故で亡くなって、このままでは領地がどうなってしまうかわからない。だからシャーロット様は自分を女伯爵だと認める特許状と引き替えに、秘密の仕事を引き受けたのです」

「おばあさまらしいわ」

　気持ちは痛いほどわかった。いま自分が直面しているのと同じ問題を、シャーロットも抱かかえていた。そして悩んで出した結論は、領地のみんなを救う為に自分が危険をおかす事だった。

「シャーロット様はそうやって特許状を手に入れられましたが、お嬢様が同じ事をしなければならないという事はないと思います。確かに危険な事でもありますし。秘密の仕事を引き受けようと断ろうと、それはお嬢様の自由です。じっくり考えて、答えを出してください」

　戸惑いはもちろんある。しかし自分の中での答えはもう決まりつつあった。
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　日が暮れかけた頃ころ、メアリは再び宮殿へと来ていた。

　エリックが操あやつる馬車が裏門で静かに停とまると、見張りの近この衛え兵へいが何も言わずにさっと門を開ける。エリックも慣れた様子で温室の方へと馬車を走らせた。

（きっと、何度もおばあさまをアルフレイ皇太子のところに送ってきているんだわ。だからこんなにスムーズに宮殿に入れるのね）

　温室の前に馬車を停め、エリックが扉とびらを開けて手を差し出した。

「私は温室の中には入れません。お供できるのはここまでです」

　手を握にぎって馬車を降りて頷うなずいた。そして温室に入ってもう一度朝通った道を歩く。

　アルフレイの書しよ斎さいの前まで来て深呼吸し、ノックした。

「入れ」

　返事を聞いて、扉を開ける。アルフレイが皮肉気な笑えみを浮かべて出で迎むかえた。

「もう来ないかと思っていた。屋や敷しきに逃にげ帰って恐おそろしさのあまり泣いているのかとな。また来るとはなかなかの根こん性じようではないか。さて、答えは決まったかな？」

　どうして一言多いのだろうとむっとしたが、深呼吸して気持ちを確かめて、大きく頷いた。

「はい、決めました。今回だけ、怪かい盗とうルビィとして行動します」

　アルフレイがやや眉まゆ根ねを寄せた。

「今回だけというと？」

「必ずおばあさまを助け出したいんです。その為に、わたしが怪盗ルビィを名乗るのが一番の近道ならそうします。そのあとの事は、おばあさまを助け出してから考えます」

　たとえ王室の命令で盗ぬすむのだとしても、悪い事には違ちがいない。

　だから今後どうするかは、シャーロットとじっくり話し合いたかった。

「そんないい加減な気持ちで本当に務まるのか？」

　アルフレイが呆あきれたような様子を見せた。その顔をしっかりと見返す。

「いい加減ではありません。……わたしもおばあさまのようにヒューストン家の家長として、領民達を守りたいんです。両親が亡くなってから、パドグランのみんなはわたしを励はげまして何度も勇気づけてくれました。みんなの事を一番に考える領主になりたいんです」

　心臓が大きく鳴った。相手は皇太子だ。それでも一歩も引くわけにはいかない。

「だから、一つお願いがあります。怪盗ルビィとして月の涙を偽にせ者ものより早く盗めたら、わたしを女伯爵だと認める特許状をください」

　アルフレイの青い瞳ひとみが、面おも白しろいものを見るように輝かがやいた。

「ほう、こんな状じよう況きようで私に交こう換かん条件を出す気か？　私を誰だれだと思っているんだ？」

「イングテッドの皇太子、アルフレイ様です。ですが、アルフレイ皇太子だって怪盗に命じて盗みをさせていたなんて世間に知られたら、とんだスキャンダルですよね？」

　わざと笑ってみせた。

　心の中ではがくがく震ふるえていたが、それを顔には出さないようにするのに必死だった。

　もしやアルフレイは、強ごう引いんにシャーロットに盗みをさせているのではないかという疑いを持っている。だからこそ、自分は簡単には彼の思う通りに動かないと牽けん制せいしたかった。

「わたしが思うに、アルフレイ皇太子がおばあさまを助け出す為にわたしを呼んだのは、おばあさまをさらった犯人に怪盗ルビィとの関係を知られるとまずいからでしょう？　だから一刻も早くおばあさまを助け出したい。だけどこんな話はおいそれと誰にでもできない」

　アルフレイの表情は変わらないが、わずかに片かた眉まゆが上がった気がした。

「だからわたしを呼んで事情を話した。話したからには、わたしの協力が欲しいはずです。もちろんわたしだっておばあさまを助け出したい。かなり危険を伴ともなう事でもありますし、わたしの要求を吞のんで頂いてもいいのではと思います」

　ここに来るまでずっと頭の中で考えていた事を言い終えた。あとは彼がどう出るかを待つしかなかった。アルフレイは一度目を閉じて、しばらく無言だった。

　辺りに沈ちん黙もくが流れ、冷や汗あせが額を流れた時だった。

「……いいだろう。ただし、一人前の仕事ができたならだ。そうしたら女伯爵だと認める特許状をやろう。それまでは怪盗ルビィの『見習い』だ。……お前の父やシャーロットとこの部屋で話す時は、二人をルビィと呼んでいた。だがお前は見習いだからまだルビィとは呼ばない」

　アルフレイがじっとこちらを見つめて、にやりとした。

「それまでは〝お前〟と呼ぶからちゃんと返事しろよ」

「わたしにはメアリという名前もありますけど」

　言い方が憎にくたらしくて思わず口を開いたが、アルフレイはふんっと鼻を鳴らした。

「だからお前が一人前になったら、そう扱あつかってやると言っているだろう。本名も、そうなったらしっかり覚えてやる。それまでは名前を呼んでやるのすら惜おしいただの小こ娘むすめだ」

（いらっとする！　どうしてこんなに綺き麗れいな顔なのに、こう憎たらしくて腹が立つのかしら！）

　一気に頭が沸ふつ騰とうしたが、何とか堪こらえた。

　これも特許状をもらう為だと心で何度も念じる。ふいにアルフレイが表情を引き締しめた。

「いいか。これだけは肝きもに銘めいじておけ。情報はできる限り渡わたすが、お前が言った通り怪盗ルビィが王室と関かかわりがあると知られるのはまずい。だからもしお前が捕つかまっても見捨てるぞ」

　冷たい笑みを浮かべて、アルフレイは椅い子すから立ち上がった。そしてゆっくり歩み寄る。

「絶対に正体を知られるな。もし知られたら、お前は女伯爵になるどころか牢ろう獄ごく行きだ。もちろん、お前の大切な祖母も一いつ緒しよにな。そして領地は他ほかの誰かのものになって、どう扱われるかわからないだろう。────みんなを守りたいと言うなら、死ぬ気でやれ」

　冷たい言葉だったが、本当の事だった。いまの言葉を胸に刻み込む。

「わかりました」

　決意を込めて声を上げた。アルフレイが満足げに頷いて、右手にある机まで歩いて引き出しを開ける。彼が持って来たのは赤い宝石がちりばめられた、目元を隠かくす仮面だった。

「これは、代々ルビィを名乗る一族の家長に王室から贈おくられるものだ。この仮面の宝石がルビィの名前の由来になっている。お前はまだ見習いだが、今回は特別に私からのプレゼントだ」

　差し出されて、受け取ろうと手を伸のばそうとした。しかし一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよする。

（これを受け取ったら、わたしの怪盗ルビィとしての人生が始まる。本当にそれでいいの？）

　嫌いやなのではない。ただ、その覚かく悟ごが自分にあるのかと、自問自答した。

「やめるなら、これが最後のチャンスだ。受け取らずに帰ってもいいぞ」

　アルフレイはまるで美しい悪あく魔まのようだ。笑みを浮かべた彼を見上げ、悪魔の囁ささやきに震えた。

（この仮面を手にした瞬間から、わたしの人生は大きく変わる）

　手が震えていた。大きな決断をする時、人は頭が真っ白になると初めて知った。襲おそい来る恐きよう怖ふを深呼吸する事でどうにか追い払はらい、表情を引き締めてアルフレイの青い瞳を見返した。

「一度決めた事を覆くつがえすつもりはありません。わたしは今日から怪盗ルビィ。必ずあなたの命令をやり遂とげてみせます」

　アルフレイから仮面を受け取った。小さな仮面なのに、なぜかずっしり重い気がした。
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「エリック、こんなところで何をする気なの？」

　メアリは早朝からエリックに起こされて、朝食もそこそこに屋根裏部屋へと案内された。

　屋根裏部屋は、普ふ段だんは物置として使われている。

　右手に小さな窓が一つと、左手に大きな本ほん棚だながあるだけの、薄うす暗ぐらくて埃ほこりっぽい部屋だ。

　先に部屋に入ったエリックがこちらに向き直った。

「お嬢じよう様さまが怪盗ルビィとして活かつ躍やくなさるなら、まずは準備が必要です」

　エリックには、昨日のアルフレイとの話をすべて伝えていた。もちろん怪盗ルビィとして、宮きゆう殿でんの舞ぶ踏とう会で月の涙なみだを盗む事も。エリックはすべてを聞き終え〝では準備が必要ですね〟と言った。まるで朝食の準備が必要だとでも言うように自然な言い方だったのが驚おどろきだった。

　エリックは屋根裏部屋の左手にある、古い書物でいっぱいの本棚に近づいた。

　そして一番右みぎ端はしにあった分厚い書物に手をかける。それを背後に倒たおすと、どこからかカチッという音がした。何の音だろうと首を傾かしげていると、エリックが本棚の左端に手をかける。

　重いはずの本棚がゆっくり右にスライドして壁かべが現れ、その真ん中に小さな扉とびらがあった。

「すごい……！　これって隠し部屋？」

「はい、どうぞこちらへ」

　エリックに続いて扉の中に足を踏ふみ入れた。そこは小さな部屋だった。

　窓はないが、暖かみのあるレンガの壁に囲まれていて、奥に三面鏡のついた大きな鏡台がある。鏡台の右手には猫ねこ脚あしのクローゼットがあって、左手は棚になっていた。

　棚にはいろんな種類のかつらが並べてある。

「ここってもしかして変装の為ための部屋？　屋敷にこんな部屋があったなんて知らなかった！」

「そのようですね。いつお嬢様が気付くかとはらはらしていましたが、一向にお気付きにならないので、なんて鈍どん感かん……いや、まぬけ……いや、大らかなのかと思っていました」

「悪かったわね！　ぼうっとしていて！」

　腰こしに両手を当ててむっとしていると、エリックが苦く笑しようしながら鏡台の椅子を引いてくれた。

　エリックを睨にらみつけつつ腰こし掛かけると、彼は傍かたわらのクローゼットから手帳を取り出した。

「これは、シャーロット様が自分に何かあって、お嬢様がルビィの名前を継つぐ事になった時に渡してほしいと仰おつしやっていたものです。シャーロット様は怪盗秘術書と仰っていました」

「怪盗秘術書!?　どんな事が書いてあるのかしら」

　受け取って開いてみると、シャーロットの字でびっしりと文字が書かれていた。

「怪盗の心得、その一、何が起こっても冷静に。その二、ピンチの時こそ周りをよく観察する事。その三……」

　怪かい盗とうの心得から始まる秘術書には、危険な時の身の処し方や、変装のしかた、それにロードンに住む貴族達の屋や敷しきや財産、家族構成など細かな情報が書かれているようだ。

「お嬢様。そちらはまたあとでゆっくり読まれるとよいかと思います。まずはこちらにあるものを説明させて頂いてもよろしいですか？」

　続きが気になりつつも、手帳を閉じて膝ひざに置いた。持っているだけでシャーロットがそばにいてくれるような気がして、心強かった。目を向けると、エリックが慣れた手つきで鏡台の引き出しから取り出したものを、鏡の前の台に並べた。

「こちらが変装のアイテムになります」

「化け粧しよう道具に付けひげ、付け眉まゆ毛げまであるのね。あら、この白い綿は何？」

「これは口の中に入れる詰つめ物です。頰ほおを膨ふくらませたりすると、顔の印象がだいぶ変わりますので。それからこちらは、かつらです。クローゼットには変装用の衣い装しようが入っています」

　棚に置かれたかつらは長い髪かみから短い髪まで、さまざまな色がある。クローゼットにはメイドから警官、紳しん士しが着る燕えん尾び服ふくに豪ごう華かなドレスまで、いろんな種類の衣服がかけられていた。

「これらのものを組み合わせ、さまざまな人物に変装して盗ぬすみを行うのが、怪盗ルビィのやり方です。シャーロット様は、男女ともに何種類もの声こわ色いろを使い分けておられました」

　まったく知らなかった祖母の特技に目を丸くした。

「声色を変えるとか変装とか、わたしにもできるのかな？　自信ないけど……」

　鏡を見ると、不安な気持ちが顔にも出ていた。

「できます。私が完かん璧ぺきに変装できるようにお手伝いしますから。私が教えれば、小さな子どもだって変装の達人になれます」

　自信に満ちた声と表情だった。彼のそんな様子を見ると、不思議と落ち着いた。

「……そうね。ここまで来て逃にげるわけにはいかないもの。では、わたしに変装術を教えて」

　エリックが頷うなずいて、かつらの中から長くて赤い巻き毛のものを取り出した。

「予告状にある舞踏会まで、今日を含ふくめて九日。お嬢様は怪盗としての経験もなく、舞踏会まで間もないので、今回は私が計画を立てました。この計画を軸じくに行動して頂きたいのですが」

「本当に？　それはすごく助かる。だって、昨日おばあさまが怪盗ルビィだって聞かされたばかりで、いきなり一人でその代わりをやれと言われても無理だもの。ありがとう。エリック」

「いいえ。礼はけっこうです。もしお嬢様が失敗したらヒューストン家は終わりでしょうから、私も職を失います。この屋敷は給金は安いですが、他に使用人がいないので気が楽ですし、お嬢様をいじめるという楽しみもあります。やめたくありません」

　よくよく聞くととても失礼な言葉だった。

　むっとしたものの、本気の顔をしているエリックの迫はく力りよくに負けて口を挟はさめなかった。

「私が考えた計画はかなり大ざっぱなので、あとはお嬢様の機転とその場の冷静な行動力が求められます。くれぐれも捕まらないでください。そんな事になったら、私は失業者です。犯罪者が出た屋敷で雇やとわれていたなんて知られたら、再就職もままなりません！」

　拳こぶしを握にぎって力強く訴うつたえているエリックに、思わず呆あきれた。

「なによ、エリック。結局自分の心配をしてるだけじゃない」

「当たり前です。ですが一応お嬢様の心配もしていますよ。だから変装術は完璧に近づけるようにお教えします。怪盗ルビィとして一人前になれるようびしばし鍛きたえますので、覚悟してください。私はかーなーり厳しいですから」

　いつの間にか、エリックが細い鞭むちを持っていた。にっこり笑いかけられて、頰が引きつる。

「ちょっと、そんなものしまってよ。……もちろん精いっぱい頑がん張ばるわ。わたしだっておばあさまを助けたいもの。それにこれがうまくいったら、女伯はく爵しやくだと認める特許状を渡わたすってアルフレイ皇太子が仰ったわ」

　銀のなめらかな髪と、青い瞳ひとみのプリンスを思い出す。見かけは完璧な王子だった。

　口を開かなければ、という条件付きだが。

「あの口の悪い……いえ、アルフレイ皇太子だって、怪盗ルビィが王室の命令で動いていたなんて世間に知られたら困るはずよ。今回の計画を成功させれば、約束は守ってくれるはず。絶対に舞踏会で月の涙を盗んでみせるわ」

　エリックが満足そうに頷いて、ようやく鞭をクローゼットにしまい、鏡を見るよう促うながす。

「ではまずは変装の練習をしましょう。シャーロット様は老ろう若にやく男なん女によいろんなタイプの変装を会え得とくされていましたが、お嬢様がその域に達するには、時間が足りません。ですので、今回は計画に必要な〝自分とはまったく違ちがう顔の二十代の女性〟になる顔の作り方をお教えします」

　鏡越ごしに右手にいるエリックを見つめた。

「二十代の女性？　もっと違うタイプの変装がいいんじゃない？　男性とか老人とか」

　正体がばれるのだけは絶対に避さけたい。

　どうせ変装するなら、自分とまったくかけ離はなれた人物になりたかった。

「自分と違う性別や、かけ離れた年代に変装するのはかなり技術が必要です。声色を変える訓練にも時間がかかります。舞踏会にはとても間に合わないでしょう。ついでに申しますと、どんなに変装しても、絶対に変えられないものがあります」

　エリックが人差し指を立てた。

「一つ、目の色です。髪はかつらで変えられますが、目の色を変える技術はありません。お嬢様のような紫むらさきの瞳はイングテッド国の民たみに多いのでそう目立ちませんが、念ねんの為に変装している時はあまり目を見られない方がいいでしょう」

　エリックが指を二本立てる。

「二つ、身長は靴くつを底上げして高くできますが、自分より身長が低い者、たとえば子どもに変装するのはかなり困難です。お嬢様なら十三歳以下に変装するのは無理だと思ってください」

　身長は女性にしてはやや高い方だ。この身長で子どもだと言い張るのは確かに無理だろう。

「三つ、特定の誰だれかに変装するのは、よほど顔立ちが似ていないと無理です。変装はあくまで自分だとわからないように顔を変えるものだと思ってください。たとえば技術が高くなれば、お嬢じよう様さまでも私ほどの体格の執しつ事じに変装する事はできますが、私個人に変装はできません」

　わかりやすいたとえだった。大きく頷いて、目を輝かがやかせた。

「わかったわ。でも裏を返せば、それ以外だったら、いろんな変装ができるって事よね？」

「その通りです。ではまずは計画に必要な二十代女性の変装方法をお教えします。私が化粧をしますので、しっかり覚えて自分でできるようになってください」

　エリックが腕うでまくりをして、おしろいを手に取った。ドキドキしつつ鏡を見つめる。

　いったい自分がどんな風に変わるのか、こんな状じよう況きようではあるが楽しみだった。







　エリックの手が、最後の仕上げに赤い紅を引く。大きな手がとても繊せん細さいに動いて、まるで魔ま法ほうのように自分の顔を変えていく様を、メアリは鏡越しに見ていた。

「さあ、お嬢様。できました」

「わぁ！　すごい。これって本当にわたし？」

　鏡の中にいるのは、赤毛の豊かな髪を結い上げた色っぽい女性だ。

　垂れ気味だった目は、アイラインのおかげで猫目のようにつり上がっている。口紅が塗ぬられた唇くちびるは、もとのものよりやや小さく見えるようになっていた。薄うすいオレンジの頰ほお紅べには上品さを、長い付けまつげは猫目と相まってかなりセクシーで大人っぽい印象を与あたえている。

　まじまじと鏡に顔を寄せて見つめた。エリックが化粧してくれているのを観察していたが、どうしてこんな顔に仕上がったのかわからない。

「まったく別人に見えるわ。わたしって、もしかしてけっこう綺き麗れいなんじゃない？」

「化粧の力は偉い大だいですから」

　化粧筆の汚よごれを落としていたエリックの一言にむっとする。

「それって、わたしのもとの顔はだめだけど、化粧の力は偉大だから、こんなに綺麗になったと言いたいの？」

「素す晴ばらしいです、お嬢様。自分をよくご存じで」

「何ですって!?」

「お嬢様、せっかくの化粧もその表情では台無しです」

　ぴしゃりと言われて、慌あわてて鏡を見る。確かに唇を尖とがらせた様子は子どもっぽいしぐさだ。

「お嬢様は、二十代の女性です。自分の中で、どういう性格でどういう育ちか、しっかり設定を練るといいと思います。その人物になりきる事が、変装の第一歩です。……さあ、お名前はなんですか？　レディ」

　本名ではなく、この顔を持つ女性は何という名か聞かれていると悟さとって焦あせった。

「えっと……マリア……そう、わたしはマリア」

　鏡を見つめながら、思いついた名前を口にした。

「生まれはどこですか？」

（洗練された化粧と顔立ちだわ。舞ぶ踏とう会にも慣れていそう。だったら……）

「ロードンよ。セントレル通りに行きつけのお店があるの」

　セントレル通りとは、ロードンでも有名なファッションのお店が並ぶ通りだった。

　もちろん貧びん乏ぼう育ちゆえに行った事はない。それでも自信満々な表情で答えた。

「あなたの身分を教えてください」

「子し爵しやく家の令れい嬢じようよ。身分はそう高くないけど、両親はお金持ち。早く結けつ婚こんしろとうるさいけど、パーティが大好きでもっと遊びたいから結婚はしたくないわ」

　不思議なもので思いついた設定を口にするたびに、表情や声こわ色いろが変わっていった。

　鏡に映る〝マリア〟は、つんとしていて、だけど自信があって堂々としていた。

「そう、その喋しやべり方がマリアです。高こう慢まんだけど魅み力りよく的な感じが出ていてとてもいいです」

　エリックの声は満足げだった。厳しいがうまくできた時はちゃんとほめてくれる。

　どうやらエリックは優ゆう秀しゆうな教師のようだ。

「声は意識して少し喉のどを潰つぶすような感じにすると、ハスキーな声になります。大人っぽいマリアにはその声がふさわしいでしょう」

「あーあああ────ああ──」

　言われた通りにすると、喉に負ふ担たんがかかるものの、少しだけかすれた声が出た。

「その声で、いまの喋り方の練習をしてください。それからマリアへ変装する化け粧しようのしかたも。毎日マリアになる為ための化粧と声色の訓練をする事が、怪かい盗とうルビィへの第一歩です」

　本当に怪盗ルビィとしてやっていけるかと不安だったが、うまくエリックが誘ゆう導どうしてくれたおかげで、少しだけ自信がついた。

「わかったわ。頑張る！」

　両方の拳を握って満面に笑えみを浮うかべたが、すぐにはっとした。

「いえいえ、マリアはこんな喜び方はしないわね。えっと……」

　慌てふためいていると、エリックが軽く肩かたに手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶです。落ち着いて。私がびしばし鍛えれば、猿さるでも人間のふりをさせられます。お嬢様は人間ですから、もう少し上達が早いはず」

「いまのって、励はげましてるの？　どうもそうは聞こえないんだけど」

　ぶつぶつ言いつつ、鏡越しにエリックを見つめる。

「……それにしても、変装も手慣れているし、計画を立てたのだってすばやいし、エリックってどうしてこんな事に詳くわしいの？　これではまるで、エリックが怪盗みたいよ」

　ちょっとした軽口のつもりだったが、エリックがふいに表情を固まらせて肩に置いていた手を退どけた。そしてさっと背を向けて、化粧道具の片付けを再開する。

「────さあ、お嬢様。他ほかにもいろいろと覚えて頂かないといけない事がございます。化粧は一度落として庭へいらっしゃってください」

「ちょっとエリック。どうして質問に答えないのよ。それじゃあまるで────」

　最後まで言う前に、手早く片付けを終えたエリックが、そそくさと扉とびらへ向かう。

　まるで逃にげるように慌てて出て行ったエリックを見て、思わず首を傾かしげた。

「……そういえば、エリックが五年前にうちに執事として来る前に何をしていたか、聞いた事がないわね。まさか……？」

　呟つぶやいたものの、深く考えるのはやめた。まずはシャーロットを助け出す事が先決だ。

　他の事はすべてが終わってから、ゆっくり考えようと思った。
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「メアリ、またそんな危ない事をして」

　木に登っていたメアリは、下から聞こえた声にぎくりとした。

「ハーバード。い、いらっしゃい」

　つい笑みが引きつった。彼はいま、一番会いたくない人物だった。

「この間木から落ちたばかりだろう。また枝の剪せん定ていか？」

　ハーバードは呆あきれた顔だ。質問にどう答えていいかわからず、あいまいに微笑ほほえんだ。

（い、言えない！　怪盗ルビィになる為に高いところを自由に動けるよう訓練中だなんて。だって、ハーバードは警察官なんだもの!!）

　舞踏会まで五日。毎日化粧しているおかげで、何とか一人で〝マリア〟に変装できるようになってきた。今日の訓練は高いところを自由に動けるようになる事と簡単な錠じようを開ける事だ。

「さっさと降りて来い。怪け我がでもしたらどうする」

　純じゆん粋すいに心配してくれている様子を見ると、罪悪感が心をむしばんだ。

　ゆっくりと木を降りると、ハーバードがリボン付きのワインを差し出した。

「母からの贈おくり物を届けに来た。シャーロット伯はく爵しやくがお好きだろう。……お加減はどうだ？　最近体調が悪いと言っていただろう？」

「えっと……おばあさまは大丈夫よ」

「だが、最近姿を見ないと母が心配していた。昨日もワインの会があって参加されるはずだったのに、いらっしゃらなかったらしい。母に心配だから様子を見に行ってくれと頼たのまれた。シャーロット伯爵に直接ワインを渡わたしたいのだが」

　ハーバードが屋や敷しきに目を向けたのを見て、心の中でひっと悲鳴を上げる。

（まずい……！　おばあさまが誰だれかにさらわれたなんて気付かれたら、きっと大おお騒さわぎになるわ。ここはどうにかごまかさないと！）

「おばあさまは、いまは休んでおられるわ。具合が悪くて……」

「具合が悪い？　さっきは大丈夫だと言っただろう」

　しまったと心の中で叫さけんでも遅おそい。何とか言い逃のがれをしないとと焦った。

「いえ、具合が悪いといっても大した事はないの。ただ、いまは部屋で休んでおられるから」

　あたふたと両手を顔の前で振ふった。ハーバードは不ふ審しんそうな目を向けている。

「医者には診みせたのか？　うちの主治医が近くに住んでいるから、すぐに呼んできてやろう」

　きびすを返そうとするハーバードの腕を慌てて摑つかむ。

「いえいえ、そんなに大した事はないの。実を言うと、昨夜ゆうべ遅くまでカードで遊んでいたせいで、今日は寝ね不ぶ足そくで昼寝をされているだけなのよ」

「カード？　シャーロット伯爵がカードをされているところなんて見た事がないが？」

「最近はまっちゃったのよ。毎晩カードをやりましょうって誘さそわれて大変なの！」

　にこやかに、だけど迷めい惑わくがっているという困った表情を付け足すのを忘れなかった。

　その表情のまま固まっていると、ハーバードがしばらく考え込んでやがて小さく息をつく。

「本当に大丈夫なのか？」

「ええ！　もちろん！　そのワインは預かっておくわ。おばあさまが目覚められたら、渡しておくから。それにしてもいつもいつもエリザおばさまには頂き物をしちゃって申し訳ないわ」

　何とか話を変えようと必死になった。ハーバードからワインを受け取って、胸に抱かかえる。

「母は子どもの頃ころからシャーロット伯爵に可愛かわいがってもらっていたらしいからな。お前の事も気に入っているし。それにしても届け物があるなら、誰かに頼むか自分で来ればいいのに、いつも俺に頼むんだ。なぜだろうな？」

　ハーバードが首を傾げた。確かに彼はエリザに頼まれて、よく届け物をしにくる。

　三日に一回は、届け物をしに来た彼とティータイムを過ごすのが習慣だった。

「うちはエリックがいるとはいえ、女二人で暮らしているから、ハーバードに様子を見にきてもらって助かるわ。エリザおばさまもそう考えて届け物を頼むんじゃないかな」

　ハーバードが納なつ得とくしたようなしていないような顔をした。

「……それはそうかもしれないが。だがしばらくは仕事が忙いそがしくなりそうだから、ここには来られそうもないんだ。だからもし何かあったら屋敷の方に来い。母も父もお前の頼みなら喜んで引き受けてくれるだろう」

　亡なくなった父の親友であるグレハム夫妻には、いつも世話になっていた。

　彼らの息子むすこのハーバードもまた、こうして常に気にかけてくれている。

「ありがとう。心配してくれて。……お仕事忙しいの？」

　まだ警察では大した仕事はしていないと言っていたが、どうやらそうではないようだ。

　彼と一いつ緒しよにお茶会をするのはとても楽しかったが、忙しくなったらなかなかそんな時間を持てなくなるだろうと思うと寂さびしくなった。

「ああ、ここだけの話だが、怪盗ルビィがまた予告状を出してきてな」

「ええっ！」

　心臓が飛び出そうなほど驚おどろいた。

「か、怪盗ルビィの予告状がハーバードとどう関係があるの？」

　ドキドキしながら問いかけると、ハーバードが少しばかり面めん倒どうそうな顔をした。

「実は今度、怪盗ルビィを追う任務を任されたんだ」

「はぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　息が続く限り声を上げた。頭の中は大混乱だ。

（ハーバードがルビィを追うの!?　つまり、わたしを捕つかまえようとするって事よね？　ムリ！　彼の目をごまかして盗ぬすみを行うなんて、ムリムリムリ！）

　心の中で叫んで、顔が引きつった。幼い頃から神童として名高く、パブリックスクールを首席で卒業し、大学は四年通うところを二年で卒業した。それがハーバードだ。

　まだ二十歳はたちだが落ち着いていて、いつでも冷静で、刃やいばのような鋭するどさを合わせ持っている。

　よりにもよって、ハーバードを敵に回して勝ち目があるとは思えなかった。

　身体からだも表情も強こわばらせていると、ハーバードが顎あごに手を当てた。

「希望していたのは別の仕事だったんだが、ルビィを捕まえたらそちらに異動できるよう取り計らってもらえそうなんだ。だから絶対に捕まえないとな」

　声は静かだが、緑の瞳ひとみは闘とう志しに燃えていた。

「ん？　どうかしたのか。メアリ」

　あまりの出来事に目を瞬またたかせながら固まっていたが、何とか首を横に振った。

「ううん。何でもないの。ハーバードがしばらく来られないと寂しいと思って……」

　それだけ言うのが精いっぱいだった。ハーバードがふっと笑う。整いすぎて冷たく見える顔立ちだが、笑うととても優やさしくなった。大きな手が伸のびてきて、頭をぽんぽんと軽く叩たたく。

「ほんの少しの間だ。怪かい盗とうルビィを捕まえたら、またゆっくりお茶を飲みに来るから」

　優しい笑えみは整った顔立ちと相まって、とても大人びて見えた。

　子どもの頃から知っているが、最近ハーバードは急に大人っぽくなって、正面から目を合わせるとどきりとする事がある。

（ハーバードは優しくて強くて頼もしくて、名門貴族だけどそれを鼻にかけたりもしなくて、警察として世の中の為ために働いてもいて、すごく尊敬してる。彼には嫌きらわれたくない……！）

　ルビィを捕まえたらというが、もしそうなったら彼はこうして笑いかけたりしてくれなくなるだろう。昔から潔けつ癖ぺきなところがあるから、事情があったとはいえ、盗みを働いた事が知られたら怒おこって口も利きいてくれなくなるだろうと思った。

（絶対に捕まらないようにしなくちゃ。ううん、それだけじゃだめ。絶対にわたしが怪盗ルビィだって知られないようにしなくちゃ！）

「わかったわ。お仕事頑がん張ばってね」

　うまく笑えたと思う。自然な態度で手を振ると、ハーバードが頷うなずいた。

「ああ、本当に何かあったらいつでもうちに来るんだぞ」

　ハーバードは心配そうに念押しして、片手を上げて背を向けた。見送りながら、やはり怪盗ルビィとして行動する事は、いままでの自分の人生のすべてを捨てる覚かく悟ごが必要だと思った。
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「ねぇ、エリック。メイドに見える？　自分で変装用の化け粧しようを考えてやってみたんだけど」

　屋根裏部屋の三面鏡の前で、メアリはくるりと回った。

　鏡に映るのは、木も綿めんの黒いドレスにひだがついた白いエプロンをまとった自分の姿だ。黒くろ髪かみを三つ編みにしてお下げにしたかつらに、白いフリルのついたカチューシャをつけている。

　後ろに立っていたエリックが、上から下までじっくり見つめて、やや顔をしかめた。

「メイドには見えますが、変装用の化粧はもう一つですね。それだと知り合いに見られたらお嬢じよう様さまだと気付かれる恐おそれがあります」

　鏡を見直す。眼鏡をかけて、野や暮ぼったい印象を与あたえるように眉まゆを太く描かいたり口紅の色を薄うすくしていた。それだけでずいぶん印象が違ちがうが、やはり〝マリア〟ほどの変装ではなかった。

「でも、今日は明日あしたの舞ぶ踏とう会で盗みを行う準備をしに宮きゆう殿でんに行くのよ。今日マリアの化粧をして宮殿に行ったら、明日の本番で不審がられるかもしれないわ」

　宮殿は明日の舞踏会の準備で大おお忙いそがしだろう。なにしろ、イングテッド国の貴族で十七歳になる令れい嬢じようのほとんどが招かれ、女王陛下に謁えつ見けんするのだ。

　社交界デビューはイングテッド国の令嬢が大人として認められる為の儀ぎ式しきで、王室も盛大にそれを祝う習慣がある。

　祝いの舞踏会には名だたる大貴族が駆かけつけ、初めて社交の場に出る少女達をエスコートする。そんな国をあげてのお祭りの中で、怪盗ルビィは月の涙なみだという宝石がついた指輪を盗む。

　考えただけで足が竦すくむほどの試練だが、自分でやると決めた事だ。逃にげたくなかった。

「今日はこの恰かつ好こうで舞踏会の準備に潜せん入にゆうするわ。幸い、わたしはまだ社交の場には行った事もないし、貴族にはそんなに知り合いもいない。舞踏会の準備をしている人の中に、わたしを知っている人はいないと思うし」

　それよりも明日の本番の舞踏会の方が、数少ない貴族の知り合いがいるかもしれないから不安だった。マリアの変装は明日の本番にとっておくべきだと、自分の考えを再さい確かく認にんする。

　鏡越ごしに背後のエリックに目をやった。彼は納得したのか頷いて、歩み寄る。

「承知しました。では、少しだけ手を加えましょう。本当はお嬢様が一人で変装できるようにならなくてはいけないんですから、今回は特別ですよ」

　促うながされて目を瞑つぶると、眼鏡を外して目の辺りに化粧をしているようで、くすぐったかった。

「できました」

　目を開けて鏡を見ると、二ふた重えだった目が一ひと重えになっていて、頰ほおは頰紅でピンクに染まっていた。わずかに手を加えただけだが、かなり顔の印象が変わっている。

「すごいわ！　さすがエリック」

「ええ。田舎いなか娘むすめの感じが我ながらよく出ていると思います。まあ、お嬢様はもともと田舎暮らしだったので、天性のものが滲にじみ出ているんでしょうが」

「どうしてそう一言多いのよ！」

　苦く笑しようしたエリックがふいに表情を引き締しめた。

「では、今日の行動を確認します。いまから舞踏会の準備をしている宮殿の大広間に潜入します。目的は明日の盗みに必要な仕し掛かけをする為です。私も従者のふりをして一緒に参りますが、大広間では互たがいに他人のふりをした方がいいでしょう」

　昨日打ち合わせしたことを再度エリックが口にした。

　一言一句覚えているが、それでも確認の為に彼の話に耳を傾かたむける。

「舞踏会の準備で大広間にはかなり人がいると思いますので、目立たないようにしていれば不ふ審しんがられる事はないでしょう。時間になったら、私がちょっとした騒さわぎを起こしてみんなの目を引きつけるので、昨日決めた位置にあるテーブルに盗みの仕掛けを取り付けてください」

　大きく頷くと、エリックが一度言葉を句切って、真しん剣けんな眼まな差ざしを向けた。

「お嬢様。手は加えましたが、その変装はやはりマリアほど完かん璧ぺきではありません。……ハーバード様が怪盗ルビィの担当になったと仰おつしやっていましたね？」

「ええ。もしかしたら、彼も警備の準備の為とかで大広間にいるかもしれないわね」

　エリックが目を伏ふせて、苦々しげな表情をした。

「……あの野や郎ろう。いつかお嬢様の前から追い払はらってやる……」

「え？　何か言った？」

　首を傾かしげると、エリックがすました顔でにっこり笑う。

「いいえ。何でもありません。……もしハーバード様がいたとしても、距きよ離りを置いていればその変装なら見つからないでしょう。しかし近づくとお嬢様だと気付かれるかもしれないので、気をつけてください」

　念押しされて、胸に手を当てて頷いた。

「わかったわ。では、さっそく行きましょう……！」

　いよいよ怪盗としての仕事が始まるのだと思うと、不安が心を支配した。

　しかし恐れてばかりはいられない。自分には大切な人達を守るという使命がある。

　祖母を必ず助けようと決意し、三面鏡の自分を確認して、宮殿へ向かう為に背を向けた。
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　アルフレイが偽にせの紹しよう介かい状を用意してくれたので、宮殿に入るのはスムーズだった。メアリはメイド姿のまま、舞踏会が開かれる大広間の入り口を廊ろう下かの曲がり角から覗のぞいていた。

　エリックと知り合いだと思われるとまずいので一いつ旦たん別れて、いまは自分だけだった。

「たくさん人がいるわね。いまはテーブルを運び込んでいるみたい」

　大きな両開きの扉とびらは開け放たれていて、メイドや従者が何人も出入りしていた。

「エリックはあとから来るから、先にそれとなく大広間に入っておかないと」

　様子を窺うかがっていると、自分と同じ恰好をしたメイドが数人、荷物を持って大広間へ向かっていた。足が震ふるえたが、自分を叱しつ咤たして満面に笑みを浮うかべてメイド達に近寄った。

「大変そうね。手伝うわ」

　心臓が飛び出しそうなほど大きく鼓こ動どうを打っていたが、自然に話しかけられたと思う。

「あら、ありがとう。助かるわ」

　一番後ろで椅い子すを二脚きやく抱かかえていたメイドが、ほっとした顔になる。

　彼女から椅子を一脚受け取って、メイド達のあとに続いた。

「あなた見ない顔ね」

　隣となりを歩くメイドが不思議そうな顔をする。この質問は想定済みだ。

「明日の舞踏会の為に臨時で雇やとわれたの。いつもはクランバール家で働いているのよ」

　社交界デビューの舞踏会は国をあげての行事なので、臨時でメイドや従者、そして料理人を雇うのだという。しかし身元がわからない者を宮殿に入れるわけにはいかないので、それなりの貴族の屋や敷しきで働いている者達をその貴族の紹介状つきで雇うそうだ。

「ああ、そうなんだ」

　架か空くうのクランバール家の内情まで細かく設定を作ってあったが、拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさり納なつ得とくされた。

（よし、これならなんとかなりそうだわ。うまく大広間にも入れそうだし！）

　メイド達に続いて、大広間に足を踏ふみ入れる。

　宮殿にはアルフレイ皇太子の温室に来ただけで、大広間を訪おとずれるのは初めてだった。

「わぁ！　豪ごう華かね」

　大広間の様子を見て、思わず声を上げた。おそらく千人以上が入ってもゆったり踊おどれるだろう広さの大広間には、天てん井じように騎き士し達が馬に乗る勇ゆう壮そうな絵が描えがかれ、ガラス製の大きなシャンデリアが下がっていた。床ゆかは薄い茶と焦こげ茶の市松模様で、壁かべには天使の像が飾かざられていて、その手にはろうそくの火が灯ともされている。正面には大きな階段があって、二階部分には大広間を見み渡わたせるように壁に沿ってバルコニーが作られていた。

　椅子を持っていたメイドが頰を染めた。

「ほんとすごいわよね。明日はここで貴族の令嬢達が女王陛下にご挨あい拶さつして、社交界デビューを果たすのよ。憧あこがれるわぁ」

「そうね。本当はわたしもここで……」

　今年十七歳になる自分も社交界デビューする為ために舞踏会に参加するはずだった。

（こんな形で明日の舞踏会を迎むかえるなんて思わなかったな）

　ふと寂さびしいやら悲しいやら複雑な気持ちになった。

　大人と認められる為の、初めての正式な舞踏会への参加に興味がないと言えば噓うそになる。

　経済的な事情から欠席しようと思っていたが、本音を言うと着き飾かざって社交界デビューするのは夢でもあった。それなのに明日は怪かい盗とうルビィとして月の涙を盗ぬすまなければならない。

（しかたないわよね。それがわたしの仕事だもの。だけど、明日舞踏会に来る他ほかの人達に申し訳ないな。だってせっかくの社交界デビューなのに、わたしが盗みをするせいで、きっと舞踏会が台無しになっちゃうし……）

　そう思うと心が沈しずむが、シャーロットを助ける為にはしかたなかった。

（明日のお客様、ごめんなさい。でも、わたしにもやるべき事があるの。いまは、この大広間に明日の盗みの仕掛けをするのが仕事。……誰だれにも見つからないようにやり遂とげなくちゃ！）

　気を取り直していると、右みぎ隣どなりにいたメイドが左側の奥を指さした。

「その椅子、あっちの壁かべ際ぎわにお願い」

「え？　あ、はい！」

　指示された壁際の方を慌あわてて向くと、ふいに誰かにぶつかった。

「いたっ、す、すみません……！」

　ぶつかったせいで眼鏡がずれたので、椅子を置いて直していると頭の上から声がした。

「いや、こちらこそ」

　耳に心地ここちよい魅み力りよく的な低い声は、聞き覚えがあった。

（こ、この声ってもしかして……！）

　おそるおそる目線を上げる。すると、緑の瞳ひとみとぶつかって息が止まりそうになった。

（やっぱり！　ハーバードだ！）

　予告状のせいで、警察もいるかもしれないとは思っていた。怪盗ルビィを追う仕事を任されたと言っていたから、ハーバードも来ている可能性もあると。

　しかし大広間は広いと聞いていたから、注意して近づかなければ大だい丈じよう夫ぶだとも思っていた。

（なんで来たそうそう鉢はち合あわせしちゃったのよ！　こんなに近くで顔を見られたりしたら、わたしだって気付かれるかもしれない。早く逃にげなきゃ！）

　冷や汗あせが流れたが、何とか冷静になろうと息をつき、すぐに背を向けようとした。

「本当に申し訳ありませんでした！」

「待て」

　低い声にびくりとした。走って逃げたらよけいにあやしいかと思い、立ち止まる。

「なんでしょうか」

　少し高めの声を心がけて、椅子を握にぎり締しめて俯うつむいたまま、彼と向き合った。

（もしかしてばれたの!?　ハーバードは鋭するどいし、細かい事にも気がつく方だから……！）

　変装はしているが、完璧に違ちがう人物に見えるほどではない。もし見破られたら、どうしてここにいるのか、どうしてそんな恰かつ好こうをしているのかと問われるだろう。それにうまく答えられる自信はなかった。緊きん張ちようしていると、ハーバードが口を開く気配がした。

「……その椅子を貸してもらえるか？　そこの窓を確かく認にんしたいから」

　その言葉に一気に力が抜ぬけた。どうやら、自分をメアリだと気付いていないようだ。

「どうぞ」

　顔は上げずに手て渡わたすと、ハーバードが受け取って、背後にあった大きな窓の方へと歩いて行く。その姿を見て、ようやく息をついた。

「ああ、びっくりした！」

　辺りに目を向けると、やはりハーバードは警備の準備の為にきているようで、メイドや従者に交じって黒い背広姿の男達が数人大広間をうろついていた。

（あの人達が警察ね。ハーバードはきっと窓に何か仕し掛かけがないか確認しているんだわ）

　そのまましばらく観察していると、中年の穏おだやかそうな男性がハーバードに話しかけた。

「……警部。こちらは確認しましたが、今のところ何もないようです」

　椅子からおりたハーバードが男性と向き合う。

「わかりました。……ああ、それと俺に敬語で話しかけなくていいです。ヨシュア警部補。あなたの方が先せん輩ぱいですし」

「とんでもない。警部はあの連続不ふ審しん死事件を見事解決された。その前は、イングテッド国を荒あらし回っていた窃せつ盗とう団を捕つかまえられたし。警視総そう監かんもかなり期待をされているそうです。警察に入って一年にもならないのに、もう私より階級が上なのがその証しよう拠こ」

　ヨシュアと呼ばれた男性は、誇ほこらしげにハーバードを見上げている。

「あなたの年ねん齢れいでもう警部だなんて、ヤードが始まって以来です。あなたは天才だ。怪盗ルビィには何度も逃げられています。ぜひそのたぐいまれなる頭脳をお貸しください」

（ハーバードって本当にすごいのね！　ヤードが始まって以来の出世をして、天才だっていわれるなんて。きっとそれだけ実力があるって事だわ……！）

　幼なじみとしては誇らしかったが、怪盗ルビィとしては複雑な気持ちだ。

　それだけ優ゆう秀しゆうなハーバードに追われるという事は、怪盗ルビィとしてはかなりの危機だ。

　しかし悩なやんでいても始まらないと気を取り直す。ハーバードに変装がばれなかったのは幸運だ。何とか彼に気付かれないうちに盗みの仕掛けを終えたかった。

　エリックに指示された盗みの仕掛けをする場所はどこだろうと辺りを見回していると、ハーバードに男が話しかけているのが目に入った。その相手の男を見て、思わず目を見開く。

（あれって確か、月の涙なみだの持ち主じゃないかしら）

　上質のフロックコートに白いシャツと青いタイ。深緑のズボンを穿はいている男は、一目で貴族だとわかった。

　彼はエリックが手に入れてきた、月の涙の持ち主だという写真の人物のようだ。

　どうしようかと悩んだが、明日彼から盗みを働くのだから、直接顔を確認したい気持ちがあった。意を決して、ハーバードに気付かれないように、彼の背後からそっと近づく。

　すると彼らの会話が耳に入ってきた。

「……本当に大丈夫なんでしょうね。できたら僕は明日の舞ぶ踏とう会を欠席したいんですが」

　顔色は青白くて、かなり不安そうな様子だ。彼の名前はルイス・ヘルベルト。ヘルベルト家は侯こう爵しやく家で、身分でいえばかなり高い。ハーバードがゆっくり微笑ほほえみかけた。

「落ち着いてください」

「落ち着いてなんていられませんよ。だって、明日の舞踏会で怪盗ルビィが狙ねらっているのは、僕の指輪なんですよ。指輪はとても大切なものなんです。もし盗まれでもしたら……」

　やはり彼が明日のターゲットのようだ。こんなところで会えるとは思っていなかった。

　黒くろ縁ぶちの眼鏡をかけたルイスは、細身で長身だが猫ねこ背ぜなせいか身長が低く見えた。

　おそらく二十代前半だろうが、そばかすが多くておどおどした表情はまるで子どものようにも見える。青い瞳が戸と惑まどうように揺ゆれていた。

「大丈夫です。明日は我々ヤードが完かん璧ぺきに警護します。大広間の警備がどうなっているか知りたいと仰おつしやったので、今日はお越こし頂きました。どうぞじっくり確認なさってください。きっと、安心してもらえると思います」

　準備中の大広間にどうしてルイスがいるのだろうと思ったが、どうやら警察が彼を連れてきたようだ。ルイスはいまにも泣きそうな顔をしている。どうやらかなり気が弱いようだ。

　ハーバードの横から、恰かつ幅ぷくのいい中年の男が現れて、ルイスの肩かたをばんばんと叩たたいた。

「ヘルベルト様、明日はあなたも月の涙も必ず我々が守ってみせます。予告状が来たからといって舞踏会を欠席したら、悪に屈くつしたと思われるでしょう。我々を信じて、どうか安心して出席してください」

　男はがははははと自信ありげに笑っている。ハーバードは迷めい惑わくそうな顔を隠かくしもしていないが、周りの警察の男達は神しん妙みような顔をしているので、どうやら彼がこの場で一番偉えらいらしい。

　ルイスは更さらに不安を訴うつたえつつも、警察の説得で舞踏会には参加すると約束していた。

　肝かん心じんのルイスが欠席したらどうしようと焦あせっていたのでほっとした。

　ルイスと警察の顔をしっかり目に焼き付けた。そして大広間を見み渡わたす。

　そろそろエリックとの約束の時間なので、打ち合わせしていた場所を目で探した。

「あそこだ」

　大広間の正面入り口から入って右手の奥。大きな階段のそばにテーブルが並べられている。

　テーブルの近くには椅い子すが何脚きやくか置いてあった。基本は立食だが、身分が高い貴族には椅子やソファが用意されているらしい。そこに座れるのは、決められた者かその人達が許可した者だけなので、ゆったり座って舞踏会に参加するのはみんなの憧あこがれでもあった。

　膨ふくらんだスカートの中に、あのテーブルに仕掛ける道具を隠していた。

　自然な動作で目的の場所へ足を向けようとした。

「待ってくれ」

　しかし一歩を踏ふみ出す前に、肩に手を置かれた。声の主は、ハーバードだ。

　飛び上がりそうなほど驚おどろいた。心臓はばくばくいっているが、不審な行動をとったらあやしまれるだろう。何とか気を落ち着けて、俯き加か減げんになって振ふり返ると、彼はすぐ後ろにいた。

　この距きよ離りではじっくり顔を見られたら絶対にばれるだろう。焦りつつも、平静を装よそおう。

「なんでしょうか？」

「椅子をありがとう。これはどこに置くんだ？」

　どうやら不審がられてはいないようだ。ほっとして、両手を差し出した。

「わたしが戻もどしておきます」

　椅子を受け取ろうとしたが、ふいにハーバードがこちらをじっと見つめて眉まゆ根ねを寄せる。

「ん？　君は……誰だれかに似ているな」

　心臓が止まりそうだった。震ふるえそうになった指先を、意志の力で押さえつける。

「あの、椅子をこちらに……」

　催さい促そくしたが、ハーバードは怪け訝げんな顔をして、見つめてくる。

「その声にも聞き覚えがあるような気がするが」

　幼なじみの貴族の令れい嬢じようがメイド姿で宮きゆう殿でんにいるなんて、さすがのハーバードでも想像がつかないだろう。それでも勘かんの鋭い彼は、何かおかしいと感じたようだった。

「顔を上げてくれないか」

　頼たのんでいるような口ぶりだが、声は命令している時のものだ。逃にげたかったが、そうなったら自分であやしいと叫さけんでいるようなものだ。しかしこのままではメアリだとばれるだろう。

（どうしよう！　何とか彼の気をそらして逃げないと！）

「君、名前は何という？　王室付きのメイドなのか？」

　詰きつ問もん調のハーバードの声にびくりと震えが走った時だった。




　ガシャーン！




　何かが割れる音がして顔を向けると、入り口でかなりの数のグラスが床ゆかに散らばっていた。

「どうした！」

　ハーバードの視線がそちらに移った。ヨシュアがさっとハーバードに駆かけ寄る。

「従者がグラスを割ったようです」

「すんませーん！　手が滑すべりました！」

　割れたグラスの近くで手を上げているのは長身でかなりふくよかな男だった。

　金色の髪かみに黒い瞳ひとみで、へらへらと笑っている姿は軽けい薄はくそうに見えた。

　見つめると、男がこちらにだけわかるように目配せした。

（あれってエリックだわ！　すごく太っていて別人みたい……！　あ、驚いている場合じゃない。ハーバードが様子を見にいったから、いまのうちに）

　エリックが騒さわぎを起こしてみんなの気をひくと言っていた。いまがその時だ。階段近くのテーブルにさっと走った。そしてみんなの視線が大声で話す騒がしいエリックに向いている隙すきにテーブルクロスの下に潜もぐる。大広間の入り口では、エリックが誰かと話をしていた。

「こんなにグラスを割って……！　いったい、どういうつもりだっ」

「いやぁ、昨日飲み過ぎてふらふらしちゃって」

「なんだと！　そんないい加減な奴やつはもう来なくていい。出て行け！」

　男の声が響ひびいた時には、もうテーブルの下から出ていた。そのまま燕えん尾び服ふくを着た男がエリックを怒ど鳴なりつけるのを横目で見つつ、すました顔で壁かべ際ぎわを歩く。

「すごいわ。エリック。完璧な変装だった。あれなら、いくらハーバードだって見破れない。本当に昔は何をやっていたんだろう……？」

　疑問に思いつつ、無事大広間を出る。ハーバードもエリックの騒ぎに気を取られているのでどうにか助かった。エリックに感謝しつつ、宮殿を抜ぬけ出す為ために足早に廊ろう下かを東へ向かった。







「あれ？　ここはどこかしら？」

　外に出る為に宮殿の裏口へ向かっていたメアリは、辺りを見回しつつ立ち止まった。

　潜せん入にゆうする時と同じ廊下を帰っているはずなのに、周りの様子に覚えがなかった。

「まずいな。迷ったみたい……」

　方向感覚には自信があったが、宮殿はとてつもなく広い。裏口はどこか聞こうにも、廊下には誰もいなかった。豪ごう華かだが冷たくも感じる大理石の床や壁かべに囲まれて、ふいに心細くなる。

「あんまりうろうろしていたら、あやしまれるかも。それより何より、これ以上迷ってとんでもないところに入り込むと、もっとまずいし」

　ここは女王陛下が住む宮殿だ。メイドが入ってはならない場所も多いだろう。

　うっかりそんなところに入って咎とがめられたら正体がばれる恐おそれがある。

　立ち止まってきょろきょろしていると、ふいに話し声が聞こえた気がした。

　耳をすますと、右手にある扉とびらからだ。人がいるなら裏口がどこか聞きたいが、高貴な身分の方の部屋だとすると少々まずい。しかたなく、そっと扉に耳を当てて様子を窺うかがった。

「……そうそう、聞いた？　アルフレイ皇太子の噂うわさ！」

　話し声は女性だった。話し方からすると、貴族の女性とは思えなかった。

「え？　なになに、どんな噂？　あたし、アルフレイ皇太子に憧れてるの。恰かつ好こういいわよね。流れるような銀の髪に、青い瞳は透すき通る海のよう。彫ちよう刻こくのように彫ほりが深くて整った顔立ち。もし近くで見つめられたら、あたし卒そつ倒とうしちゃう！」

　きゃあきゃあと聞こえる声に、顔が引きつった。

（皇太子と話した事がないのね。あの嫌いやみを聞いたら、憧れなんてふっとんじゃうのに……）

　確かにアルフレイは女の子なら誰もが思い描えがく〝王子様〟のイメージそのものだ。

　しかし、それは黙だまっていればの話だった。

「それが、アルフレイ皇太子が宝物庫から宝物を盗ぬすんだって噂なのよ」

「ええーっ、噓うそ！」

　聞き捨てならない話に目を丸くした。辺りに誰もいない事を確かめ、更に聞き耳を立てる。

「何年か前に、宝物庫からかなりの数の宝物がなくなったらしいの。その宝物を盗んだのがアルフレイ皇太子なんだって。実は宝物がなくなった時に、宝物庫に出入りするアルフレイ皇太子を見たって人がいるらしくて！」

「そんなの絶対に噓よ。アルフレイ皇太子がそんな事をするわけないわ！」

「でも、アルフレイ皇太子を見たって人は何人かいるらしいのよ。それで、それが女王陛下に知られて、アルフレイ皇太子はいま、かなりまずい立場に立たされているって噂なの！」

　部屋の中から聞こえる会話に愕がく然ぜんとした。

（宝物庫から盗まれた宝物？　それって……！）

　アルフレイは、三年前に宝物庫から宝物が盗まれ、それを売り払はらった人物がいる、事情があってそれを公おおやけにできないので、ルビィに命じて買い戻しに応じない貴族から取り戻していると言っていた。しかしそれを聞いた時、納なつ得とくできないものがあった。

（宝物庫から宝物が盗まれたなんて、かなり大きな事件のはず。それなのに、公にはできない事情って何なんだろうって不思議に思ったのよね）

　国をあげての大だい捜そう査さが行われてもおかしくない事件なのに、アルフレイは秘ひ密みつ裏りに宝物を取り戻そうとしている。それがそもそもおかしな話だった。

　しかしもしその公にできない事情が〝アルフレイが犯人〟という事なら話は違ちがってくる。

（もし、もしもだけど、本当にアルフレイ皇太子が宝物を盗んで売り払っていたとしたら？　だけどそれが女王陛下に知られてしまったから、公になる前にルビィに命じて宝物を取り返して、何事もなかったようにしようとしていたとしたら……？）

　自分で考えた事にぞっとした。アルフレイが犯人だとすると、すべての筋が通ってしまう。

　彼は顔立ちは完かん璧ぺきなほど美しいが、お世辞にも人間性がいいとはいえない人物だ。

「おばあさまは女伯はく爵しやくになる特許状と引き替かえに、彼に無む理り矢や理り宝物を取り戻す手伝いをさせられているとしたら……？　そしてわたしは彼に騙だまされているのだとしたら……？」

　疑念が心に渦うず巻まいた。考え込んでいると、いきなり扉が開く。

「いたっ！」

　扉にしがみつくようにして聞き耳を立てていたせいで、おでこをぶつけてうずくまった。

「まあ！　ごめんなさい。大だい丈じよう夫ぶ？」

　扉から出てきたのは、メイド服を着た若い女性二人だった。

「ええ、平気です。……裏口はどっちでしょうか。迷ってしまって」

　どうやら扉の中はリネン室だったようだ。シーツ類を持ったメイドが左手を指さした。

「ここをまっすぐ行って、角を左に折れたところよ」

「ありがとうございます」

　おでこを押さえつつ、顔を隠かくすようにして礼をし、急ぎ足でその場を離はなれた。

「アルフレイ皇太子が……いいえ、でもまさか……」

　心を支配しようとする不安と疑念に苦しい気持ちになりながらも、裏口へと急いだ。
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　もうすぐ日が暮れる時刻だった。屋根裏部屋の三面鏡の前で化け粧しようをしていたメアリは、口紅を置いて完成した〝マリア〟の変装を鏡で確かく認にんした。

　鏡に映っているのは、推定二十三歳の美しい女性だ。

　しみ一つない白い肌はだに、つり上がった猫ねこ目めと小さめの口。眉まゆは細くてきりりとしている。

　豊かな赤毛を夜会風に結ゆい上げて、摘つんだばかりのバラを飾かざりにさしていた。

　赤いドレスにはレースと刺し繡しゆうが施ほどこされ、腰こしの辺りで膨ふくらんでいる。

　胸も詰つめ物をして膨らませているので、かなり大人っぽい身体からだ付きになっていた。

　白い羽根がついた扇せん子すを持つと、どこからどう見ても貧びん乏ぼう貴族のメアリには見えなかった。

（今夜はいよいよ社交界デビューの舞ぶ踏とう会だわ。わたしにとっては、怪かい盗とうルビィとしての初舞台になる。……まさか、こんな形で今夜の舞踏会を迎むかえるとは思わなかったけど）

　本当なら、メアリ・ヒューストンとして豪華ではないが精いっぱいの装よそおいをして、宮殿に初参さん殿でんして、大人の第一歩を踏ふみ出すはずだった。しかし実際は、怪盗ルビィとして盗みを働く為に、変装して舞踏会に参加する。複雑な気持ちだったが、自分で決めた事でもあった。

　表情を引き締しめると、背後で姿勢を正して立っていたエリックが満足げに笑った。

「完璧です。お嬢じよう様さま。ようやく一人でも化粧ができるようになりましたね」

「ええ。ありがとう。エリック」

　声はハスキーだった。その声でもったいぶるような口調を心がける。

　この声と口調は、遊び好きで夜会を心から楽しみにしているマリアとしては理想的だ。

「その調子です。……いよいよ今夜が舞踏会ですが、覚かく悟ごはよろしいですか？」

　作戦はエリックと練りに練って完璧に仕上げ、別人になりきる練習もした。あまり日にちはなかったが、できる限りの事はしたつもりだ。しかし心の中は不安だらけだった。

（どうしよう。いまさらだけど、怖こわくなってきた。わたしに怪盗なんて務まるのかな……。それに今回の舞踏会にはエリックは参加できないし）

　予告状のせいで招待客のチェックが厳しく、アルフレイの力をもってしても、偽にせの招待状はマリアの分しか用意できなかったらしい。だから舞踏会に参加するのは自分だけ。

　つまり今夜の盗みは、たった一人で行わなければならなかった。

　鏡の中のマリアを見つめると、かすかに唇くちびるが震ふるえていた。気付くと、膝ひざに置いた手も震えている。エリックがその手に目をやって、ふと視線を落とした。

「……怖いなら、やめますか？」

　意外な一言だった。鏡越ごしのエリックはやや俯うつむいていて、表情ははっきりとわからない。

「いまならまだ何も罪はおかしていません。ですが舞踏会に出て、作戦が成功して月の涙なみだを手に入れたら、たとえどんな正当な理由があろうともお嬢様は犯罪者です。これから先、いままでとはまったく違う辛つらい目にもあうでしょう。ですが、いまならまだ引き返せます」

「でも、ここで逃にげたらおばあさまは助け出せないかもしれない」

　シャーロットの捜そう索さくは、アルフレイがしてくれているはずだが、いまだ何の情報もない。

「わたしが、おばあさまをさらって偽の予告状を出した犯人より早く月の涙を盗めたら、きっと彼らは焦あせってしっぽを出すわ。それがおばあさまを見付け出す事にも繫つながるはず。だからどんなに怖くてもやらなくちゃ」

　無理をして笑うと、エリックがそれを見て、何か決意したように息を吸い込んだ。

「もし……私がお嬢様の代わりに月の涙を盗むと言ったら、どうします？」

　エリックがようやく顔を上げた。滅めつ多たにない真しん剣けんな眼まな差ざしを向けられて、息を吞のむ。

「何を言っているの？　そんな事ができるわけないじゃない」

「いいえ。計画を変へん更こうすれば何とかなります」

「でも、関係ないエリックにそんな事はさせられないわ」

　エリックがわずかに自じ嘲ちようした。

「いいえ……お嬢様は、私の命の恩人です。この命をかけて尽つくす事を誓ちかいました。だから、危険な事は私が代わりにやります」

「命の恩人って……？」

　思い当たる事がなくて目を丸くすると、エリックが小さく首を横に振ふった。

「昔の話です。だから気にしないでください。それより、どうされますか？」

　問いかけられて、思わず俯いた。

　きっと彼なら自分よりよほどうまく月の涙を盗めるのではないかと思った。

　過去に何をしていたのかわからないが、とうていふつうの暮らしをしていたとは思えない。

（このままエリックに頼たのんで、月の涙を盗んでもらいたい。そうしたら、怖さのあまり震えるなんて生まれて初めての経験から逃げ出せる。理由があっても、盗みは悪い事だもの）

　昨日のルイスの様子を思い出す。怪盗ルビィに狙ねらわれ、真っ青な顔で不安をもらしていた。

　何の関係もない彼に、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。それでも首を横に振った。

「────いいえ。わたしがやるわ。エリックに代わってもらって自分だけ安全なところにいるなんてできない」

　声は自分でも驚おどろくほど凜りんとして響ひびいた。エリックが驚いたように目を見開く。

「もちろん失敗したらどうなるかわかってる。もし警察に捕つかまったらヒューストン家は終わりだわ。領地だってどうなるかわからないし、牢ろうに入れられて二度と外に出られないかもしれない。最悪処しよ刑けいされる事だってあるかもしれない……！」

　ここ数日夜になってベッドに入ると、ルビィとして行動してもし捕まったらどうなるか、そればかりが頭に浮うかんできて怖くて怖くて一人で震えていた。

　まさに命がけだし、自分のすべてを投げ打つ覚悟がなければできない事だった。

「だけど、絶対におばあさまを助け出したいの。それにこれが成功したら、女伯爵になれるのよ。そうしたら、パドグランのみんなを守れるだけの力が手に入れられるわ。おばあさまも女伯爵になる為ために、ルビィになる事を決めたのよ。わたしも同じようにしたいの」

　エリックを見つめた。手はまだ震えているけれど、心は動かなかった。

「ヒューストン家の誇ほこりも領地も人には言えない秘密の仕事も、受け継つぐのは女伯爵となるわたしよ。エリックに頼んだら楽になれるけど、逃げるような事だけはしたくない……！」

　気持ちを込めて両手を祈いのるように組んだ。そのまましばらくエリックと見つめ合う。

　彼が一度目を閉じた。しばらく考え込むようにしてから、ふっと口角を上げる。

「……いいでしょう。最後の試験に合格です！」

「はい？」

　首を傾かしげると、エリックがいつものすました顔になった。

「いまのはお嬢様の覚悟を見み極きわめる為の試験です。私がお嬢様の代わりに舞踏会で盗ぬすみを働くなんて、そんな危険な真似まねをするわけないでしょう。せいぜい頑がん張ばって月の涙を盗んでくださいね。雇やとい主がいなくなると、私が失職してしまいますから」

　相変わらず自分本位な物言いだった。呆あきれてため息をつく。

「そんな事だと思ったわ。いまから本番なんだから、いつもの軽口は控ひかえてよね。集中力が切れちゃうでしょ」

　鏡に映っている自分の顔はむっとしていた。

　そのまま鏡台の引き出しを開ける為に顔を伏ふせる。だが何気なく視線だけを上げると、鏡越しに見えたエリックが、一いつ瞬しゆんだけ切ないような痛々しいような表情をした気がした。

（エリック……もしかして、さっきの言葉は本気だったの……？）

　確かめようと顔を上げたが、その時にはもうエリックはいつもと同じすました顔で、懐かい中ちゆう時計に目をやっていた。気のせいかと思っていると、エリックがうやうやしくおじぎする。

「では、お嬢様。そろそろ夜の帳とばりがおり始めます。月夜の晩は、怪盗ルビィがもっとも輝かがやく時間です。────参りましょう」

　エリックが差し出した手を握にぎって立ち上がった。そして扉とびらに向かう。

　この扉を出たら、自分は怪盗ルビィだ。失敗は絶対に許されないと、自分に言い聞かせた。
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　宮殿へは、御ぎよ者しやに扮ふんしたエリックが駆かる四頭立ての馬車で向かった。

　宮殿の門は大きく開け放たれていて、馬車が吸い込まれるように入っていく。

　メアリは馬車の窓から外に目をやりながら、緊きん張ちようのあまり身体を強こわばらせていた。

　宮殿の正門から入るのは初めてだ。門を入ってすぐ、大きな噴ふん水すいが迎えてくれた。

　その噴水を馬車でぐるりと回り込むと、広大な芝しば生ふの庭が現れる。

　芝生の右手にある植木は、いまにも動き出しそうなほど精密に動物の形に刈かり込まれていた。左手は大きな池だ。蓮はすの葉が浮かび、ボートに乗った客達が舟ふな遊あそびを楽しんでいる。

　その奥にはバラ園があるようだ。バラは大好きなので、宮殿ではどんな育て方をしているのか気になったが、いまは足を延ばす余よ裕ゆうはなかった。しばらく庭を進むと、ふいに馬車の揺ゆれが止まった。どうやら宮殿の入り口に到とう着ちやくしたようだ。そう思うと、緊張が更さらに高まる。

「わたしは、マリア。年ねん齢れいは二十三歳。子し爵しやく家の令れい嬢じようで婚こん約やく者がいたけれど、事情があって破談になった。それ以来、パーティを渡わたり歩いている」

　ルイスに近づきやすいよう新たに設定を作ってマリアになりきる練習をした。何を聞かれても、マリアとして完かん璧ぺきな受け答えができる。それを頭で確かく認にんしていると馬車の扉が開いた。

　うやうやしく頭を下げたのは、付けひげと茶色い髪かみのかつらを身につけたエリックだ。

「どうぞ、マリア様」

　手を差し出されたので、つんと顔を上げて優ゆう雅がなしぐさでそれを握った。そのまま馬車を降りると、辺りで馬車を乗り降りしていた貴族達が、いっせいにこちらを向く。

「おお、これは美しい……！」

（うわっ。すごく注目されてるわ。だけどそれもそのはずね。だってマリアはわたしがいままで会ったどんな女性よりも綺き麗れいだもの。でもわたしとかけ離はなれた顔が、こんなに注目を集めるなんて、それはそれでちょっとショック……）

　複雑な気分になりつつ、エリックに目をやった。

「迎むかえもよろしくね」

　色気のあるハスキーな声もまた、自分の声とはまったく違ちがうものだった。

　エリックが目ま深ぶかに帽ぼう子しを被かぶったまま、一礼する。

「お気をつけて」

　声には、心配しつつも応おう援えんしているエリックの気持ちが込められている気がした。

「ええ。ありがとう」

　余裕ありげな微笑ほほえみを浮かべて、宮きゆう殿でんを見上げた。

（さあ、怪かい盗とうルビィとしての行動開始よ！）

　深呼吸して、ゆったりした動作で宮殿へと足を踏ふみ入れた。







「まぁ、すごいわ……！」

　大広間の様子を見て、メアリは目を輝かせた。

　昨日の準備の時もここには来たが、今夜の様子はまったく違っていた。

　シャンデリアはきらめきを放ち、着き飾かざった紳しん士し淑しゆく女じよを暖かな光で照らしている。

　壁かべ際ぎわのテーブルにはさまざまな料理が置かれ、お腹なかがなりそうなほどいい匂においがしていた。給仕が客達にその料理を取り分けたり、酒の入ったグラスを配ったりしている。

　音楽隊のバイオリンやピアノの演奏に合わせて、大広間の中心でワルツを踊おどる客もいた。そして大勢の人々が見守る中、正面の階段を年若い少女達が頰ほおを染めて一人一人上っていく。

（ここからは見えないけど、きっとあの階段を上った奥に女王陛下がいらっしゃるんだわ。確か、社交界デビューする令嬢達は、女王陛下にご挨あい拶さつして、手にキスをさせて頂くのよね）

　階段の下には、髪かみを結ゆい上げて白いドレスを着た少女達がたくさんいて、女王陛下に謁えつ見けんする順番がくるのをいまかいまかと待っているようだ。女王陛下に謁見して階段を下りると、一人前のレディとして扱あつかわれる。ダンスもお酒も楽しめる大人の女性として認められるのだ。

　本当なら自分も彼女達と同じように着飾って、初めて出席する舞ぶ踏とう会に浮かれていたはずだった。そう思うと、少しばかりうらやましいという気持ちがわいてくる。

（よけいな事は考えちゃだめ。わたしにはやるべき事があるんだから）

　一度目を瞑つぶって、心の中で自分に言い聞かせた。そして顔を上げてゆっくり辺りを見回す。

「ルイスはどこかしら……」

　月の涙なみだの持ち主であるルイスは、昨日はかなり不安な様子だった。もしも恐きよう怖ふのあまり欠席するなんて事になったら、計画は台無しだ。焦あせっていたが、それを態度には出さないように人ひと混ごみの中をゆったり歩いて捜さがしていると、ふいに右手から声が聞こえた。

「まあ、ヘルベルト様」

　捜していた人物の名が聞こえて、思わず足を止めた。それとなく声が聞こえた方を見ると、昨日仕し掛かけをしたテーブルの辺りだ。貴族にも身分の差はあって、舞踏会では身分が高い者には椅い子すやソファが用意されていた。侯こう爵しやく家のルイスはかなり高い身分で、女王陛下に近い正面の階段のそばに席がある。ルイスは椅子から立ち上がって、年配の女性と話をしていた。

「何だか顔色が優すぐれなくてよ。どうかなさったの？」

　それとなく近づくと、知り合いだろう女性が心配そうにルイスを見上げていた。

「ええ。ちょっと……」

　ルイスは青ざめた表情だ。動きもどことなく硬かたい。どうやらかなり緊張しているようだ。

（怪盗ルビィからの予告状の件は、関係者以外は知らされていないって話だったわ。つまりここにいる人達はほとんどが知らないのよね）

　ルイスを観察していると、彼が茶色の髪を右手でかき上げた。

　その右手の中指にきらりと光る指輪がある。金の指輪には、大きな青い宝石がついていた。

　それは舞踏会に来ている客達が身につけているどんな宝石よりも大きくて、美しかった。

「あれが月の涙ね。あんなに立派な指輪は初めて見たわ。お金ってあるところにはあるのね」

　呟つぶやきと同時にため息が出た。貴族とは名ばかりで毎日かつかつの生活をしている自分には縁えんのないものだ。ターゲットの指輪を確認して、深呼吸してさっそく行動を開始した。

（計画の第一段階は、まず彼に近づく事）

　盗みの計画は何度もエリックと確認しあっていた。それに沿って行動する事が成功の鍵かぎだ。

「あっ、失礼……！」

　わざとルイスにぶつかった。持っていたグラスが落ちて割れると周囲できゃっと声がした。

「ごめんなさい、ちょっと人に酔よってふらついてしまって……」

　驚おどろいた顔でこちらを向いたルイスに、自分が思う精いっぱいの妖よう艶えんな笑えみを向けた。

　近くで見たルイスは着ている服は高級で青い瞳ひとみは綺麗だが、黒くろ縁ぶちの眼鏡とそばかすで、ずいぶん野や暮ぼったい様子だった。

（自分を相手に印象づけたい時は三秒ほど見つめるって、怪盗秘術書に書いてあったわ）

　秘術書通りルイスの目を見つめると、彼はすぐに顔を赤くした。

「いいえ、こちらこそぼうっとしていて。お怪け我がはありませんか？」

　焦りと緊張で息が止まりそうだったが、何とかにこやかな表情を作る。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶよ。それより、あなたのお洋服にお酒がかからなかったかしら」

　心配するふりをして胸むな元もとに手をかけると、彼が更に真っ赤になった。

　どうやら女性慣れしていないようだ。

「服は汚よごれてないみたいです。えっと……初めてお会いしますよね？」

「ええ。ずっと領地の田舎いなかで暮らしていましたのよ。最近ロードンに来て、社交界にもお邪じや魔まするようになりましたの。ああ、失礼。わたしはマリア。あなたは？」

　社交界は広いようで狭せまい。いままで見た事がない顔があったら警けい戒かいされるかもしれないと、マリアの生い立ちを完璧に作り上げていた。

「僕はルイスです。あなたのように美しい女性にお会いするのは初めてだ。どうしていままで田舎で暮らしていたんですか？」

「父が狩かりをするのが好きで、社交シーズンになっても領地を離れたがらなくて。でもようやく狩りよりお酒の方が楽しいと気付いてくれたみたいで、やっとタウンハウスに参りましたの。まったく、父の狩り好きには困ったものですわ」

　口元を隠かくして品よく笑う。ルイスが緊張した面おも持もちながらも、話に乗ってきてくれた。

「狩りですか。僕はどうも苦手です。猟りよう銃じゆうの音が怖こわくて」

　恐おそろしげな顔をしているルイスに、同調するように頷うなずいた。

「わたしもですわ。何が楽しいのか理解に苦しみます」

「よかった。同じ考えで。僕達は気が合うみたいですね。あ、よかったら、こちらにいらっしゃいませんか。料理はいかがです？」

　ルイスは頰を染めて嬉うれしそうな顔をしていた。それを見て、メアリは心の中で啞あ然ぜんとする。

（いままで生きてきた中で、こんなに男の人に親切にしてもらった事はないわ。やっぱり男の人は綺麗な人に弱いのね……）

　社交界に出た事がなく、庭の手入れと女伯はく爵しやくになる為ための勉強に時間を費ついやしていた。

　いまの状じよう況きようにはかなり困こん惑わくしていたが、計画通りに進んでいるので深く考えない事にした。

　話をしていると、大広間の中央がざわっとしたので、そちらに顔を向ける。

　そこにいたのは、堂々と大広間の真ん中を歩くアルフレイだった。白い上着にはいくつもの徽き章しようが飾かざられ、細身の黒いズボンを穿はいていた。銀の髪は一つにまとめられて背中に垂らしている。美しい顔立ちの皇太子に、大広間にいる女性達は釘くぎ付づけだった。

「アルフレイ皇太子よ！　今日も素す敵てきね！」

「ええ。一いつ緒しよに踊ってみたいわ」

「でもダンスはお嫌きらいらしいわよ。誰だれが誘さそってもＯＫしないんですって！」

　周りの女性達の話が嫌いやでも耳に届いていた。彼と喋しやべったら幻げん滅めつするのにと思いつつ、ルイスに視線を戻もどす。彼もアルフレイをじっと見つめていた。

「……地位と容姿と名めい誉よをすべて持っていると、あんな風に胸を張って歩けるんでしょうね」

　呟くようなルイスの声に、思わず首を傾かしげた。

「ルイス様だってとても素晴らしいお家いえ柄がらではありませんか」

　容姿については発言しなかった。どんな男性もアルフレイと比べるとやはり見み劣おとりする。

　自分が知る限り、アルフレイと並んでも大丈夫そうなのは、ハーバードぐらいだった。

　ルイスがそっと自じ嘲ちようした。

「そうですね……。ああ、これ、僕の好きな曲だ」

　ルイスが入り口の近くで演奏している音楽隊の方に目を向けた。

　流れてきたのはワルツの曲だ。ルイスが顔を赤らめつつも、そっと右手を差し出した。

「あの、よかったら、僕と……」

　ダンスの誘いのようだ。これは親しくなるチャンスだと、微笑ほほえんで彼の手を取ろうとした。

　しかしその手を横から強ごう引いんに握にぎった者がいる。

「きゃっ！」

「失礼」

　声には聞き覚えがあった。どきりとして、自分の手を握っている男を見上げる。

（ハーバード！）

　燕えん尾び服ふくを着て正装したハーバードは、視線をルイスに向けていた。

「今夜は誰とも踊らないでくださいとお願いしたはずですが」

　低い声を向けられて、ルイスが慌あわてて頷いた。

「そうでしたね。うっかりしていました。こちらの女性があまりに美しいので、つい……」

　ルイスが俯うつむき加減でぼそぼそと声を出す。ハーバードが視線をこちらに移した。

　緑の瞳でじっと見つめられて、心臓が止まりそうになる。
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（大丈夫よ！　だって変装は完かん璧ぺきだもの。こんなに近くで見られても、わたしがメアリだってわかるはずがない。そう、わたしはいまはマリア。マリアだったら、この状況だと……）

「あなた、失礼じゃない！　いきなり見ず知らずの女性の手を握るなんて！」

　眉まゆをつり上げて、怒いかりの表情を作った。手を振ふり解ほどこうとしたが、放してくれなかった。

「失礼と言いましたが」

　聞いた事もないような淡たん々たんとした声だった。表情も震ふるえがくるほど冷たい。

「どういうつもりなの。放しなさい！」

　ぴしゃりと声を放つも、表情は変わらない。ハーバードはいつも屋や敷しきに来た時は優やさしくしてくれるし、笑みを浮うかべてもくれる。だけどいまの彼は、まるで氷のように冷ややかだった。

「彼は少々事情があって今夜は踊おどれません。失礼ですが今夜は別のお相手を探してください」

　おそらくハーバードは警察として今夜の舞ぶ踏とう会に客のふりをして出席しているのだろう。

　ルイスに近づく人物を警戒していたに違ちがいない。

「君、女性に対してその言い方は失礼だろう」

　ルイスがハーバードの腕うでを摑つかんで放させようとした。

「今夜はいろいろと大変な日でしょう？　自覚してください」

　きつめの視線を向けられて、すぐに怖おじ気づいたように俯く。

「……わかった。すみません。マリア。どうやら踊れないようだ」

　ハーバードがやっと手を放してくれたので、右手を腰こしに当てて彼を見み据すえた。

「何なの。あなた達、失礼だわ」

　計画を成功させる為には、なるべくルイスの近くにいなければならなかった。

　何とかこの場にとどまる理由を作らなければと焦った。

「……怒おこらせてすまない。お詫わびに踊ってくれないか？」

　ハーバードが胸に手を当てておじぎした。微笑んでいるが、目は笑っていない。

　驚いたものの、彼の狙ねらいがなんなのかをすぐに悟さとった。

（ルイスに近づいたわたしに、踊りながら探さぐりを入れるつもりなんだわ。もし断って逃にげたら、あやしいと目をつけられるかも。そうなったら動きにくくなるわね。だったらここは……）

「しかたないわね。少しだけよ」

　舞踏会に来た〝マリア〟なら、魅み力りよく的な男性の誘いは断らないだろう。

　手を握ると、大広間の真ん中にエスコートしてくれる。

（ダンスか……。苦手だな。うまく踊れるかな）

　社交界に出た事がないので、いわゆる舞踏会というものにももちろん出席した事がない。

　緊きん張ちようしつつも、顔には余よ裕ゆうの表情を浮かべた。

　ダンスよりも更さらに不安なのは、ハーバードと息がかかるほど間近で顔を合わせる事だ。

　もし変装している事が見破られたらと思うと、恐きよう怖ふのあまり息が止まりそうになる。

　軽かろやかな音楽に合わせて、ハーバードと向かいあって踊り始めた。身体からだが密着して、彼の熱をすぐ近くで感じた。ハーバードの足を踏ふまないように必死になりながら、ステップを踏む。

「……あまり、ダンスには慣れていらっしゃらないようで」

　探るような声に、どきりとした。

「今夜は調子が悪いの。せっかく気の合う殿との方がたを見付けたのに、誰かさんのせいで引き離はなされてしまったし」

　嫌みを込めて言葉を返すと、ハーバードが苦く笑しようした。

「これは失礼。マリア」

「あら、どうしてわたしの名を？」

「さきほど彼がそう呼んでいたから」

　ルイスに呼ばれた事を思い出して、ああと頷く。

「そういえば、あなたのお名前は？」

　彼とは初対面の設定だ。うっかり名前を呼ぶ前に、聞いておいた方がいいだろうと思った。

「ハーバードだ。君はどこの令れい嬢じようかな？　一人で来たのか？」

「質しつ問もん攻ぜめね。まるでおまわりさんみたい」

　冗じよう談だんめかして、鋭するどい一言を放った。効果はあったようで、ハーバードが軽く目を見開いた。

「そうか。すまない」

　何事もなかったようにしているが、言い当てられて驚おどろいたようだった。

　きっと舞踏会の邪じや魔まをしないように、警察だというのは伏ふせているはずだ。このまま無事にダンスを終えて、ハーバードから離れたかった。それにそろそろ仕し掛かけが作動する時刻だ。

　ルイスは計画通りの位置にいるから、何とか彼の近くに戻りたかった。

　ちらりとルイスに視線をやると、ハーバードがさっと顎あごを摑んで自分の方に向けた。

「いま踊っているのは俺なんだから、俺だけを見ていろ」

　低くて甘い声に身体がびくりとした。視線を彼に戻すと、緑の瞳ひとみとぶつかる。

　そこにいたのは、子どもの頃ころから知っている優しくて穏おだやかなハーバードではなかった。

　いま目の前にいるのは、獲え物ものを追う野性的な顔を持つ狩人かりうどだ。少しでも油断したら、すぐに捕つかまって頭から食べられてしまうのではと思うほどの危険を感じた。

　一いつ瞬しゆん、マリアとしての演技を忘れて呆ぼう然ぜんとした。

　ハーバードが背中に当てている手にぐっと力を入れる。まるで強く抱だきしめるように。

（こんなに強引な態度をとるなんて、ハーバードらしくない。怖こわいくらいだわ。だけど……何だかドキドキする……！　どうして!?）

　身体を引き寄せられて、唇くちびるが触ふれあうほど近くに顔を寄せられた。

「そう、いい子だ。俺だけを見たな」

　口角だけを上げた笑えみに、心臓が更に高鳴った。どうしていいかわからずにリードされるままにステップを踏む。このまま彼のペースにはまってはいけない気がした。

「……見かけによらず、強引なのね」

　何とか大人の女性としての顔つきをする。

「そういう男は嫌いか？」

　甘い囁ささやき声に、内心でパニックになった。

（こ、こんな場合、大人の女性はなんて返すの……!?　まずいわ。どんなに大人のふりをしても、実際はパーティに出た事もないし、知らない男の人と話した事なんて実はまったくないから、どうしていいかわからないーっ）

　心の焦あせりは何とか顔には出さなかったが、どう話を続ければいいのかわからなかった。

　心の中であたふたしていると、ふとハーバードが眉まゆ根ねを寄せた。

「……君は誰だれかに似ている気がする」

　見つめられているのが、自分の紫むらさきの瞳だと気付いた。

（どうしよう！　ハーバードの目が疑っている気がする。顔は化け粧しようで変えられても、瞳の色は変えられない。もしわたしがメアリだって気付かれたら……）

　心臓が飛び出そうだ。緊張のせいか呼吸が苦しくてしかたない。

「まあ、誰に似ているの？」

　その不安な気持ちをすべて押し殺して、華はなやかで妖よう艶えんな笑みを浮かべた。街を歩く女性達を観察して作り上げた大人っぽい表情は、決してメアリが浮かべるものではなかった。

　ハーバードはしばらくこちらを見つめていたが、やがて口元を緩ゆるめた。

「いや、俺の気のせいだったようだ」

　心の中で安あん堵どの息をついた。そしてハーバードにちらりと視線を向ける。

（変装はエリックに習って完璧なのよ。おばあさまが見てもきっと気付かないくらいだわ。それなのに疑いを持つなんて……。本当に油断ならないわね。それにしてもハーバードの意外な顔を見ちゃった。女性の扱あつかいにも慣れているみたいだし、案外遊び慣れているのかも……？）

　冷や汗あせをかきつつ、踊りながら目だけをルイスにやった。彼は用意されている椅い子すに座り、ちらちらとこちらを見ながら、むっとした表情でグラスに口をつけている。

　彼とはそう離れていない。そして仕掛けが作動する時間はもうすぐそこまで迫せまっていた。

（もうそろそろのはずよ。この曲は長いから、もうしばらくハーバードと踊らないといけない。何とか彼から離れてルイスのところにいかなくては。……そうだ！）

「ハーバード、申し訳ないけど、そろそろいいかしら。……実は昔いろいろあった方があちらにいるの。彼に見つかるととても面めん倒どうだわ」

　困ったような怯おびえるような表情を作って、動きを止めた。遊び慣れた女性の話としては、信しん憑ぴよう性せいがあるだろうと思った。ハーバードが察したのか頷うなずいた。

「何かわけがあるようだな。しかたない。今夜はこの辺りで」

　胸に手を当てて礼をしてくれる。こちらもドレスのすそを持って礼を返した。

「危なかった。……もう時間だわ。急がなくては」

　ルイスの方に向かいつつ、小声で呟つぶやいた時だった。




　ボンッ！




　突とつ然ぜん聞こえた大きな音に、大広間の客達が悲鳴を上げた。

「なんだ、何の音だ！」

「見ろ！　煙けむりが……！」

　もわもわと白い煙が壁かべ際ぎわに立ちこめる。あっという間に煙は大広間を埋うめ尽つくした。

（仕掛けが作動した！　ルイスとは予定より少し離れているけど、この距きよ離りならいける！）

　煙えん幕まくに隠かくれて、ドレスのすそをたくし上げた。そして全速力でルイスがいる場所まで走る。

　煙幕に紛まぎれて指輪を盗ぬすむ予定だ。そういつまでも煙は出ないので、時間との勝負だった。

（ルイスから指輪を抜ぬき取って、ルビィの署名入りのカードを彼の胸ポケットに入れて、少し離れて何事もなかったように振ふる舞まう！）

　それがエリックが立てた計画だった。大ざっぱな計画だが、怪かい盗とうとしてのスキルがほとんどない自分でも、これならできるだろうというエリックの考えだった。

　指輪をもっていないか他ほかの客達と一いつ緒しよに調べられるだろうが、アルフレイから大広間の奥にある壁かべに隠し棚だながある事を聞いていた。隙すきを見て、その隠し棚に指輪を隠す予定だ。そのまま何事もなかったように宮きゆう殿でんを出て、指輪はアルフレイが回収する手はずになっていた。

　煙幕で前が見えないが、ルイスから目を離さなかったおかげで、居場所はわかっていた。

　あと一歩で彼がいた場所に着くはずだった。

「うわぁぁ！　指輪が！　指輪が盗まれた！」

　しかし到とう着ちやくするより早く、すぐ正面でルイスの悲鳴が聞こえた。

　慌あわてて立ち止まろうとしたが、遅おそかった。勢いでルイスにぶつかって、派手に転ぶ。

「痛っ……！」

　一瞬何が起こったのかわからなかった。何とか起き上がると、煙幕が段々と晴れていくところだった。目の前には、信じられないという顔をしたルイスがいる。

　彼の右みぎ腕うでは傷付けられたのか、血が出ていた。

「き、君が怪盗ルビィか！　君が月の涙なみだを盗んだんだな！」

　指をさされて、目を見開いた。

「え!?　いや、あの……！」

「僕の月の涙が盗まれた。彼女が僕にぶつかった！　彼女が盗んだんだ！」

　わめき立てるルイスに、煙幕が完全に晴れて周りの客達が注目している。

（待ってよ！　わたしはまだ盗んでないわよ！）

「見ろ、怪盗ルビィのカードだ！」

　ルイスをなだめようとすると、すぐ近くにいる男が叫さけんだ。彼が指さしている床ゆかを見ると、盗んだあとにルイスの胸ポケットに入れるはずだったカードが落ちている。すぐに彼のポケットに入れられるように左手で持っていたのだが、どうやら転んだ拍ひよう子しに落としたらしかった。

「彼女が怪盗ルビィだ！」

　ルイスが叫ぶと、客をかきわけてハーバードが駆かけつけてきて、目を見開いた。

「マリア……！」

（まずい……！　盗みを失敗して偽にせ者ものに先を越こされた上にわたしが盗んだ事になっている！）

　捕まったとしても月の涙は持っていないので、いずれ容疑は晴れるかもしれない。

　しかし尋じん問もんされている間に、変装している事がばれる可能性は高かった。

　瞬しゆん時じにそれを察して立ち上がった。辺りを見回して、一番人が少ない方へと走り出した。

「待て！」

　ハーバードの声が背後から聞こえたが、待つつもりなど毛頭なかった。
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　メアリは混乱する大広間を人をかきわけて走り、廊ろう下かに出た。

　広い廊下にはちらほらと人がいて、驚おどろいた表情でこちらを見ている。

　大広間の騒さわぎに気付いたのか、警護の兵隊が二人、前を塞ふさいだ。

　ドレスのすそを持ち上げて、大おお股またで彼らに向かう。

「えいっ！」

「うわっ！」

　そのまま地面を蹴けってジャンプし、兵隊の顔を踏ふんづけて彼らの頭上を飛び越え、くるりと一回転して着地した。身の軽さはハーバードも知らない隠れた特技だった。

「昔おばあさまに、領地に来たサーカスの手伝いに行かされたけどこんな時に役立つなんて」

　小さい頃ころ、なぜかサーカスに二ヶ月ほど通わされ、ブランコ乗りの練習をした。

　子どもだったからか飲み込みが早く、サーカスが領地を離はなれる頃には、客に見せても大だい丈じよう夫ぶなほど上達していた。どうしてもお金が必要だったら、この特技を活いかして収入を得ると冗じよう談だん交じりにシャーロットにも言うほどだ。いま思えば、あの頃からルビィの跡あと継つぎとして知らず知らずのうちに訓練されていたのだと思う。

「待て！」

　追いかけてくる兵隊達をまく為ために、必死になって宮殿の廊下を進んだ。

　人のいない方へと駆けていき、廊下の角をいくつか曲がる。もうどこを走っているのかわからなくなってきたが、まずは追いかけてくる兵隊を振り払はらう必要があった。

　走って走って、息が切れて呼吸が苦しくなるまで走って、廊下の角をまた曲がった。

　そこに小さな扉とびらがいくつかあった。真ん中にある扉が少しだけ開いていて中は暗いようだ。

（誰もいないみたい……！　よし、ここは一か八ばちか！）

　扉に飛びこんで、音を立てないようにしてそっと閉じて鍵かぎをかけた。

　中に誰かいたらまずいと思ったが、これ以上走って逃にげるのも限界だった。

　荒あらくなった息を調ととのえつつ、辺りに目をやった。どうやら食器を置く倉庫のようだ。人がいないのは、幸いだった。扉に耳をつけて外の様子を窺うかがうと、数人の足音が近くで止まった。

「いったい、どこへ行ったんだ？」

　びくりと身体からだが震ふるえた。ハーバードの声だった。

「警部。あちらに走って逃げたのではないですか？」

（そうそう！　走って逃げたと思ってここから遠ざかってよ。お願い！）

　祈いのるように両手を組んで目を瞑つぶった。

「……いや、もうずいぶん疲つかれているような走り方をしていた。一緒に踊おどったが、どうも女性なのは確かなようだ。身は軽いようだが俺達をまくほど体力が残っているとは考えにくい」

　ハーバードの冷静な声に顔が引きつった。

（状じよう況きようを冷静に分ぶん析せきできる頭脳は素す晴ばらしいけど、いまはそれを発揮してほしくなかった！）

　追っ手はどうやら扉の前辺りで立ち止まったまま、動かないようだった。

「この廊下にいくつか扉があるな。これは何の部屋だ？」

「はい、グレハム警部。こちらは宮殿で使う食器や小物が置いてある倉庫です」

「鍵は？」

「かかっているはずです」

　自分がいる部屋の扉は、鍵どころか少し開いていた。

　きっとメイドが食器を片付けている最中か、鍵をかけるのを忘れたのだろうと思った。

「鍵を持って来い。ここにある部屋を全部調べるぞ。怪盗ルビィは解かい錠じよう術が得意だ。こんな扉ぐらい簡単に開けるはずだ」

　ひっと悲鳴を上げそうになった。外には彼らがいるので出て行けない。だがここにいたら、間ま違ちがいなく見つかるだろう。辺りを見回したが、壁に作り付けられた食器棚だながあるだけで、隠れられそうなところはない。この扉以外に出入り口も、明かり取りの窓すらなかった。

（どうしよう。ここにいたら絶対に捕つかまる！　だけど出て行っても捕まってしまう！）

　万ばん事じ休すだった。彼らに捕まったら、きっと取り調べをされるだろう。月の涙はもっていないが、逃げている時にどこかに隠したんだろうと言われたら、それまでだった。

　何より、自分は変装している。それがもしばれて、ハーバードに幼なじみのメアリだと知られたら、どう言い逃のがれをしていいのかすらわからなかった。

「どうしたらいいの……」

　口の中でそっと呟つぶやいた。冷や汗あせが背中を伝い、顔から血の気が引いていくのがわかった。

　逃げ場がない以上捕まるしかないだろうが、それだけは絶対に避さけたかった。

　もし自分が捕まったら、ヒューストン家は終わりだ。そんな事になったら、亡なくなった両親との大切な思い出が詰つまった屋や敷しきも、家族同然の領民達も、すべて失う。

　何とかこの場を切り抜けたかった。

　考えを巡めぐらせていたが、足音が扉の向こうで止まって、びくっとする。

「次はこの部屋だ。鍵を」

　息すら止めて、緊きん張ちようして扉のノブを見つめる。

　ガチャリと音がして、鍵が開いた。

　それが死し刑けい執しつ行こうを告げる音のような気がした。

　自分が死刑台へと歩く姿を想像して、めまいがする。

　しかし倒たおれるわけにはいかなかった。何とか、この場をやりすごしたい。

「開けるぞ」

　声が聞こえて、壁に身を寄せて扉を見み据すえた。扉が開いたらすぐにまた走って逃げるつもりだ。扉から入ってくる彼らとは鉢はち合あわせになるだろう。何人いるかはわからないが、捕まらずに逃げる自信はなかった。それでも、もうその手しかないと覚かく悟ごを決めた。

「待て」

　走り出そうと身構えた時だった。扉の外から声が聞こえた。

「これは……アルフレイ皇太子」

　ハーバードの驚いたような声がした。

（アルフレイ皇太子？　どうしてここに？）

「さきほど舞ぶ踏とう会で月の涙を盗ぬすんだ女が、あちらに逃げていくのを見たぞ」

「……本当ですか？」

　ハーバードの声は不ふ審しんそうだった。

「私が噓うそをつく理由がどこにある。王室が主しゆ催さいする舞踏会を台無しにされた上に、盗とう難なん事件まで起こされたんだぞ。さっさとあっちに行った女を捕まえろ。それが警察の仕事だろう？　おまわりさん」

　最後は鼻で笑うような声だった。

　聞いているこちらまでむっとするような話しぶりだが、ハーバードの声は冷静だった。

「……わかりました。失礼します」

　数人の足音が遠ざかっていく。しばらくして静かになっても、息を詰めたままじっとしていたら、トントンと軽く扉をノックする音がした。

「もう出てきていいぞ」

　アルフレイの声だった。おそるおそる扉を開けて、そっと外を覗のぞく。

　廊下にいたのは、アルフレイ一人だった。

「なかなかいい変装だ。それならもとの顔はまったくわからないな。逃げ出すまで、私もお前だとわからなかったぐらいだ。しかし盗みの手て際ぎわは最悪だな。本物のルビィはあんな失態は演じないぞ」

　冷たい言葉に思わず俯うつむいた。頭の中に、昨日聞いた噂うわさ話ばなしが蘇よみがえる。

（アルフレイ皇太子が宝物庫の宝物を盗んだ犯人で、それが女王陛下に知られてまずい事になったから、ルビィに命じて取り返しているとしたら……）

　まさかとは思うものの、一度疑い出すと頭から離れなかった。

「月の涙なみだを手に入れたのか？」

　腕うで組ぐみしたアルフレイは、傲ごう慢まんな態度に見えた。

「それが……。偽にせ者ものに先を越こされました」

「偽者だと……!?」

　アルフレイが驚きよう愕がくに目を見開いた。いつも余よ裕ゆうたっぷりで、人を小こ馬ば鹿かにした態度をとる彼にしては、珍めずらしい表情だった。そんな彼にさきほどの状況を話して聞かせる。

　聞き終えて、しばらく考え込んでいたアルフレイが、こちらに顔を向けてまなじりを決す。

「このまぬけが。偽者に先を越された上に、警察に追いかけられるとは。私が助けなかったら、どうなっていたと思うんだ」

　声は静かだが、心底呆あきれたといわんばかりの口ぶりだった。

　きっと聞くに堪たえない嫌いやみと罵ば倒とうの嵐あらしだろうと首を竦すくめて、覚悟した。

　しかしアルフレイはそれ以上は何も言わずにため息をついた。

「────もういい。過ぎた事を言ってもしかたない。お前が偽者に怪け我がをさせられなくてよかったという事にしておこう」

（あれ？　いまのもしかして、わたしの事を心配してくれたの？）

　見上げると、アルフレイは腕組みしたまま、また何かを考えているようだった。

「いいか、偽者から月の涙を取り戻もどせ。それが新たな命令だ。もしこれも失敗したなら、どうなるかわかっているな？」

　慌あわててこくこくと頷うなずくと、アルフレイが左手を指さした。

「この廊ろう下かをまっすぐ行って右に曲がった壁かべ際ぎわに、騎き士しの像がある。その右手を動かすと、像が動いて抜ぬけ道が現れる。その抜け道を使えば、外に出られる」

　どうやら逃げる手伝いをしてくれるらしい。思わず目を見開いた。

「どうして助けてくれるんですか？　手は貸さないと言っていたのに」

　情報は渡わたすが、それ以外の手伝いは一いつ切さいしないはずだった。

　アルフレイの性格からして、それを徹てつ底ていすると思っていた。

「お前はまだ怪かい盗とうルビィの見習いだ。だから今回だけは特別だ。……いいか、月の涙を必ず手に入れろ。それができないなら、シャーロットはおそらく帰ってはこないぞ」

　その言葉にはっと目を見開いた。

「わかりました。必ず」

　頷いて、背を向けようとした。しかし一度動きを止めてアルフレイに目をやる。

「あの、助けて頂いて、ありがとうございました」

　彼に向き直って頭を下げると、アルフレイが軽く目を見開いて、苦く笑しようした。

「ずいぶん素す直なおなんだな。……気にするな。私としても、いまお前が捕まると少々面めん倒どうだから助けただけだ」

（それはそうかもしれないけど、わたしを逃にがす為ためにハーバード達の前に姿を見せるってけっこう危険な事だと思う。もしかしたら……本当にもしかしたらだけど、アルフレイ皇太子は案外いい人……かも？）

　口は悪いが、心根はそう悪くないのかもしれない。

　もう一度彼に頭を下げて、教えてもらった抜け道を目指して、走り出した。
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「グレハム警部。宮きゆう殿でんをくまなく捜さがしましたが、さきほどの女はどこにもいません」

　ハーバードは部下の報告を聞いて、考え込むように目を閉じた。

　舞踏会が行われていた大広間は、いまは警察と関係者だけしかいない。客達には別室で警官の尋じん問もんを受けてもらい、順次帰ってもらっている。隣となりにいた警視が赤ら顔を更さらに赤らめた。

「いないはずがなかろうが！　宮殿の出入り口はすべて押さえてあるんだ。逃げられるはずがない。まったく、女王陛下がおわす宮殿に泥どろ棒ぼうが入るなんて、前ぜん代だい未み聞もんだ。絶対に捕つかまえないと、警察の威い信しんに関かかわるぞ！」

　怒ど鳴なりまくっているのは、直属の上司だった。彼がこちらに向き直る。

「グレハム！　だいたい、お前がルビィを逃がすからこうなったんだ。責任はお前がとれ！」

「ええ。わかりました」

　あっさり答えると、警視がぎょっとした。

「えっ？　せ、責任をとるのか？」

「警視がそう仰おつしやるのなら。しかしまだ事件は始まったばかり。大声を出しているばかりでは、ルビィは捕まえられません。ここは一度冷静になられた方がいいかと」

　五十代の警視は、怒鳴り声ばかり大きくて、実力は伴ともなわない男だった。

　言い負かすのは簡単だが、絡からまれると面倒な手合いだ。警視がごほんと咳せき払ばらいした。

「もちろん私は冷静だ。しかしルビィに宮殿でものを盗まれたという事は大失態だぞ！」

「本当に、これは怪盗ルビィの仕し業わざなのでしょうか？」

　右手を顎あごに当てて呟つぶやくと、警視が目を見開く。

「何を言っているんだ！　怪盗ルビィからの予告状が来て、その通りに月の涙が盗まれた。盗まれたあとに、署名入りのカードだってあったじゃないか。ルビィが女だったというのは意外だが、いままで謎なぞだったルビィの顔がわかったんだ。似顔絵を作って……」

「それは無む駄だだと思います」

　警視に向き直ると、彼は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔をしていた。

「なんだと？」

「無駄だと言ったんです。おそらく、あの〝マリア〟という女は、変装していました。あれが素す顔がおではないでしょう」

　そう思ったのは、舞踏会で彼女と踊おどった時に握にぎった手に違い和わ感かんを覚えたからだ。

　彼女の手は、若くはあるが家事を知っている手だった。

　あの美しい顔が本物なら、たとえ裕ゆう福ふくでなくても援えん助じよしたいと申し出る男性は多いはずだ。

　遊び慣れた風の彼女の様子からして、それを断るとは思えなかった。

　だが握った手は少し荒あれていて、掃そう除じや洗せん濯たくなどを日常的に行っているのがわかった。

　美しい顔をしているマリアの手とはとうてい思えなかったが、あの顔が変装したものだとすれば、そんな手をしているのも納なつ得とくがいく。

「どうしてあの女が変装していたと思ったんだ」

　警視に詰つめ寄られたが、考えを話すつもりはなかった。証しよう拠こがない事は口にしたくない。

「そう思っただけです。それと、この件はルビィが犯人ではない可能性もあります。ルビィはいままで盗ぬすみをする時に誰だれかを傷付けた事はなかった。それなのにルイスに怪我をさせて盗みを働いた。ルビィが犯人だと決め付けて捜そう査さをするのはいかがなものかと思いますが」

「何を言っているんだ！　ルビィが犯人に決まっている！　まったく、お前は何もわかっていないな。もういい！」

　警視が怒鳴り声を上げて、背を向けた。ようやくうるさい警視がいなくなって息をつく。

　気を取り直して煙えん幕まくが出た辺りを見つめた。

　テーブルの下には煙幕が出る仕し掛かけがしてあった。こんな仕掛けを舞ぶ踏とう会の当日にするのは無理だろう。テーブルが運び込まれたのは昨日だ。昨日のうちに仕掛けをした可能性が高い。

「何か納得していない顔ですね」

　話しかけたのは、ヨシュアだ。四十代でひげを生やした彼は、穏おだやかだが鋭するどく、優ゆう秀しゆうな人物だった。どうして彼が出世せずに、あんな無能が警視になったのか首を傾かしげるほどだ。

「今回の件は怪盗ルビィの仕業だとは思えなくて」

「ほう、それはまたどうして？」

「煙幕の仕掛けは、ルビィがよく使う手です。だからきっとこの仕掛けをしたのはルビィでしょう。そしてマリアがルビィだと俺も思います。ですが……」

　さきほどから考えていた事を頭の中でまとめた。

「ルビィはいつも完かん璧ぺきなのに、今回の計画はかなりずさんです。煙幕を焚たいて指輪を抜き取ったのはいいが、みんなに顔を見られるようなへまをした。おそらくあれは変装した姿でしょうが、それでもいままでのルビィなら仮面をつけた姿しか見せた事はなかったのに」

「ルビィだって人間ですよ。失敗する事だってあるでしょう」

「失敗するような泥棒は、あんなに市民にもてはやされたりしません」

　ルビィは泥棒だが、市民の人気は高かった。数年前から出しゆつ没ぼつし、さっそうと盗みを働いて闇やみに消える。盗みがあった翌日は、それを取り上げた新聞が飛ぶように売れるらしい。

「どうも腑ふに落ちない。きっとルビィなら盗んだあとに置いていくカードをルイスの胸ポケット辺りに入れると思うんですが、床ゆかに置いていった。そう、まるで落としていったように見えます。それに何より、ルイスに怪我をさせた」

　カードが落ちていた辺りに目をやった。そちらに近づいて、膝ひざをつく。

「ここにカードが落ちていた。それで……」

　膝をついたまま右手に目を向けると、そこにあったテーブルを運ぼうとした警官が足を滑すべらせたのか派手に転んだ。警視の怒ど号ごうが飛ぶ。

「気をつけろ！　壊こわしたら、お前の給料ごときじゃ十年経たっても買えないぞ！」

「すみません！」

　敬礼した警官が、今度は慎しん重ちようにテーブルを運んだ。その様子を見守っていて、ふと彼の足もと辺りにきらりと光る何かが見えた。眉まゆ根ねを寄せて近づくと、落ちていたのは小さな徽章だ。

「これは……！」

　その徽章を見て、思わず目を見開いた。声を失っていると、ヨシュアが近づいてくる。

「どうかしましたか？」

「……いえ、何でもありません」

　さっとその徽章を背に隠かくした。何事もない風を装よそおったが、疑われていないかとそっとヨシュアに目をやった。彼は特に何かに気付いたわけではないようだ。

「すみませんが、警官を呼んできてください。この辺りのテーブルをもう一度調べたいので」

　頷うなずいてヨシュアが背を向けた。その隙すきを狙ねらって、徽章をポケットに入れる。

　徽章には鳥が翼つばさを広げた様子が刻印されていた。その図ず柄がらは一日たりとも忘れた事はない。

　その図柄に関係ある『組織』の事を調べたくて、警察に入ったのだから。

　どうしてこれがここに……と心の中で呟く。

「もしかしたら、この事件はかなり深い闇があるのかもしれない」

　声は自分でも驚おどろくほど重々しかった。
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「お嬢じよう様さま。ホットミルクです。どうぞ」

　メアリは、テーブルに置かれた白いカップを握って口元に運んだ。

　温かな湯気が立っているホットミルクには、いつも少しだけ砂糖が入っている。

　ほんのり甘いホットミルクを飲むと、いつも落ち着いた気持ちになれたが、今日は違ちがった。

　カップを握ったまま、昨夜ゆうべの事を思い出す。アルフレイが教えてくれた抜ぬけ道を使って宮殿を抜け出し、エリックと落ち合うはずだった場所へ向かった。

　青ざめた表情を見て察したのか、エリックは何も言わずに馬車に乗せてくれた。屋や敷しきへと戻もどり、エリックが用意してくれたお風ふ呂ろにひとまず入って、化け粧しようを落として着き替がえをした。

　もうその頃ころには、白々と夜が明け始めていた。

　エリックが簡単な朝食を用意してくれたので、食堂に来たところだ。

「エリック……失敗したわ。偽にせ者ものに先を越こされたの」

　ようやく出た声は震ふるえていた。エリックが傍かたわらに立って身を屈かがめ、そっと顔をのぞき込む。

「舞踏会であった事を話せますか？」

　何とか気を強く持って頷いた。そして昨日の出来事を話して聞かせる。

「……そういうわけで、ハーバードに追われていたところをアルフレイ皇太子が助けてくれたの。抜け道を教えてくれたから、それを使って宮殿を抜け出したんだけど、結局指輪は偽者に盗まれてしまったわ」

　悔くやしくてしかたなかった。時間はあまりなかったが、精いっぱい準備して舞踏会に臨のぞんだ。

　それなのに偽者に先を越されたばかりか、みんなが見ている前で〝彼女が怪かい盗とうルビィだ！〟と指をさされて、追いかけ回された。アルフレイが言っていたように、本物のルビィならこんな失態は演じないだろう。エリックがそっと肩かたに手を置いた。

「お嬢様は、できる限りの事をしました」

　責められるのを覚かく悟ごしていたのに、いつになく優やさしい声だった。

　その一言が涙なみだが出るくらいに嬉うれしかった。

「……でも、失敗した。きっとおばあさまはこんな失敗しないわ」

「失敗は誰にでもあります。お嬢様はまだ怪盗ルビィになったばかり。シャーロット様のようにできなくても、恥はじる事はありません。それにたとえ失敗したとしても、それからどうするかが重要です」

　エリックの言葉が胸に響ひびいた。顔を向けると、彼の黒い瞳ひとみが強い光を放っていた。

「……まだ逆転できるチャンスはあるのかしら。偽者の情報も何もない、この状じよう況きようで」

「それはお嬢様の頑がん張ばり次し第だいです。ですが、お嬢様ならやれると信じています」

　力強い一言だった。その言葉を胸に気持ちを奮い立たせる。

「────そうよね。じっとしていてもおばあさまは助けられない。偽者に先を越されたのは悔しいけど、まだ何とかできるはずだわ。アルフレイ皇太子に、月の涙を取り戻せと言われたの。偽者を見付け出して月の涙を取り戻せれば、おばあさまを救えるかもしれない」

　決意が胸に溢あふれた。エリックが満足そうに微笑ほほえむ。

「それでこそ、お嬢様です。落ち込んでいるお嬢様はからかいがいがないので、つまらないです。元気を出してください。では、昨日の舞踏会の事をもっと詳くわしく教えてください。何か不思議に思ったり、おかしな事はありませんでしたか？」

　微び妙みように失礼ななぐさめの言葉だったが、いまはそれには触ふれず、昨夜の事を思い浮うかべた。

「……そういえば、変だったわ。煙幕が出る少し前まで、わたしはハーバードと踊おどっていたの。だけどルイスからは目を離はなさなかった」

　煙幕は、ルイスが座る場所の近くにあるテーブルに仕掛けていた。ルイスは内向的で、舞踏会でも用意された椅い子すに座って踊る人々を眺ながめているのがほとんどだという情報を摑つかんでいたので、その作戦を立てたのだ。そして予定通り、ルイスはずっと椅子に座っていた。

　そこから動かないでくれとはらはらしながら、彼を監かん視ししていたので間ま違ちがいない。

「煙幕が上がった時、ルイスの近くには誰もいなかった。一番近いところにいたのが、ハーバードと離れてルイスの方へ向かっていたわたしよ。そのわたしより早くルイスに近づいて指輪を抜き取った人物がいた。そんな事が本当にできるのかしら？」

「近くに誰もいなかったといっても、舞踏会の最中ですから大広間にはたくさんの人がいたはずです。煙えん幕まくが焚かれたと同時にルイスに近づいて盗んだのでは？」

　エリックの話はもっともだと思うが、どうも納なつ得とくできずに首を傾げる。

「でもわたしは煙幕が出るのを知っていたから慌あわてなかったけど、他ほかの誰も煙幕が出るなんて知らないはずだから、まずはパニックになると思うの。実際、大広間は悲鳴がすごかったわ」

　耳にはその悲鳴がいまでも残っている。

「わたしはルイスから目を離さなかったし、彼からもそう離れていなかった。足だって自信があるし、どう考えたってあの場にいる誰よりもわたしが一番早くルイスに近づけたはず。それなのに偽者がルイスから指輪を奪うばったのは、わたしより早かった」

　いったい誰がどうやって盗んだのか、まったくわからなかった。

「テーブルの下に隠れていたとしたらどうですか。様子を窺うかがっていて盗ぬすむチャンスがあれば実行しようと思っていて、運良く煙幕が上がったから飛び出てルイス様から指輪を盗んだとか」

　エリックが顎あごに手を当てた。あり得ない話ではなかったが、どうも納得がいかない。

「でも、煙幕がなくなって周りが見えるようになったのは、ルイスが盗まれたと悲鳴を上げて、わたしが彼にぶつかってすぐだったわ。ぶつかったせいで、犯人だって指さされたの。その時わたし以外は誰だれも近くにいなかったのよ。だったら本当の犯人はどこに消えたの？」

　どこか隠れる場所があったのならそこにまた隠れたか、とても足が速くてさっさと人ひと混ごみに紛まぎれた可能性はあった。しかしどうも腑に落ちない事が多かった。

「……もっと盗まれた時の詳しい状況が知りたいわ。偽者がどうやって指輪を盗んだのか知っている人物はただ一人。……エリック、ルイスのところに行きましょう」

　椅子から立ち上がると、エリックが驚いたように目を見開いた。

「まさか、彼に事情を聞く気ですか？」

「ええ。だって、あの状況で犯人に直接接せつ触しよくしたのは彼だけだもの」

「しかし、彼は〝マリア〟が犯人だと思っています。あの変装では彼のもとにはいけません。だからといって、素す顔がおで彼に会うのは危険です」

「わかってるわ。素顔ではいかない。〝マリア〟に変装していくわ。ここはあえてそうした方がいいと思うの。ルイスはマリアに好感を持っていたわ。自分は無実だと彼に訴うつたえてみる。それに、見ず知らずの人よりも、マリアの方があの時の状況を聞き出しやすいと思うの」

「警察を呼ばれたらどうします？」

「〝呼べないような〟状況で彼に話を聞くわ。考えがあるの。エリック、ちょっと調べてほしい事があるんだけど、いい？」

　エリックが戸と惑まどった顔をしつつも頷いた。

　うまくいくかどうかはわからないが、じっとしているのは性しように合わない。

「おばあさまを必ず救ってみせるわ。その為ためにも絶対に月の涙を取り戻してやるんだから！」

　心の声を口にして、エリックにこれからの行動についてさっそく話を始めた。
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　グレハム家のタウンハウスは、ロードンの閑かん静せいな住宅街にあった。

　自室にいたハーバードは、椅子に座って新聞に目を通す。

　新聞はインクが手につかないよう執しつ事じがアイロンをかけていて、しわ一つない。

「今日も舞ぶ踏とう会での盗とう難なん事件については書かれていないな。やっぱり王室が醜しゆう聞ぶんを恐おそれて新聞社に圧力をかけているのか」

　数日前の舞踏会での事を思い出す。

　頭に浮かんだのは怪盗ルビィに盗まれた指輪ではなく、そのあと見付けた徽章だった。

「あの徽章は、いったい誰が……」

　鳥が翼つばさを広げた様子が刻まれた徽章は、自分にとって重要な意味を持つものだった。本当なら盗みの現場に落ちていたのだから、警察の保管庫に預けなければならないが、黙だまって持って来ていた。あの徽章の持ち主が舞踏会にいたはずだ。その人物が誰か、ずっと考えていた。

「ハーバード」

　部屋の扉とびらをノックして顔を出したのは、母のエリザだった。

　エリザは豊かな金きん髪ぱつを結ゆい上げていて、自分と同じ緑の瞳をしていた。もう四十は過ぎているはずだが、自分とそう変わらないのではないかと思うほど若々しく見える。

　少し夢見がちなところはあるものの、優しく穏おだやかな性格で誰からも好かれていた。

　エリザがにこにこしながら入ってきて、白い箱を両手で差し出した。

「マフィンを焼いたの。メアリに届けてちょうだい」

　エリザの趣しゆ味みはお菓か子し作りだ。母の趣味にとやかく言うつもりはないが、お菓子を作るたびにメアリのところに持って行かされるのは、いつも自分だった。

「今日は仕事で忙いそがしいので、無理です。だいたい、どうしていつも俺なんです。お菓子を持って行くぐらい、使用人が名前も覚えきれないほどいるんですから、誰かに行かせてください」

　エリザの顔がみるみる悲しそうに歪ゆがんだ。

「ひどいわ。ハーバード。お仕事を始めてから、いつも忙しい忙しいって、ちっとも私のお願いを聞いてくれなくなって。そんなに大変ならお仕事をやめたら？　お父様もあなたが警察で働くのに反対はしていないけど、賛成もしていらっしゃらないのよ」

　貴族の紳しん士しが働くのは、眉まゆをひそめられる行こう為いだとよくわかっていた。

　領地からの収入で成り立っているのが貴族だ。外で働くのは、領地が貧しいからだと思われかねない。それは何より体面を重んじる貴族にとっては、恥ずべき事だった。

「俺は信念をもって警察で働いています。周りに何か言われても一向に気になりません」

　警察で働いているのは、ある理由があるからだ。

　口にした事はないが、母にはうすうす感づかれていると思う。エリザがやや俯うつむいた。

「……シリウスの事は、お父様にお任せしましょう」

　その名前を聞くと胸がズキッと痛んだ。この三年間、一日たりとも忘れた事のない名前だ。

「任せて三年経たちましたが、いまだに生きているのかさえわからないんですよ。俺は自分のやり方で兄さんを捜さがします」

　自分には、二人の兄がいる。一番上の兄は、いまは領地で父の跡あとを継つぐ為に勉強中だ。

　そして次じ兄けいにあたるのは五歳年上のシリウスだ。彼はいつだって自じ慢まんできる兄だった。

　スポーツも勉強もできて人望も厚く、弱い者には優やさしい。国の為に働きたいと、父の反対を押し切って近この衛え隊に入隊した。白い軍服に金章をたくさんつけた兄が、パレードで女王陛下の馬車を護衛しているのを見た時、自分も兄のようになりたいと思った。

「ハーバード……」

　すがるような目で見つめられたが、小さく首を横に振ふった。

「母上がメアリを可愛かわいがっているのは、三年前のあの時、メアリの両親も巻き込まれたからでしょう？　いい加減、彼女にも事情を話した方がいいと思います。両親の死の謎なぞを知らないままでは、メアリがかわいそうだ」

「でも話したら、メアリはまた悲しい事を思い出して泣くわ。ヒューストン伯はく爵しやく夫妻が亡なくなられた時、メアリは声を殺して泣いていたのよ」

　いまでもその泣き声が聞こえるかのように、エリザが耳を押さえた。

　メアリの事は可愛いと思っている。大切な妹のような存在だ。傷付けたくないし、ずっと笑っていてほしい。だから彼女をまた泣かせたくないという気持ちはよくわかった。

　エリザの細い指が、カフスのついた袖そで口ぐちを摑んだ。

「メアリがもっと大人になったら、お父様が直接真実をお話しになるわ。だからいまはよけいな事を言ってはだめ。お願い、ハーバード。あなたも黙っていて」

　涙なみだをためた自分と同じ緑の瞳ひとみ。その目で見つめられると、さすがに嫌いやとは言えなかった。

「……わかりました。ですが、ずっとこのままというわけにはいきません。それから、それとは別にメアリの事で心配している事があるんですが」

　いい機会だから、気になっている事を母に相談しようと思った。

「ヒューストン家には男子がいない。もしシャーロット伯爵に何かあったら、親しん戚せきの男子が爵位を継ぐでしょう。メアリは女伯爵として認めてもらう為に、特許状を申しん請せいしたようですが、そう簡単に通るとは思えない。だから父上から王室に口くち添ぞえしてもらってはどうでしょう」

　メアリは領地の事もよく勉強しているし、シャーロットが領主になる為の教育もしているようだ。清せい廉れん潔けつ白ぱくで正直なメアリなら、たとえ女性でもよい領主になるだろうと思った。

　しかし特許状は、かなり特別な理由がないともらえない。

　グレハム家は公こう爵しやく家として昔から王室と深い関かかわりがある。領地にある港は貿易が盛んで、それで財をなした。財産だけでいうならこの国でも一、二を争うほどの資産家だ。

　王室が主しゆ催さいする事業にもかなりの額の寄付をしているので、父が女王陛下に謁えつ見けんする機会も多かった。父が口添えすれば、特許状の申請も通りやすいのではないかと思った。

「女伯爵なんて大変よ。メアリにはお嫁よめさんになって女性として幸せになってもらいたいわ」

　貴族の娘むすめに生まれて、資産家の貴族に嫁とついだ母らしい発言だった。

「しかしそれでは、ヒューストン家が」

「大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんとメアリが安心して暮らせるように、お父様が考えてらっしゃるから」

　満面に笑えみを浮うかべたエリザに、思わず首を傾かしげた。

「考えてらっしゃるって、いったいどんな事を？」

　父も母もメアリを自分の子どものように思っている。彼女の行く末を心配しているのはよくわかっていたが、いまのヒューストン家の危機を打破できる考えとは何か気になった。

　エリザがいたずらっぽく笑って、口元に指を立てた。

「まだ秘密よ。もうすぐ発表するから待っていて。でもこれだけは言っておくわ。お父様がみんなが幸せになれる計画を立てていらっしゃるから、発表するのを楽しみにしててね」

　どうもおかしな感じがした。母は子どもっぽいところがあるので、こういう言い方になるのだろうが、いったい何を計画しているのかが気になった。

　しかしそれを聞いている余よ裕ゆうはないようだ。そろそろ出勤の時間だった。

「わかりました。父上達がちゃんとメアリの事を考えていてくれるのなら、それでいいです。では、俺は仕事に行きますので」

　本来なら執事に着き替がえから何から出かける準備を調ととのえてもらうのが貴族だが、そういう事は昔からあまり好きではなかった。だから仕事に行く時は自分で準備するようにしている。

「いってらっしゃい、ハーバード」

　見送る母に小さく頷うなずいて、上着に袖そでを通して部屋をあとにする。

　廊ろう下かを歩きながらも頭に浮かんでくるのは、胸ポケットに入れている徽章の事だ。

　舞踏会には大勢の客がいた。誰だれがこの徽章を落としたのかもわからない。

　持ち主を探すのはかなり気が遠くなるような作業だった。それでも、ようやく得た手がかりだ。気が急せいていたが、徽章の持ち主を探す前に、やらなければならない事があった。

「月の涙を盗ぬすんだ犯人を見付けなければな。今日はルイスに会って、もう一度指輪を盗まれた時の状じよう況きようを聞くか」

　ルイスは指輪を盗まれて怪け我がをさせられたショックで数日寝ね込こんでいたらしい。

　ようやく落ち着いてきたようだと、連れん絡らくが入っていた。

　ふと、舞ぶ踏とう会で踊おどったマリアの事を思い出す。美しい女性だった。気の強そうなつんとした顔つきと態度だったが、人を引きつける魅み力りよくを持っていて、話していて楽しかった。

　つり上がり気味の紫むらさきの瞳が頭あたまに浮かんで、ふと首を傾げた。

「……どうしてメアリの顔が出てくるんだ」

　マリアの顔と同時に、なぜか幼なじみのメアリの顔が浮かぶ。メアリの父と自分の両親が親友で、子どもの頃ころ社交シーズンにロードンに来た時はいつも一いつ緒しよに遊んでいた。いまもかなりの頻ひん度どでお茶会をしている。たまに突とつ拍ぴよう子しもない事をしたりするので、目が離はなせなかった。

　ついこの間まではあどけない少女だったのに、いつの間にか社交界デビューするような年になって、時折はっとするほどの可か憐れんな笑みを浮かべる事がある。顔には出さないが、最近はその笑みを見てどきりとする事もあって、彼女を眩まぶしく感じるようになっていた。

「マリアとメアリか。まったく違ちがう顔と雰ふん囲い気きなのに、どうして二人の顔が一緒に思い出されるんだ？　同じ紫の瞳だからか？　イングテッドの民たみの三分の一はみんな紫の瞳をしているというのに。……いかんな。どうやら忙しすぎて、頭が混乱しているようだ」

　苦笑して、気を取り直した。そしてマリアの事に考えを集中する。

「……マリアがルビィだ。それは間ま違ちがいない。だが月の涙を盗んだ犯人は本当にルビィか？」

　そう呟つぶやいて、眉まゆ根ねを寄せた。個人的な意見では、その答えは否いなだ。

　あの時おそらくルビィの計画は何かが原因で狂くるったのだと思う。そうでなければ、いままで完かん璧ぺきな盗みを繰くり返してきたのに、世間に顔をさらして慌あわてて逃にげるような失態は演じない。

　そしてこれはただの勘かんだが、その計画が狂った原因はこの徽章と関わりがあるのではないかと思っていた。それを確かめる為ために、まずは当事者であるルイスから話を聞きたかった。

「ルビィを捕つかまえる仕事にはそんなに興味はなかったが……マリアがルビィなら、泥どろ棒ぼう退治も悪くないな」

　口元がわずかに綻ほころんだ。今度会ったら、絶対にこの手で捕まえる。そう強く思った。
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　ヘルベルト侯こう爵しやく家のタウンハウスは、ロードンの一等地にあった。

　周りは閑かん静せいな住宅街で、立派な屋や敷しきが並んでいる。

　マリアに変装したメアリは、馬車の窓から屋敷を見つめて、目を丸くした。

「大きなお屋敷ね。うちとは大おお違ちがい」

　馬車は屋敷の前にある通りの目立たない場所に停とめていた。

　正面に座った御ぎよ者しや姿のエリックが、双そう眼がん鏡きようで屋敷の方を覗のぞいている。

「ルイスは毎月五日に仕立屋に行って服を新調するそうです」

「毎月服を新調するなんて、本当にお金持ちなのね。わたしなんて、服を新調したのは覚えていないくらい昔だわ」

　今日はルイスが仕立屋に行く日だった。

　舞踏会での事がショックだったのかしばらく外出を控ひかえていたようだが、服を仕立てるのは唯ゆい一いつの趣しゆ味みらしく今日は必ず外出するはずだとエリックが調べて来てくれた。

「さあ、屋敷に忍しのび込んで計画通りに細工を……」

「もう終わりました」

　腕うでまくりをしようとすると、エリックが即そく答とうした。

「え？　もう終わったの？」

「はい。本当はお嬢じよう様さまが怪かい盗とうルビィとして一人前になれるように、最低限のお手伝いしかしないつもりでしたが、この状況ではしかたありません。ルイス様の予定を調べるついでに細工も終えておきました。これは一つ貸しですよ。今度皿洗いを十日ほどやって返してくださいね」

「うっ、十日も？……わかったわ。それにしても、屋敷に忍び込んでルイスの予定を調べて、その上細工までしたなんて。エリック、あなた魔ま法ほう使つかいじゃない？」

　必要な道具も作り、変装はお手の物。盗みの計画を立てるのも鮮あざやかで、身の軽さも機転の速さも超ちよう一いち流りゆう。そんなエリックを見つめて目を丸くした。

「ねぇ、エリック。あなた本当に何者なの？　ふつうの人じゃないわよね。もしかして……」

「あ！　お嬢様、馬車が出てきました。きっとルイス様が乗っておいでです」

　エリックが門を指さした。またごまかされたと思いつつ、いまはルイスと話をする方が先だと気持ちを切り替かえる。エリックがさっと外に出ると、すぐそのあとに馬車が動き出した。

「何が何でもルイスと話をしなくちゃ」

　窓から先を行くルイスの馬車を見つめて、呟いた。







　ルイスの行きつけの仕立屋は、郊こう外がいに店を構えているらしい。その店は、貴族の間ではかなり知られているようだ。腕のいい職人だが、紹しよう介かいがないと店にも入れないという。

　メアリは、仕立屋から出てくるルイスを双眼鏡で確かく認にんした。

「お嬢様。そろそろ仕し掛かけが作動しますが、準備はよろしいですか？」

　馬車の外からエリックの声がした。

「ええ、人がいないところでうまく足止めできればいいけど」

　辺りはのどかな田園が広がっている。農夫達がちらほら畑仕事をしているので、人目がないとは言えないが、ロードンの街中よりはずいぶんましだった。

　馬車は街の方へ向かっているらしく、舗ほ装そうされていないでこぼこの道を揺ゆれながら進んでいた。しばらくそのままでいると、ふいに前方に煙けむりが立ち上っているのが見えた。

「煙があがっているわ！」

　窓から顔を出すと、前方から男性の切せつ羽ぱ詰つまったような声が聞こえてくる。

「……火事なのか！」

　馬車から慌てて出てきたのはルイスだ。御者と一緒に煙に包まれた馬車を呆ぼう然ぜんと見ている。

「エリックの作った仕掛けは本当にすごいわ。それにしても時間になったら煙が出る仕掛けなんて、いったいどうやって作るのかしら？」

　不思議に思って前にも聞いたが、秘密ですと言って絶対に教えてくれなかった。

「どうして急に馬車に煙が……！」

　ルイスが頭を抱かかえて叫さけび、立っていられなかったのか地面に膝ひざをつく。

　幸い辺りに人はいなかった。エリックが馬車を停めてルイスの御者に駆かけ寄った。

「どうしました！」

「ああ、助けてください。馬車から煙が……うっ！」

　御者が呻うめいたのは、エリックが片手を捻ひねって動きを封ふうじ、口を塞ふさいだからだ。

「何をする！」

　怯おびえつつも声を上げたルイスに、馬車から降りて駆け寄った。ルイスが目を見開く。

「君は……マリア。いや、怪盗ルビィ！」

「待って！　違うわ。話を聞いて。わたしは何も盗んでいないの！」

　ルイスを見上げてハスキーな〝マリア〟の声で訴うつたえて、瞳ひとみを潤うるませた。

　偽にせ者ものに先を越こされた悔くやしさを思うと、自然とそんな顔になった。ルイスがまなじりを決す。

「何を言っているんだ！」

「本当よ。わたしは煙に包まれたあなたが心配で駆け寄っただけ。指輪なんて盗ぬすんでいないわ。それに、もしわたしが盗んだのだとしたら、もう目的は達成したのだから、こうしてわざわざ会いに来るはずないでしょう？」

　ルイスがはっとした表情になる。そして戸と惑まどうように目を動かした。

「それは……確かにそうだけど」

「助けて、ルイス。犯人だと思われて困っているの。このままだと警察に捕まって牢ろうに入れられるわ。無実の罪でそんな辛つらい目にあいたくないの。お願い、わたしを信じて」

　盗んでいないのは本当なので、噓うそをつかなくていいのは助かった。

　ルイスが考え込むように俯うつむく。さっと辺りに目をやると、ルイスの御者を捕まえていたエリックはいつの間にか姿を消していた。打ち合わせ通り、御者に話を聞かれないよう彼を連れてこの場を離れたようだった。ルイスに近づいて、そっと彼の腕に手を添そえた。

「わたしは何もしていないわ。わたしの無実を証明するには、本当の犯人を捕まえなければならないの。だからお願い、舞踏会で指輪が盗まれた時の事を話して。犯人はわたしが捜さがすわ。あなたには迷めい惑わくをかけないから」

　見上げると、ルイスの分厚い眼鏡の奥にある青い瞳が揺らめいていた。

（あれ？　近くで見るとルイスって整った顔立ちをしているのね。目の大きさが変わるくらい眼鏡が分厚いから、いままでよくわからなかった）

　舞ぶ踏とう会の時には、計画通りに動くのに必死だったので、ゆっくりルイスの顔を観察している暇ひまがなかった。じっくり見つめると、青い瞳は宝石のようにきらめいていた。

　そばかすだらけではあるが、彫ほりが深くてはっきりした目鼻立ちをしている。

　うっかりすると見み惚とれそうなほど整った顔だなと思いながら、ふと首を傾かしげた。

（ルイスって、誰だれかに似ているような……）

　誰だろうと考える前に、ルイスがおずおずと口を開いた。

「……本当に君が犯人ではないのかい？」

　不ふ審しんなものを見るような目つきは消えて、窺うかがうような目を向けられて大きく頷うなずいた。

「ええ。わたしがそんな事をするはずないでしょう。お願い！　舞踏会で指輪を盗まれた時の事を教えて！」

　両手を組んで、祈いのるように見つめた。しばらく考え込んでいたルイスが、小さく息をつく。

「……君の事を信じたい。僕はあまり女性から好かれる容姿ではないのに、君は優やさしく話しかけてくれた。君みたいに美しい女性と親しく話したのは初めてだった」

（うっ、素す顔がおはぜんっぜん美しくないんだけど……。騙だましてごめんなさい）

　頰ほおを染めたルイスを見て罪悪感にさいなまれたが、だからといってようやく彼とまともに話せるチャンスを逃のがすわけにはいかない。心を鬼おににして小さく頷いた。

「わたしもあなたとお話ししている間、とても楽しかったわ。できたらあなたの事をもっと知りたいと思っていたの。でも、指輪を盗んだ犯人だなんて疑いをかけられたら、もうあなたとは会えなくなるわ」

　悲しげに俯くと、ルイスがそっと肩かたに手を置いた。

「すまない。僕があの時混乱して君を犯人だと指さしてしまったから。……あの時、突とつ然ぜん煙が出て騒さわぎが起こって……。そして誰かに腕を摑つかまれたんだ。煙のせいで姿は見えなくて。そいつが僕の腕を傷付けて、怯ひるんだ隙すきに指から強ごう引いんに指輪を抜ぬいたんだ」

「何か犯人の手がかりになるようなものはない？　男か女かそれだけでもいいから」

「それが……煙のせいで本当に何も見えなくて。性別すらわからなかったんだ。だからぶつかってきた君が犯人だって言ってしまって」

　ルイスが困ったように顔を歪ゆがめた。

「煙しか見えなかったというなら、匂においは？　香こう水すいの香かおりはしなかった？」

「何も匂わなかったと思う。煙えん幕まくのせいで慌あわてていたから、細かい事はわからなかったけど」

　ルイスから直接話を聞ければ情報が摑めると思ったが、どうやら当てが外れたようだ。

「ごめんね。役に立てなくて」

　しゅんとしたルイスに慌てて笑えみを向けた。

「いいえ。あなたがわたしの無実を信じてくれただけでも嬉うれしいわ」

「警察に君は犯人ではなかったと話すよ。そうだ、君はいったい、どこのご令れい嬢じようだい？」

　問いかけられて、心の中でひっと悲鳴を上げた。

（まずい……！　身元を調べられたらマリアが存在しないってばれてしまう）

「いえ、きっと警察は信じてくれないわ。まずは自分で犯人を捜すから」

「でも……あれ!?」

　ルイスが道の向こうからやってきた馬車に気付いて眉まゆ根ねを寄せた。

　馬車はすぐ近くで停とまって、男達が数人降りてくる。彼らを見て、思わず身構えた。

「誰！　あなた達」

　男達は身なりはいいが、目元に黒い仮面をつけている。

　ただの通りすがりには見えなかった。彼らにぐるりと周りを囲まれる。

「女を連れて行け」

　淡たん々たんとした声は、正面にいた男のものだ。ルイスが青ざめながらも、一歩踏ふみ出した。

「何だ、君達は！」

「黙だまって見ていろ。お前に用事はない。さるお方からこの女を連れて来いと言われたんだ」

（さるお方？　誰の事？）

　辺りを見回したが、エリックはルイスの御ぎよ者しやを遠くへ連れて行っていて、誰もいなかった。

（彼らが何者かわからないけど、このままじゃ連れて行かれてしまう。何とかしなくては！）

　そう思ったが、相手は屈くつ強きようでしかも六人いる。とても太刀たち打うちできないだろう。

「何をしている！」

　そこへ聞こえた声に目を見開いた。

　まさかと思いつつ、声が聞こえた右手に目をやると、馬に乗ったハーバードだ。

「どうして……！」

　思わず素すの声が出て、慌てて手で口を塞ぐ。幸い小さな声だったので、どうにか気付かれなかったようだ。ハーバードが近くまで来て馬を降りた。そして視線を鋭するどくする。

「警察だ。その女は重要な容疑者だ。何をするつもりだ」

「我々もこの女に用がある。邪じや魔まはするな」

　男が胸むな元もとに手を入れる。取り出した鈍にび色いろに光る銃じゆうをハーバードに向けた。

「おい、よせ！　女性がいるのに、そんなものを出すな！」

　震ふるえる声で叫んだのはルイスだった。銃を持った男がふんと鼻であざ笑った。

「なよなよした坊ぼうやは邪魔だな」

　男の一人がルイスの腕うでを捻ねじり上げ、すばやくみぞおちに拳こぶしを入れる。ルイスが呻いて、力なく項うな垂だれた。どうやら気絶したようだ。ハーバードがさっと胸元に手を入れようとした。

「おっと。動くなよ。動いたら、この女の頭に穴が空くぞ」

　男が銃をこちらに突つきつけた。銃で狙ねらわれるなんて初めてだ。

　怖こわくて足が震えた。ハーバードがこちらと男を交こう互ごに見て動きを止める。男達は全員銃を持っているようだ。いっせいに銃を向けられて、ハーバードがしかたなさそうに手をおろした。

　ハーバードが冷静な顔を男に向ける。

「その女を放せ」

「いいや。この女には用があるんだ。ここまで見られたら、あんたも一いつ緒しよに来てもらうぞ」

　男がにやりとした。ハーバードはうろたえず、男達をねめつけた。

「いいだろう。その代わり、ルイスは置いていけ」

「この状じよう況きようで取引か？　面おも白しろい。いいだろう。この男には用がないし、さっきのびびり方ではどうせ大した事もできまい。だがあんたをこのまま置いていったら、草の根を分けてでも俺達を捜し出すだろう。あんたは狩人かりうどの目をしている。そういう目の奴やつには油断大敵だ」

「なるほど。人を見る目はあるようだな」

　ハーバードは冷たい微び笑しようを浮うかべていた。銃で狙われているのに、臆おくした様子もない。

「こっちに来い！」

　男がハーバードの腕を摑もうとした。

　それを振ふり払はらって、ハーバードは堂々と馬車に乗る。たとえどんな状況になっても慌てないのは、おそらくどんな悪条件も乗り越こえられるという自信があるからだろうと思った。

「お前もさっさと行け！」

　男達に痛いぐらいに強く腕を摑まれた。抵てい抗こうは無む駄だだろうが、それでも何をされるのかという不安で足が竦すくんだ。馬車の中からハーバードがきつい視線を男に送る。

「女性に乱暴するな」

「この女は怪かい盗とうルビィだぞ。お前もさっき重要な容疑者だと言っていただろう」

（どうしてこの人達は、わたしが怪盗ルビィだって知っているの？）

　仮面のせいで顔はわからないが、おそらく彼らとは会った事もないと思う。

　疑問に思っていると、ハーバードが男達をじっくりと見回した。

「わかっている。しかし女性は女性だ。手て荒あらな事をするなら、ここで暴れてもいいぞ。そうなったら、けが人が出るだけではすまないと思え」

　捕つかまっている状態で、脅おどしは通用しないはずだ。しかし男達の顔色が変わった。

「……わかった。お前とやりあうと面めん倒どうそうだ。さあ、乗れ」

　今度は手で促うながされた。躊ちゆう躇ちよしたものの、馬車へと足を進める。

　自分一人だったら、こんな状況で馬車に乗れと言われても震えてできなかっただろう。

　だがハーバードが一緒ならきっと大だい丈じよう夫ぶという思いが心に生まれていた。

（わたしはいまはマリア。ハーバードに、変装しているのを知られないようにしなくては）

　おかしな運命の巡めぐり合わせだと思った。この運命の先に何が待っているかはわからないが、決して冷静さだけは忘れないようにしようと心に決めた。
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　男達に連れて来られたのは、窓一つない暗い石造りの部屋だった。

　辺りには冷たい空気が漂ただよい、部屋の外からは何の音も聞こえてこない。

　メアリはさきほど男達が出て行った扉とびらのノブを動かしながら、ため息をついた。

「開かないわ。ここはどこなの？」

　馬車では目め隠かくしをされていた。馬車から降りてこの部屋に連れてこられるまで、男達に手を引かれて目隠しをしたまま歩いたので、ここがいったいどこなのか見当もつかなかった。

（何とかここから逃にげ出さないと。エリックが心配しているわ。それに……）

　背後に目をやった。部屋には奥に古いソファと背の高いランプがあるだけだ。そのソファに座っているハーバードと目が合う。彼はゆったりとソファにもたれて、息をついた。

「あいつらは君に用があると言っていた。焦あせらなくても、向こうから何か言ってくるさ。隙は必ずできる。それを狙って脱だつ出しゆつするしかないな」

　慌てて扉に向き直った。ハーバードに顔を見られないようにする為ためだ。

　彼が言うように相手の出方を見るべきだろうが、それまで待っていられない事情がある。

（こんな密室でハーバードと二人きりなんて困る！　変装はしているけど、勘かんの鋭いハーバードの事だから、何がきっかけでわたしがメアリだって気付くかわからないし）

　部屋はランプが一つあるだけなので薄うす暗ぐらかった。ハーバードの顔も表情まではわかりにくい。これならしばらくは大丈夫だと思うが、油断はならなかった。それに……と心の中で呟つぶやく。

（舞ぶ踏とう会の時もそうだったけど、ハーバードはわたしメアリと会う時とマリアの姿で会う時の態度が違ちがうのよ。いつもはちょっとぶっきらぼうだけど紳しん士し的で優やさしいのに、マリア相手だとすごく強ごう引いんというか、情熱的に話しかけたりして。またあんな事になったら、どうしよう！）

　心の中でうろたえていたが、どうにかそれを抑おさえつけた。焦った様子を見せると、あやしまれるかもしれない。気になっている事もあったので、何とか落ち着いた声を出した。

「……どうして、あんなところにいたの？」

　答えてくれないかと思ったが、ハーバードが一呼吸置いて話を始めた。

「ルイスに用があって屋や敷しきを訪ねたら、仕立屋に行ったと聞いたんだ。それで馬で追いかけてきた。……ところで、俺はさっき警察だと名乗ったが、驚おどろいていなかったな」

　じっと見つめられているのが、背を向けていてもわかった。

（え？　あ！　そうか。彼にとっては、わたしは舞踏会で初めて会った女性。一緒に踊おどった彼が警察官だって知ったら、きっと驚くわよね！　本当だったら、さらわれた場面で彼が警察だって言った時に驚かなきゃいけなかったんだ！……どうしよう。うまくとぼけなきゃ）

「……驚いたわよ。だけど、変な男達に囲まれてパニックになっていたから、そう見えなかっただけじゃない？」

　答えつつ、祖母からもらった怪盗秘術書の一番初めに書いてあった事が頭に浮かんでいた。

『怪盗の心得、その一、何が起こっても冷静に。その二、ピンチの時こそ周りをよく観察する事』

　それを実行する時だと思った。不安げな表情を作りつつ、ハーバードに向き直る。

「それより、ルイスに何の用だったの？」

「それは君には関係ないだろう。マリア。……いや、ルビィ」

　ハーバードの声が一段低くなった。黙っていると、彼が息をつく。

「返事しないのか？　ではこれだけ答えろ。舞踏会の時、月の涙なみだを盗ぬすんだのはルビィか？」

　どう答えるか悩なやんだが、戸と惑まどうような表情を作って小さく首を横に振った。

「さあ。わたしはルビィじゃないからわからないわ。新聞で読んだだけしかルビィの事は知らないけど、あの指輪が盗まれた時の状況を考えると、本物の仕し業わざだとは思えないわ」

　信じてくれるとは思っていなかったが、それでも無実だと伝えたかった。

「俺もそう思う」

　力強い声に驚いて、彼をまじまじと見つめる。

「本当に？」

「ああ、ルビィの仕事にしてはかなり雑だ。ルビィは盗みを行う時には、常に完かん璧ぺきな計画を立てている。だからこそ、何度も警察がしてやられているんだ。そのルビィが指輪を盗んだのはいいが、姿を見られた上に追いかけ回されてあたふた逃げ出すなんて、あり得ない」

　先日の盗みに対するハーバードの評価は最悪のようだった。

「考えるに、おそらく指輪を先に盗んだ者がいたのではないかと思う。そのせいでルビィの計画が狂くるったんだろう。おかげで姿を見られて逃げ出すはめになった。だからルビィは先に盗んだ奴の事が知りたくて、事情を唯ゆい一いつ知っているであろうルイスの前にのこのこ姿を見せた」

　図星過ぎて何も言えなかった。彼の推理通りに動いた自分が情けなかったが、それを表情には出さずにつんと顔を上げて腕を組んだ。

「あら、その話だとわたしがルビィだと信じて疑ってないみたいね。でも違う……きゃっ！」

　立ち上がったハーバードが大おお股またで近づいてきた。何事かと後ずさろうとしたが、すぐ後ろは扉だ。横に逃げようとしたが、ハーバードの両りよう腕うでが顔を挟はさみ込む。真っ正面にハーバードの顔があった。身体からだ全体を使って、壁かべに縫ぬい留めるように追い詰つめてくる。

「とぼけるな。お前はルビィだ。それは間ま違ちがいない。……逃がさないからな」

　すぐ近くで緑の瞳ひとみが鋭するどい光を放っていた。その目で見つめられると、怖こわくてしかたない。

　ドレスの中の足はがくがく震ふるえて、いまにも力が抜ぬけて倒たおれ込みそうだ。狩人に追い詰められた獲え物ものはこんな気持ちではないだろうかと思う。緊きん張ちようしているとハーバードが薄うすく笑った。

「まあ、そう簡単に認めなくてもいい。そのぐらいの気き概がいがないと追い詰めても楽しくない」

　息がかかるほど近くにある顔が、見知らぬ男のように見えた。

（舞踏会の時と同じだ。あの時も、ハーバードはわたしの知らない顔をした……）

　それは幼なじみで兄妹きようだいのような関係のメアリには決して見せない男としての顔だ。狩人としての顔は、近づくと危険だとわかっていても吸い寄せられてしまう危あやうい魅み力りよくに溢あふれていた。

「ルビィは変装が得意だ。お前がルビィではないというなら、その顔は本当の顔のはずだが。……いや、その前にそもそもお前は本当に女なのか？」

　その言葉に内心でびくっとした。

（どうしよう。もし触さわられでもしたら、いっぱい詰め物をしているのがばれる……！）

　今日は動きやすいように、すそだけが広がっているマーメイドタイプのドレスを着ていた。

　そのせいで身体のラインが出るので、胸や腰こしに詰め物をしている。

　おかげで女性らしい体形に見えているが、確かめる為に触られたらすぐにばれるだろう。

（ハーバードに押されてはだめ！　わたしはマリア。マリアは遊び慣れていて、ハーバードより年上の女性よ。こんな時だって慌あわてたりしない！）

　頭の中は混乱していたが、何とか気持ちを落ち着かせた。そしてわざと微笑ほほえむ。

「あら、じゃあ触って確かめてみる？」

　逃げたり焦ったりしたらハーバードは疑いを強くするだろう。一か八ばちか色っぽい声で挑ちよう発はつするような視線を送ると、彼がじっと目を見つめてきた。本当に触られたらどうしようと内心で怯おびえていたが、あえて彼の目を真っ向から見返す。絡からみ合う視線に火花が散った気がした。

　しばらくそのまま見つめ合うと、やがてハーバードが息をつく。

「いや、やめておこう。触って確かめるまでもない。舞踏会で踊った時の抱だき心地ごこちからすると、お前は間違いなく女だ。いままで謎なぞだったルビィの正体が、ようやく見えてきたな」

　ほくそ笑えむ顔も初めて見るものだ。そんな彼を見つめていると、複雑な気持ちになった。

　彼とは十年のつきあいになる。幼なじみである自分メアリに向けられるのは、いつも優しい顔か心配して怒おこっている顔ばかりだ。だけど知り合って数日のマリアにはいろんな顔を見せている。

（それって、わたしメアリを女性として見ていないって事よね……。ハーバードから見たわたしは、きっとまだまだ子どもなんだわ）

　恋れん愛あい対象にならないから、いつも優しく紳士的なのだとふと気付いた。

（……ん？　なんだろう。もやもやする。ハーバードは子どもの頃ころから知っているし、お兄さんみたいなものなんだから、別に恋愛対象にならなくたっていいのに、どうして……？）

　考え込もうとしたものの、そんな場合ではないと理性が叫さけんだ。その声に押されるように、どうにか気を取り直す。何とかマリアとしての表情を保ちつつ、そっと彼の胸を押し返した。

「わたしはルビィじゃないって言っているでしょう。誤解されるのはもううんざり」

「あくまでそう言い張るのか。……まあいい。いまはここから出るのが先決だ。お前の正体を探るのは後回しにしよう」
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　ハーバードがようやく腕うでを退どけて背を向けてくれた。

（よかった……！　解放してくれて。これ以上追及されたらどうしようかと思ったわ！）

　鋭い視線から逃のがれられて心からほっとしていると、ハーバードが何気なく話しかけてきた。

「……それにしても、あいつらはお前に何の用なんだろうな。〝ルビィ〟」

「さあ、知らないわ。わたしだっていまの状じよう況きようを説明してほしい……あっ！」

　思わず口元を押さえた。解放されて安あん堵どしていたので、つい油断した。

　こちらを向いたハーバードが強気な笑みを浮うかべたのを見て、罠わなにはまったと気付く。

「ルビィと呼ばれて返事をしたな」

（しまったーっ。どうしよう……！）

　心の中で叫んで、狩人かりうどの罠から抜け出す為にはどうしたらいいか必死で考えを巡めぐらせる。

　マリアならどうするかと考えて、ふとある事を思いついた。

（ハーバードは手て強ごわすぎる。これ以上ごまかすのは難しいわ。だったら一か八か……！）

　近づくのは危険だと思ったが、思い切って彼に一歩歩み寄る。

　そして堂々としたしぐさで腰に手を当てて、視線に力を込めた。

「確かにわたしはルビィよ。認めるわ。その上で提案があるの。ねぇ、協力しない？」

　ごまかさずに認めたのが驚きだったのか、ハーバードが軽く目を見開いた。

　話を自分のペースに持って行く為ためにも、わざと余よ裕ゆうありげに微笑んだ。

「あなたの言う通り、指輪は何者かに先に盗まれたの。ルビィの偽にせ者ものなんて、絶対に許さないわ。必ず捕つかまえてやる。だけどそれにはまずここから逃にげないと何もできないわ。あなただってここにずっといるのは困るでしょう？」

　ハーバードが考えるようにやや目を伏ふせた。

「だからいまだけ協力しましょうよ。絶対に偽者を捕まえたいの。あなただって本当の犯人を捕まえたいはず。ここから逃げ出すのに協力してくれたら、わたしが手に入れた偽者についての情報をすべて渡わたすわ。だから事件が解決するまでわたしを捕まえないでほしいの」

　ハーバードがどれだけ賢かしこく状況判断に長たけているかは知っている。彼を味方にできれば、心強かった。彼はじっとこちらを見つめている。瞳の色は透すき通るようなグリーン。

　その緑の瞳に吸い込まれるような錯さつ覚かくさえあった。

「……いいだろう」

　不承不承といった声だった。もっと説得に時間がかかるかと思っていたので、正直驚いた。

「本当に？」

「ああ、俺もこの件を個人的に調べたいと思っている。しかし警察の上層部は、ルビィが犯人だとして捜そう査さしている。上司が頭が固くて、いくら俺が言っても犯人はルビィだと言ってきかないんだ。いまのままでは、警察は本当の犯人を捕まえられない」

「個人的……？　あなた個人がこの件をどうして調べたいの？」

　ふいに口を噤つぐんだハーバードが気になって、もう一歩近づいた。

　おかげで、彼との距きよ離りは手を伸のばせば触ふれるほどに近くなった。

「それはお前には関係ない」

　きつい視線を放つ彼から感じたのは、強い拒きよ絶ぜつだ。触れれば怪け我がをしそうなほどの空気が彼を包んでいる。しかしそれに負けまいと気を強く持った。

「関係なくはないわ。もしあなたが個人的に調べている事が偽者に関するものだったら、わたしにも教えて。この事件を解決するには、あなた一人では限界もあるでしょう？　わたしだったら違ちがう視点から話を聞けるわ」

　ハーバードと初めて会ったのは、確か七歳の時だ。彼は父の親友のグレハム公こう爵しやくに連れられて、屋や敷しきに遊びに来た。そして庭で咲さいたというチューリップを一輪プレゼントしてくれた。

　初めて会った記念にと言って微笑む彼は、まるで天使のようだった。

　あれから十年近く経たち、天使は雄お々おしい美神へと成長した。警察に入り、働く彼を尊敬もしている。彼が何か調べているというなら、自分にできる事をして手伝いたかった。

　ハーバードがしばらく考え込むように目を伏せた。

「怪かい盗とうのお前なら、世間は知らない裏の情報を知っているかもしれないな。……いいだろう。ただし、いまから言う事は他言するな。誓ちかえるか？」

　こちらを見み据すえた彼の目には、思わず後ずさりしそうなほど激しい怒いかりの炎ほのおが燃えていた。

「ええ。わたしは口は堅かたいわ」

　頷うなずくと、ハーバードが胸ポケットに手を入れた。そこから取り出したのは、小さな徽章だ。

「これに見覚えは？」

「鳥が翼つばさを広げた姿が刻んであるわね。……いいえ、見た事はないわ」

　首を横に振ふると、ハーバードが落らく胆たんしたように息をついた。

「その徽章がどうかしたの？」

「これは、ブラックバードという組織の幹部が持っているものだ」

「ブラックバード？　それっていったいどんな組織なの？」

「王室に反感を持つ者達の集まりのようだ。どんな人物が幹部なのか、どういう活動をしているのか詳くわしい事は不明だ。ブラックバードという名も世間一いつ般ぱんには知られていない」

　ハーバードが手の平にある徽章を睨にらみつける。

「この徽章はあの舞ぶ踏とう会のすぐあとに大広間で見付けたんだ。おそらく舞踏会の出席者の中にブラックバードの幹部がいたんだと思う。彼らは王室に反感を持っている。王室の舞踏会で騒さわぎが起きたという事は、もしかしたら彼らが何か関係しているのかもしれない」

　ハーバードにしては推測の言葉が続いて不思議に思った。彼はあまり言葉数は多くない。

　長いつきあいだから、それが確証のない事を口にしないせいだとわかっていた。

「そのブラックバードという組織を追っているの？　どうして？」

　ハーバードはためらうように一度口を閉じたが、やがて顔をこちらに向けた。

「俺の兄は近この衛え隊の隊長だった。三年前、兄は王室の命令でブラックバードを探っていた。しかしある日突とつ然ぜん消息を絶ったんだ」

　驚おどろきに言葉を失う。初めて聞く話だった。彼が三人兄弟の末っ子だというのは知っていた。

　だが屋敷に遊びにくるのはハーバードだけで、二人の兄には会った事がなかった。

「消息を絶ったって、どうして？」

「おそらくブラックバードを探っていて、奴やつらに捕まったんだと思う。兄が行方ゆくえ不明になってからしばらくして、俺宛あてに差出人不明の手紙が届いた。手紙には捜さがすなという言葉とともに、この徽章の鳥が翼を広げたマークが描かかれていた」

　ハーバードが徽章をもう一度こちらに見えるように掲かかげた。

「それって、お兄さんが捜すなって書いたのかしら、それとも……」

　恐おそろしい考えが頭に浮かんだ。ハーバードが小さく頷く。

「筆ひつ跡せきは兄のものだったが、おそらく誰だれかに書かされたんだと思う。……兄は俺の憧あこがれだった。清せい廉れん潔けつ白ぱくで、国の為に働きたいと近衛隊に入隊を志願した。近衛隊の軍服を着て、女王陛下の馬車を守る為に馬で追従する凜り々りしい姿を見て、あんな風になりたいとずっと思っていた」

　兄の勇ゆう敢かんな姿を思い出しているのか、ハーバードはわずかに口元を綻ほころばせていた。

「兄から来た手紙に描かれていたこのマーク。これが何なのかずっと調べていた。個人で調べるのには限界があると思って、周りの反対を押し切って警察に入った。そこでこのマークはブラックバードという反王室派組織のものだとわかったんだ」

　徽章を再び睨みつけて、ハーバードが話を続けた。

「兄と一いつ緒しよに近衛隊にいた人物を探し出して、兄がブラックバードを追っていたという事も聞き出した。しかしブラックバードの実体を探さぐろうとしても何も出てこない。わかったのは、この徽章は幹部だけが持っているらしいという事ぐらいだ」

　淡たん々たんとした声だが、悔くやしそうな表情を浮かべている。彼のこんな顔を見るのは初めてだ。

「徽章が舞踏会の大広間に落ちていた。それだけで事件に彼らが関かかわっていると思うの？」

　舞踏会にいた大勢の客の一人が持っていただけならば、事件との関係は薄うすいように思えた。

「ああ。俺の勘かんはそう囁ささやいている。だが証しよう拠こはない。だから信じてもらえないだろうから一人で捜査しているんだ。それに、三年かけてようやくブラックバードの手がかりを得たんだ。このチャンスを逃したくない」

　ハーバードの視線が強くなった。その目から彼の気持ちが伝わってくる。

（お兄さんがとても大事なんだ。事件と本当に関わりがあるのかはわからないけど、ハーバードの気がすむまで調べさせてあげたい）

　小さな頃ころから、彼にはいろんな場面で助けてもらった。初めてカードを教えてもらったし、乗馬をしていて落ちそうになったところを助けてもらった事もある。

　さまざまな思い出を共有した兄のような存在だ。悩なやんでいる姿を見るのは辛つらかった。

　ハーバードが一呼吸置いて、再び口を開いた。

「それに……今のままでは、メアリに申し訳がない」

　突然自分の名前が出てきて、どきりとした。驚きを表情に出さないようにするのが精いっぱいだ。何とか心を落ち着けて、探るような眼まな差ざしを向ける。

「メアリって？」

　自分はいまはマリアだ。メアリの名前なんて知らないから、聞くのはおかしくないはずだ。

「俺の幼なじみだ。メアリの父と俺の両親が親友で子どもの頃から一緒に遊んでいた」

「そう……。そのメアリって子に、どうして申し訳ないなんて思うの？」

　ハーバードには迷めい惑わくをかけた事はあっても、かけられた事はなかった。申し訳なく思われるような事には心当たりがない。ハーバードは躊ちゆう躇ちよしていたが、やがて息を一つ吐ついた。

「三年前、兄が消息を絶った時、メアリの両親も一緒にいた。メアリの両親は、兄と一緒にいなくなったんだ」

　衝しよう撃げきの一言だった。目を見開いたまま、思考が止まる。

（どういう事……!?　だって、父様と母様は、事故で亡なくなったって……）

　確かに両親が亡くなったのは、三年前だ。屋敷で朝目覚めると、祖母がベッドの横に立っていて、両親が事故で亡くなったと告げた。馬車が崖がけから落ちて遺体の損傷が激しく、葬そう式しきでも顔を見る事すらできなかった。動どう揺ようを隠かくしきれないでいると、不ふ審しんそうな顔を向けられた。

「どうした？」

　はっとして、どうにか気持ちを静めようとした。

「いえ、何でもないの。……兄と一緒にいなくなったってどういう事？」

　何とか自然な声を出そうと苦心した。メアリとして彼と話す事は許されない。

　あくまで自分は第三者の立場で話をしなければならなかった。

「ブラックバードを追っていた兄に、どうやらメアリの両親が協力していたようだ。三人は一緒に姿を消した。おそらく三人ともブラックバードに連れて行かれたのだと思う」

　信じられない話だったが、納なつ得とくがいく部分もあった。

（ヒューストン家は、代々王室の秘密の仕事を任されていた。つまり父様は反王室派組織のブラックバードを調べるっていう密命を受けていた可能性があるわ。だから近衛隊のハーバードのお兄さんと一緒に行動していた。それが敵に知られて拉ら致ちされたとしたら……）

　突とつ拍ぴよう子しもない考えだったが、真実に近い気がした。

　そして、こんな最悪な状じよう況きようの中で、唯ゆい一いつの希望の光がある。

（もしかして、父様と母様は生きているのかもしれない……！）

　思わず胸がいっぱいになった。彼の話が本当なら、両親は生きている可能性がある。

　それを確かめたくて、はやる気持ちを抑おさえてハーバードを見つめた。

「連れて行かれたって事は、その三人は生きている可能性はあるのかしら……？」

　答えを待つほんのわずかな間が永遠のように長く感じた。

「ああ、俺はそう信じている。兄の手紙が来たのは、行方不明になってからだ。筆跡は間ま違ちがいなく兄だったから、生きているはずだ。だったら、メアリの両親も生きている可能性はある」

　思わず顔が綻ぶ。何より嬉うれしい言葉だった。両親が亡くなった時、声を上げて泣いた。祖母に見られると心配されるから、部屋に閉じこもってシーツを被かぶって、涙なみだが涸かれるまで泣いた。

　祖母の前では気き丈じように振る舞まっていたが、あの時は立っている事さえ難しいほど辛かった。

「メアリの両親は兄がさらわれる時に居合わせて、巻き込まれたのだと思う。夫妻が乗っていた馬車が崖から転落したのは、おそらくブラックバードの偽ぎ装そうだ。その証拠に崖の高さは大した事がなかったのに、夫妻の遺体は顔も判別できないほど滅め茶ちや苦く茶ちやだった。あの遺体は夫妻ではなく別人のものだろう」

　ハーバードがそっと両手で顔を覆おおった。

「夫妻の葬式のあと、メアリはずっと泣いていた。誰にも知られないように部屋で一人で。励はげまそうと思って部屋に行ったら、押し殺した泣き声が扉とびら越ごしに聞こえてきたんだ。いまでもそれが耳から離はなれない。彼女には申し訳ない事をした。夫妻が巻き込まれたのは、兄のせいだ」

　そうではないと言いたかった。父は王室の秘密の仕事をしていた。ブラックバードを調べていたのは、きっとそういう命令を受けていたからだ。しかしそれは口には出せない。

　黙だまっていると、ハーバードが顔を上げた。緑の瞳ひとみには、強い決意の光が宿っている。

「兄から手紙が来た時に、兄が生きているなら夫妻も生きている可能性があると気付いた。だからその時に誓ちかったんだ。ブラックバードを調べて、兄とメアリの両親が生きているなら助け出そうと。可能性は低いかもしれないがゼロじゃない」

　ハーバードの熱い思いに涙が出そうだった。彼が周りに眉まゆをひそめられながらも警察に勤めているのも、危険を顧かえりみずに捜そう査さしているのも、そしてきっとヒューストン家をたびたび訪おとずれるのも、自分を大事に思ってくれているからだと気付いた。

（ありがとう。ハーバード。父様と母様が生きていると信じてくれて。そして捜してくれて）

　潤うるんだ目を見られないようにそっと下を向いた。

「メアリの為ためにも、必ずブラックバードの事を調べ上げてみせる。そして兄とメアリの両親を助け出してみせる。俺は一度決めた事は曲げない主義だからな」

　不ふ遜そんな笑えみは、彼によく似合っていた。緑の瞳には強い意志が溢あふれている。

　そんな彼の表情を見ていると、なぜか胸がうずいた。

（あれ？　なんだろう。変な感じがする。ハーバードの事は前から知っているのに、初めて会ったみたいにドキドキする……。どうして!?）

　怪かい盗とうルビィとして行動するようになってから、ハーバードにいろんな顔がある事を知った。

　獲え物ものを追う野性的な狩人かりうどの顔。女性を相手にする時の大人の顔。警察としての凜々しい顔。

　どれも魅み力りよく的だったが、いまの顔が一番心が突つき動かされた気がする。

　初めて感じる胸のうずきに戸と惑まどっていると、ハーバードがこちらを見み据すえた。

「ルビィ。今回の事件とブラックバードがどう関わっているのかはわからない。だが俺はそれを調べたいと思っている。闇やみの世界の事は闇の仕事に携たずさわる者が一番よく知っているはずだ。お前が俺に協力するなら事件が終わるまでは捕つかまえない。そう約束しよう」

　願ってもない言葉だった。大きく頷うなずいて、彼を見上げる。

「いいわ。わたしも偽にせ者ものについて知り得た情報があったら、あなたに話す。もちろんブラックバードについて知り得た事もね。……一時休戦ね」

　右手を差し出すと、ハーバードが渋しぶ々しぶといった表情でそれを握にぎった。

「怪盗と協力する日がくるとは思わなかったが……。しかたない。目的を遂とげる為の手段は選ばないと誓った。その為には、お前と協力するのが一番いいだろう。だが、お前がもし俺との約束を破ったら……」

　ハーバードが握っていた手に力を入れて、強ごう引いんに引き寄せた。突とつ然ぜんの事に驚おどろいて、胸に飛びこむ形になる。ハーバードがぎゅっと抱だきしめて首筋に顔を埋うずめ、ふいに歯を立てた。

「きゃっ！」

　軽い痛みだったが、そんな事をされるとは思わず驚いていると、彼がほくそ笑んだ。

「必ずこの手で捕まえて、もっと辛い痛みを味わわせてやるから、覚かく悟ごしておけ」

　低くて甘い声なのに、ぞっとするほど恐おそろしさを感じた。

　共きよう闘とうすると約束したが、やはり警察の彼とは相あい容いれない関係なのだと、改めて思った。







　ハーバードがようやく離れてくれたので、メアリは心底ほっとしていた。

　嚙かまれた首筋がちくちく痛む。その痛みが、裏切るなという彼のメッセージのような気がした。ハーバードを恐ろしいとさえ感じていたが、深呼吸して何とか気持ちを落ち着かせていると、ふいに扉とびらの外から足音がするのに気付いた。

「……誰だれか来るわ」

　身構えると、ハーバードが一歩前に出て、庇かばうように立ってくれた。

　鍵かぎがガチャリと開く音がして、扉がゆっくり動く。

（さるお方がわたしに用があるって言ってたわね。いったい、わたしをここに連れてきたのは誰の命令なの？）

　ハーバードの背中越ごしに扉が開くのをじっと見つめた。

「あなたは……！」

　顔を見せた人物を見て、我が目を疑う。そこに立っていたのは予想もしなかった人物だ。

　驚いているのは、ハーバードも同じようだった。

「そんなはずないわ……。どうしてアルフレイ皇太子が」

　自分で見ている光景が信じられなかった。しかし扉から入ってくるのは間違いなく、銀の長い髪かみに青い瞳を持つ、イングテッドの皇太子アルフレイだ。

　月の王子と呼ばれ、女性達が熱い視線を送る彼の美び貌ぼうは、薄うす暗ぐらい中でも健在だった。

「手て荒あらな真似まねをしてすまなかった」

　低音の美声もいつものアルフレイだった。信じられなくて、首を横に振ふる。

「何をしているの？　あなたは……」

　はっとして口を噤つぐんだ。この場にはハーバードがいる。王室と怪盗ルビィの関係は誰にも知られてはならないと言われていた。知り合いだとわかる言動は慎つつしむべきだ。

「こちらの男性には、少々席を外してもらおう。……彼を外へ」

　アルフレイの後ろから現れたのは、さきほど自分をさらってきた仮面を被った男達だった。

「いいや、俺はここに残る。女性を一人にするわけにはいかない」

　ハーバードが抵てい抗こうしようとしたが、男は銃じゆうを突きつけた。

　それでもハーバードは怯ひるまず、男を牽けん制せいしようとした。そんな彼の腕うでを慌あわてて握る。

「……大だい丈じよう夫ぶよ。考えがあるの。いまは彼らに従って」

　アルフレイが自分をここに連れて来させたのだとしたら、ひとまず命の危険はないはずだ。

　だがハーバードは巻き込まれているだけなので、抵抗したら銃で撃うたれるかもしれない。

「本当か？」

　ハーバードがアルフレイとこちらと交こう互ごに目をやった。

　アルフレイが美神のごとき微笑ほほえみで、ゆっくり頷く。

「誓おう。彼女に何かするつもりはない。少し話がしたいだけだ。あまり聞かれたくない話なので、大人しく隣となりの部屋に移動してくれ」

　ハーバードが心配そうに見つめてきたが、大丈夫だという意味を込めて頷いた。

「────わかった」

　男に促うながされて、ハーバードが部屋を出て行く。アルフレイがそっと扉を閉めた。

　薄暗い部屋の中で、アルフレイと二人っきりになる。

「ハーバードにひどい事はしないで」

　きつい視線を送ると、アルフレイが穏おだやかな笑みを浮うかべた。

「いいだろう。用があるのは君だ」

　アルフレイにソファに座るよう促された。しかし立ったまま、彼を睨にらみつける。

「どうしてわたしを連れてきたの。用があるなら宮きゆう殿でんに呼べばいいでしょう」

　アルフレイがすまなそうに目を伏ふせる。

「実は少々事情が変わってね。君を警察に連れて行く事にした」

　突然の話に目を見開いた。

「何を言っているの!?　そんな事をしたらあなただって困るでしょう？　わたしがあなたの命令で動いている事が世間に知られるわ」

「私が否定したら誰も信じないさ。皇太子の私と泥どろ棒ぼうの君、世間はどちらを信じるかな？」

　小こ馬ば鹿かにしたような表情を向けられ、腹の底から怒いかりがこみ上げた。

「何を言っているのよ！　盗ぬすまれた王室の宝物を取り戻もどすんじゃなかったの!?」

　詰つめ寄って彼の腕を摑つかんだが、すぐに汚きたないものが触ふれたかのようなしぐさで振り払はらわれた。

「それなら心配しなくてもいい。君と引き替かえに、私が売り払った宝物の件は不問に付すと、女王陛下と約束ができているんだ」

　衝しよう撃げきの一言に息を吞のんだ。

「〝私〟が売り払った……ですって!?」

　宮殿に盗みの仕し掛かけをしに潜せん入にゆうした時の事がふいに頭に蘇よみがえった。メイド達が、宝物が盗まれた時、アルフレイが宝物庫に出入りするのを見た人がいると言っていた。

　それが本当だとしたら、いまアルフレイが言った事とつじつまがあうと気付く。

（アルフレイ皇太子は自分で宝物を盗んで売り払ったけど、それがばれそうになって内密にルビィに命じて宝物を取り返していた。そして今度はルビィを警察に引き渡わたす代わりに、その罪をなかった事にしてもらおうとしている……つまり、そういう事？）

　アルフレイは顔はとてつもなく綺き麗れいだが、自信家で嫌いやみばかりで、正直あまり好きではなかった。でも彼は宮殿でハーバードに捕まりそうになった時、助けてくれた。

　口ほど心根は悪くないのかもと思っていたのに、真実は違ちがったのかと愕がく然ぜんとする。

「君には本当にすまない事をしたと思っているよ。ルビィ」

　呆ぼう然ぜんとアルフレイを凝ぎよう視ししていたが、ふといまの一言が気になった。

（いま、ルビィって呼んだわよね。おかしいわ。だってアルフレイ皇太子はわたしを一人前だと認めるまでは、ルビィとは呼ばないって言ってたのに）

　頭の中が混乱していて冷静になるのは難しかったが、何とか落ち着こうと怪盗秘術書に書いてあった事を思い出す。〝怪盗の心得、その一、何が起こっても冷静に。その二、ピンチの時こそ周りをよく観察する事。〟それを心の中で繰くり返してから、じっくり彼を観察する。

「……アルフレイ皇太子。本当にわたしを警察に突き出すつもりですか？」

「ああ、すまないがそうさせてもらうよ」

　申し訳なさそうな顔をした彼にも違い和わ感かんがあった。

（おかしいわ。あの俺様皇太子が〝すまない〟なんて嫌み以外で言うなんて。それにさっき部屋に入ってきてから、一度も彼の言葉にむかっとしてない。いつもなら、このぐらいの会話の中で、十回は腹が立つはずなのに）

　嫌みを言わないアルフレイなんて、絶対に変だった。

　それに警察に突き出すつもりなら、なぜわざわざ姿を見せるのかもよくわからない。

　男達に捕つかまえさせて、そのまま警察に連れて行かせればいいはずだ。

　そう考えて、ふとある可能性に気付いて、もう一度じっくりとアルフレイの顔を見つめた。

「あ！」

　突然声を上げると、驚いたのかアルフレイが目を瞬またたかせた。

「どうしたんだ？」

「……何でもないです。あまりに緊きん張ちようが続いたんで、黙だまっていられなくて声を出しただけ」

　慌ててその場を取り繕つくろった。たったいま、彼の顔を見ていて、ある事に気付いた。

（わたしが気付いたって知られない方がいいわ。でもいまわたしが思いついた事が真実なら、犯人がどうやってあの舞ぶ踏とう会で指輪を盗んだのか、わかっちゃったかも……！）

　心臓がどくどくと信じられない速さで動いていた。混乱していた頭が、真実を求めて冷えていく。証しよう拠こが欲しかった。自分の考えが正しいという確信が。

　だから俯うつむいて、大げさに手で顔を覆おおった。

「ひどいわ。アルフレイ皇太子……。信じていたのに」

　声を震ふるわせたのは演技だった。

「かわいそうに。ルビィ」

　泣いているように見えるだろうかと不安だったが、どうやら信じてくれたようだ。

　顔を伏せたまま、そっと一歩近づいた。

「……お願い、ハーバードは助けて。彼は巻き込まれただけなの」

「いや、そうはいかないよ。彼には死んでもらう。壁かべ越ごしに、彼と最後のお別れをするといい。では、私はこれで失礼しよう。女性の涙なみだは苦手なんだ。さようなら。ルビィ」

　アルフレイが胸に手を当てて、優ゆう雅がにおじぎした。部屋を出て行ったのを見届けて、泣いている演技をやめて腕うで組ぐみをする。そして壁に目を向けた。どちら側に部屋があるかはわからないが、アルフレイはハーバードに隣の部屋に移動してくれと言っていた。

「どうやら罠わなにはまってしまったみたいね。だけどそう簡単には思い通りにならないわよ。……ここから逃にげる為ためには、まずはハーバードと合流しなきゃ」

　そう決めて、まずはこの部屋から出る準備をする為に、さっそく行動を始めた。




[image: ]




　メアリは部屋の隅すみで、古いランプが割れているのを見付けた。

　その破は片へんを手に取って、ソファに近づく。

「ソファにはきっと、あれが使われているはず」

　布をガラス片で引き裂さいて、中に詰まった綿を引き出すと、金具が見えた。

「あった！」

　ソファに使われていた針金を引っこ抜ぬき、扉とびらに向かう。

「解かい錠じよう術はエリックに教えてもらったけど、まだあんまりうまくできないのよね……」

　扉にある丸い鍵かぎ穴あなをのぞき込んだ。たとえ開けられたとしても、外に見張りがいるかもしれない。不安は大きいが、ここでじっとしていても始まらないと思った。

　意を決して、針金を鍵穴に入れる。しばらく針金を動かすと、手て応ごたえがあった。

　家具と同じく古い屋や敷しきのようで、錠もそう難しいものではなさそうだ。

　針金を右回りに動かすと、ガチャリと音がする。

「やった！　練習の時だって十回に一回しか開けられなかったのに！　やっぱりエリックの教えがいいのね」

　一度深呼吸して、そっとノブに手をかけた。外に見張りがいないのを祈いのるばかりだ。

　古いせいか、ギィッと大きな音がした。心臓が止まりそうだったが、そのままじっとして様子をみる。人の気配がない事を確かく認にんして、外を覗のぞいた。

「よかった……。誰だれもいない」

　廊ろう下かは掃そう除じが行き届いていないらしく、壁は黒ずんでいて埃ほこりっぽかった。

「目め隠かくしをされて連れてこられた時、けっこうな長さの階段を下りたけど、上った覚えがないのよね。もしかしたら、ここは地下なのかも……」

　窓一つない狭せまい廊下に出て右を向くと、前方がすぐ突き当たりになっていて扉があった。

　後ろにある廊下の先は行き止まりになっている。右手にある扉の一つは自分がいた部屋で、その隣となりにもう一つ扉があった。おそらくここにハーバードがいるのだろう。

「見張りがいるとしたらあの扉の向こうね。できるだけ物音を立てないようにしなくちゃ」

　前方の扉に注意を向けつつ、ハーバードがいる部屋の扉に近寄った。小さくノックする。

「ハーバード。わたしよ」

　そっと声をかけると、扉の中で人が動く気配がした。

「どうやって逃げ出した？」

　ハーバードの声だった。彼が無事だとわかってほっとする。

「わたしを誰だと思っているの。こんな鍵くらい開けるのは簡単よ」

「……だったら、さっき待っている間に開ければよかったのに」

（うっ！　だってさっきまではまだ混乱してたし、やってみたらどうにか開いただけで、絶対に開けられるなんて自信はなかったもの）

　心の声を口にするわけにはいかず、なるべく強気な声を出した。

「さっきは様子を窺うかがっていたのよ。いまここも開けるからちょっと待ってて」

　針金を鍵穴に入れて慎しん重ちように動かした。幸いここの鍵も隣の部屋のものと同じようで、しばらくするとガチャリと鍵が外れる音がする。

「やった！　やればできるじゃない。わたし！」

　自画自賛しつつ、ノブに手をかけて回す。扉を開くと、すぐ目の前にハーバードがいた。

「さすがだな。怪かい盗とうルビィ。できたらもっと早くその特技を活いかしてもらいたかったが」

「そんな事を言うと、また扉を閉めて鍵をかけるわよ」

　きつめに睨にらむと、ハーバードが苦く笑しようして扉から出てきた。

「それは困るな。とりあえずここを出るぞ。……それと、アルフレイ皇太子はお前に何の話があったんだ？」

「それは……」

「おい！　何をしている！」

　声がした方を見ると、廊下の先にあった扉が開いて、仮面をつけた男が顔を見せていた。

「どうしよう……あ！」

　怯ひるんでいると、ハーバードがすばやく男に駆かけ寄った。男が懐ふところに手を入れたのは、おそらく銃じゆうを出す為だろう。ハーバードはその腕うでを勢いよく蹴けり上げる。

「うっ！」

　男が呻うめいて、手から銃が離はなれて空中に飛んだ。

　ハーバードが見事な跳ちよう躍やく力で銃を空中で摑つかみ、着地と同時に男の額に突きつける。

「動くな。声も出すな。逆らったら撃うつ」

　低い威い嚇かくの声は震えるほど迫はく力りよくがあった。男が慌あわてて頷うなずく。

「鍵をよこせ」

　ハーバードが左手を出すと、男が腰こしに下げていた鍵の束を外して手て渡わたした。

「ここはどこだ？」

「……言ったら殺される」

　男は震えていたが、ハーバードは容よう赦しやなかった。銃口を男の額に更さらに突きつける。

「言わないなら、俺がいまここで殺してやる」

　とても脅おどしには聞こえなかった。男がひぃっと悲鳴を上げる。

「わ、わかった。ここはロードンの西にある、ビュザールだ」

　ビュザールとは農村地帯だ。いいブドウがとれる事で有名だった。

「この屋敷にはお前の他ほかに誰がいる？」

「庭に見張りが二人いる。だから俺を入れて、三人だけだ」

「いいだろう。そこの部屋に入れ」

　ハーバードがいた部屋に、男が渋しぶ々しぶと足を踏ふみ入れた。そのままハーバードが扉を閉めて、男から奪うばった鍵を使って閉じ込める。あっという間の出来事に、目を丸くした。

（すごい……！　ハーバードって強いのね。喧けん嘩かしてるところなんて見た事もなかったから、びっくりした。それにすごい迫力だわ。悪人相手だと、こんな顔をするんだ……）

「さあ、行くぞ」

　ハーバードが銃を腰のベルトに挟み、鍵はポケットにしまってから、右手を差し出した。

「摑まれ。走るぞ」

　躊ちゆう躇ちよしつつも、彼の手を握にぎった。小さな頃ころは手を繫つないで遊んだりもしたが、ここ数年はそんな機会はなかった。温かい大きな手にどぎまぎしつつ、外へと続く扉に向かって走り出した。
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「うわっ！」

　荒あれ放題の庭で、ハーバードは仮面をつけた男を殴なぐりつけた。

　男は地面に突つっ伏ぷして、気絶したのかぐったりとなる。銃の扱あつかいは警察でも一、二を争うほどだと自負している。それに負けず劣おとらず、ボクシングも得意だった。

「もう出てきていいぞ」

　背後に目をやると赤いドレスを着た女性が建物の陰かげから顔を見せる。年の頃は二十代前半。

　白い肌はだと赤い唇くちびるを持つ美しい怪盗ルビィ。マリアと名乗っているが、本名ではないだろう。

　ミステリアスな女性だが話をすると案外素す直なおで、そのギャップに面めん食くらう事もしばしばだ。

　しかし彼女は怪盗ルビィだ。いまは事情があって協力しているが、いつ裏切るかはわからない。素直な態度も、自分を油断させる為の計算だという可能性もあると思っていた。

　ルビィは、倒たおれている男を見て心配そうな目つきになる。

「気絶しているの？」

「ああ、さっき庭の向こうにいた男も倒したから、ここにはもう敵はいないはずだ。さあ、さっきアルフレイ皇太子と話した事を聞かせろ」

　閉じ込められていたのは、いまにも崩くずれそうな古びた教会の地下室だった。そこに姿を見せたのは予想もしなかった人物だ。月の王子の異名をとるイングテッドの皇太子アルフレイ。

　彼はルビィに話があると言った。隣の部屋に連れ出されたせいで、話の内容はわからなかった。抵てい抗こうしてもよかったが、ルビィに危害を加える気はないようなので様子を見た。

　そしてルビィが鍵を開けてくれたので、二人で外まで逃にげてきたのだ。

「アルフレイ皇太子が来た時、おかしな感じがした。何か知っているんじゃないのか？」

　ルビィが考え込むように俯うつむいた。

「……わたしの考えが正しければ、月の涙なみだを盗ぬすんだ本当の犯人がわかったわ」

「なんだと！　どういう事だ？」

　予想もしない答えに驚おどろいて詰つめ寄ると、ルビィが顔を上げた。

　彼女の鮮あざやかな紫むらさきの瞳ひとみが印象的だった。それを見つめて、思わず眉まゆ根ねを寄せた。

　なぜかまたしても幼なじみのメアリの顔が頭をよぎったのだ。まったく違ちがう顔なのに、どうしてメアリの事を思い出してしまうのか、自分でも不思議だった。

　メアリは純じゆん朴ぼくでまじめな少女だ。妖よう艶えんなマリアとは似ても似つかない。

　もしかしたら、メアリと同じように守るべき存在としてマリアの事を認にん識しきしているのだろうかと自分の心に問いかける。怪盗で犯罪者のルビィである彼女を。

　軽く頭かぶりを振ふってその考えを追い払はらった。いまはそんな事を考えている場合ではなかった。

　気を取り直してもう一度マリアを見つめる。

　彼女は自分の動どう揺ようには気付かなかったのか、目を左右に動かしつつ口を開く。

「待って。確証はまだないの。犯人はかなり狡こう猾かつよ。証しよう拠こを揃そろえないと逃げられるわ」

　ルビィの目は毅き然ぜんとしていた。その目に見つめられると、なぜか胸がざわざわした。

「いまからわたしの考えが正しいかどうか確かめにいってくる。もしわたしの考えている事が真実だったら、必ず伝えるわ。約束する。だからそれまで少しだけ待ってて」

　真しん剣けんな眼まな差ざしはとても噓うそを言っているようには見えなかった。

　しかし警察としての自分が、彼女を信用するなと囁ささやく。

「このまま逃げる気ではないだろうな？」

「犯人を捕つかまえるまでは協力するって言ったでしょう。わたしは怪盗ルビィよ。言った事は必ず守る。……それにハーバードには借りがあるわ」

　夕暮れ時の光が彼女をそっと照らした。

「借り？」

「ええ。敵を倒してくれたでしょう？　わたし一人では鍵は開けられても逃げられはしなかった。ありがとう。頼たのもしいのね」

　微笑ほほえむ彼女を見ていると、胸のざわつきがひどくなった。この感情は警察の自分が怪盗の彼女にもってはならないものだと理性が叫さけんだ。感情が表に出る前に、拳こぶしを握って意志の力で気持ちを押し殺す。意識して冷れい酷こくな表情を浮うかべて、彼女の耳に口を寄せた。

「勘かん違ちがいするな。怪盗ルビィを捕まえるのは俺だ。他の奴やつに捕まってもらっては困るから助けただけだ。今回の件がすんだら必ず手て錠じようをかけるぞ」

　言葉は怪盗ルビィへの牽けん制せいであり、一いつ瞬しゆんではあるが感情に流されそうになった自分を戒いましめる為ためのものでもあった。囁くと、紫の瞳が驚いたように見開かれた。その瞳が一度閉じられる。

「……あなたと追いかけっこするのは楽しそうね。でも勝負するのは、この件がすんでからにしましょうよ。まずは犯人を捕まえる為に、一いつ旦たんお別れしましょう」

　再び開いた瞳は自信に溢あふれていた。ルビィが妖艶な笑えみを浮かべて背を向ける。

「裏切るなよ。ルビィ」

　彼女が頷いて、走り出した。信用して行かせていいのかと一瞬悩なやんだが、このまま逃げたとしても必ずまた見付け出すという自信があった。

「……ルビィ。お前は俺の獲え物ものだ。絶対に変装の下に隠かくされた素す顔がおを暴あばいてみせるからな」

　ルビィが走り去るのを見つめながら、そっと口角を上げた。
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「エリック！」

　辻つじ馬ば車しやを乗り継ついでようやく屋や敷しきに戻もどった時には、すでに夜が更ふけていた。

　メアリは門の前で佇たたずんでいるエリックに向かって声を上げる。駆かけ寄ると、エリックがもっていたランプを落とした。どうしたのかと思う間もなく、強く強く抱だきしめられる。

「よくぞご無事で……！　お嬢じよう様さま！」

　きつく抱きしめられて、苦しくてしかたない。大きな腕うでと甘い香かおりに包まれてうろたえたが、彼のこんな姿を見るのは初めてで、震ふるえる声からどれだけ心配してくれていたかわかった。

「心配かけてごめんなさい」

　素直に謝ると、エリックがはっとした顔つきになって、慌てて身体からだを離はなした。

「……いえ！　別に心配なんてしていませんよ！　お嬢様のお世話をしなくてよくてせいせいしていたぐらいですから」

　いつもと同じすました顔だが、よく見るとまだ指先が震えている。

　ひょうひょうとしていて、何でもできる完かん璧ぺきな執しつ事じ、それがエリックだ。そんな彼が唯ゆい一いつ取り乱す原因が自分だというのは、それだけ大事に思われている証拠のような気がした。
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「本当にごめんなさい。でもわたしは大だい丈じよう夫ぶよ。どこも怪け我がはしていないわ」

　エリックはほっとしたのか顔を綻ほころばせた。しかしすぐに表情を引き締しめる。

「いままでどこにいらっしゃったのですか？　ルイス様の御ぎよ者しやを捕まえて、しばらくして戻ったら、倒れたルイス様と馬車だけが残されていて。お嬢様の姿がなかったので、辺りをくまなく捜さがしたんですよ」

「あのあと仮面をつけた男達が現れて、さらわれてしまったの。ちょっとややこしいんだけど、ハーバードも居合わせて二人で捕まってしまって」

　男達にさらわれたあとに起こった事をかいつまんで話すと、エリックが眉根を寄せた。

「ハーバード様と、二人でいらっしゃったのですか？」

　男達にさらわれた事よりも、そちらの方が気になるのかと、少し驚いた。

「ええ、でも何とかごまかしたから、変装しているのはばれなかったわ」

　安心させようと思ったが、エリックの眉根は寄ったままだ。

「どうしたの？」

「……いえ、何でもないです。個人的な意見としては、警察の彼と怪かい盗とうルビィが親しくなるのはあまり良くないと思います」

「わかっているわ。でも逃げ出すのに、彼と協力する必要があったんだもの。それで、これからいくつかやってほしい事があるの」

　舞ぶ踏とう会での盗みのからくりが見えてきた。考えが正しいか確かめるにはこの方法しかない。

「なんなりと」

　胸に手を当てて、エリックがおじぎした。

「宮きゆう殿でんに行くから用意をお願い。────必ず犯人の正体を暴いて、おばあさまを助け出してみせるわ！」

　心の誓ちかいを口にして、さっそくマリアの変装を解いて宮殿に行く為に準備を始めた。
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　メアリはエリックに馬車を用意してもらい、宮殿を訪おとずれていた。

　エリックが御者をしていれば、裏門の近この衛え兵へいは無条件で通してくれる。

　裏門を通って温室に行き、奥にあるアルフレイの書しよ斎さいへ足を運び、緊きん張ちようしつつノックした。

「入れ」

　相変わらずの低音の美声だ。扉とびらを開けると、書斎の椅い子すに座ったアルフレイが出で迎むかえた。

「どうしたんだ。こんな夜中に。何かあったのか？」

　アルフレイは不思議そうな顔をしていた。それを見て、自分の考えは正しいと確信する。

（やっぱり。わたしをさらったのに、こんな態度で顔を合わせられるはずがない。ここにいるアルフレイ皇太子は、教会での出来事を知らないんだわ。それはつまり……）

「ええ。大変な事が起こりました。実はわたし、さらわれて地下室に監かん禁きんされていたんです」

　アルフレイが軽く目を見開いたが、すぐに小さく息をつく。

「まぬけだな。怪盗がさらわれてどうする。だからお前は半人前なんだ。どうやら無事に逃げ出したようだが、いったい誰だれにさらわれたんだ？」

　毒のある言葉もいつもの彼だった。いま目の前にいる彼は〝本物〟のようだ。

「あなたです。アルフレイ皇太子」

　アルフレイの驚おどろく姿が見られるかと期待したが、彼は眉まゆ根ねを寄せただけだった。

「なるほど」

「言う事はそれだけですか？　身に覚えがないとか言わなくていいんですか？」

　アルフレイは無言だった。そんな彼に強い視線を向けた。

「わたしをさらったのはあなたの〝偽にせ者もの〟です。そしてあなたは、偽者が誰か知っている」

　言い切ると、アルフレイがわずかに視線をそらした。それが答えのように思えた。

「宝物庫から宝物が盗ぬすまれた事件で、いくつかわたしに話していない事がありますよね」

　わざとにっこり笑った。人を食ったような皇太子には同じ態度で攻せめる方がいいと思った。

「女性には秘密を持ちたいと常々思っている。その方がミステリアスで楽しいだろう？」

　同じように満面に笑みを浮かべて、アルフレイが答えを返した。

「では、わたしがあなたが隠している事を話しましょう。……宮殿の宝物庫から宝物を盗んだのは、アルフレイ皇太子に変装した〝偽者〟です。その偽者はあろう事かわたしをさらって、アルフレイ皇太子のふりをして、裏切る真似まねをしました」

「ほう、私の偽者はいったいどんな裏切りをしたのかな？」

「宝物を盗んだのは自分……つまりアルフレイ皇太子で、それを女王陛下に不問に付してもらう代わりに、警察に怪盗ルビィを突つき出すと言われました。アルフレイ皇太子、その偽者が誰なのかご存じですよね？」

　アルフレイは返事をしなかった。そっと目を閉じて、話を聞いている。

「ルビィとして行動するようになってから、変装って本当に難しいって知りました。自分ではない誰かに見せかける事はできますが、特定の誰かそっくりに変装するのは、かなり顔立ちが似ていないと無理です。でも、偽者はあなたそっくりだった。もちろん声も」

　違ちがっていたのは、嫌いやみを言わない言こと葉ば遣づかいだけだったが、それは言わない事にした。

「だから思ったんです。あの偽者は、あなたの血けつ縁えん者ではないかって。宝物が盗まれたのを公おおやけにはできないとあなたは言った。その理由は、盗んだ犯人をあなたは知っていて、それが血縁者だから庇かばっている。そうでしょう？」

　指し摘てきすると、アルフレイが目を開けた。青い海のような瞳ひとみで見つめられると緊張が増した。

「面おも白しろい空想話だな。小説でも書いたらどうだ？」

　いつもの調子で茶ちや化かそうとするアルフレイに大きく一歩近づいた。

「ごまかされませんよ。絶対におばあさまを助けると誓ったんです。あなたの偽者が誰かもわかっています。あなたが認めないならこのまま警察に行って、何もかも話すつもりです」

　アルフレイの顔から笑えみが消えた。代わりに向けられたのは、冷たく冴さえた敵意だ。

「そんな事をしたら、お前は怪盗ルビィとして捕つかまるぞ。たとえ無事にシャーロットを助け出したとしても、彼女もただではすまない」

　脅おどすような口調だったが、ここで怯ひるんではならないと気を強く持った。

「いままでの盗みはすべてわたしがやったと言います。おばあさまには絶対に迷めい惑わくはかけません。……覚かく悟ごはできています」

　最後の言葉に気持ちを込めた。そしてにっと笑う。

「もちろん、あなたは道連れにさせてもらいます。そうそう、いまこの場でわたしを捕まえるなり口を塞ふさぐなりしても無む駄だです。もしわたしが時間までに宮殿を出なかったら、エリックが警察に行って話をする事になっていますから」

　狡こう猾かつなアルフレイと取引するには、それなりに準備が必要だ。手はずは整えていた。

「どうしますか？　アルフレイ皇太子。わたしに真実を話すか、それとも怪盗ルビィと王室の関係を警察に知られるか、どちらを選ぶかはお任せします」

　心は恐きよう怖ふに震えていた。一国の皇太子を相手にこんな事が言えるなんて、自分でも驚きだ。

　だが祖母を助けたいという強い思いと、本当の犯人を捕まえたいという熱い思いが身体を突き動かした。アルフレイがしばらく考え込むように目を伏ふせた。

「お前の口を塞ぐのは簡単だが、エリックは敵に回すと面めん倒どうだ。あいつはルビィ以上の……」

　アルフレイがふいに口を噤つぐんだ。そして座ったまま腕を組む。

「────いいだろう。真実を話してやる。宝物庫の宝物を盗んだのは、私に変装した弟だ」

「弟？　あなたに妹がいるのは知っていますが、弟がいるなんて聞いた事がありません」

　王族の家族構成は国民の誰もが知っていた。グレダス女王陛下ともう亡なくなっているが夫のスチュワート侯こう爵しやく。そしてその子どもが、アルフレイ皇太子と妹のハンナ王女だ。

「事情があって弟は王族を名乗れず、幼い頃ころに養子に出されたんだ」

「事情って何ですか？」

「それはお前には関係ない」

　初めてアルフレイから拒きよ絶ぜつのオーラが放たれた。青い目からは、怒いかりが伝わってくる。

　聞いてはいけない事なのだと悟さとって、質問を変えた。

「……その弟はもしかして、ブラックバードと関かかわりがあるんですか？」

　ハーバードから聞いた反王室派組織の名前を口にした。皇太子である彼なら、その組織の事も知っていると思った。アルフレイが驚いた顔でこちらを見つめる。

「どうしてそれを……！」

　アルフレイのそんな顔を見るのは初めてだ。ハーバードは舞踏会での事件がブラックバードに関わりがあるのではと言っていた。しかしそれはただの勘かんだから、証しよう拠こはないと。

　アルフレイの様子から察すると、どうやらその勘は当たっているようだ。

「一つ聞かせてください。三年前、父にブラックバードに関わる命令を出しましたか？」

　アルフレイの目が更さらに驚きよう愕がくに見開かれる。しかしすぐにその目を隠かくすように閉じた。

「どうして、そんな事を聞く？」

「わたしの両親とハーバード・グレハムの兄がいまも生きていて、彼らに捕まっている可能性があるからです」

　その言葉は意外だったようだ。こちらに向けた顔には、期待と喜びの色が見える。

「生きている可能性があるのか？　本当に？」

「はい。これはわたしの幼なじみのハーバードから聞いた情報です。彼はブラックバードを追っていた兄が姿を消したので、その消息を調べる為ために警察に入ったそうです。彼の話では、わたしの両親は彼の兄と一いつ緒しよにブラックバードに拉ら致ちされた可能性があるそうです」

　ハーバードから聞いた、兄から手紙がきた話をした。その手紙にブラックバードを表す鳥が翼つばさを広げたマークが描かかれていて、捜さがすなと兄の筆ひつ跡せきで記されていた事を。

「……彼の兄が行方ゆくえ不明になったあと、その手紙はきたそうです。もし彼の兄が生きているなら、わたしの両親も生きているかもしれない……！」

　わずかな可能性だったが、祈いのるような気持ちを込めて言葉を紡つむいだ。

「あなたの弟は、ブラックバードとどういう関わりがあるんですか？　教えてください。ブラックバードはいまだ謎なぞの多い組織だと聞きました。でも何とかブラックバードを調べて、両親が生きているなら助け出したいんです……！」

　必死になって頭を下げた。そのままでいると、しばらくして頭の上で息をつく気配がする。

「────三年前、お前の父、ゴードンにはブラックバードを探さぐらせていた。いまは怪かい盗とうとして名高いルビィだが、お前の父がルビィだった頃は諜ちよう報ほう活動がメインの仕事だった。ブラックバードに潜せん入にゆうを命じた矢先、あの事故が起こった……」

　その事故とはおそらく、馬車が崖がけから転落した事件だろう。

　アルフレイが憂うれいの顔を見せた。悔くやしさを全身に滲にじませて、震ふるえる声を出す。

「兵隊は主君の為に死ぬのが定めだ。お前の父もそうだった」

　言葉だけを聞くと何てひどい事をと思う。だが辛つらそうな表情を見て、違う思いが芽生えた。

（彼は苦しんでいる。自分の命令のせいで犠ぎ牲せいが出たから。でもそれを乗り越こえて毅き然ぜんとしているのが、皇太子である彼の仕事。どんなに辛くても悲しくても、その態度を貫つらぬかなくてはならないんだわ……）

　アルフレイが強い意志の宿った視線をこちらに向けた。

「グレハム家の次男、シリウスの事もよく覚えている。優ゆう秀しゆうな近衛隊の隊長だった。彼も独自にブラックバードを追っていた。……もし本当にシリウスとゴードン達が生きているのなら、どんな手を使っても助け出したい」

　本気のようだった。その為にはどうしたらいいか、彼はわかっているはずだ。

「……弟は、生まれた時に事情があって養子に出された。そして成長したのち、ブラックバードにとりこまれたようだ」

　ようやく真実を話す気になったようだ。黙だまって彼の話に耳を傾かたむけた。

「ブラックバードは、いままでもいくどか王室に反旗を翻ひるがえそうとした。女王陛下の暗殺を謀はかったり、外交の邪じや魔まをして隣りん国ごくをわざとけしかけ、戦争状態にしようとしたりな。それを阻そ止ししていたのが、お前の父ゴードン。つまり、先代のルビィだ」

　どうやら父はかなりやり手だったようだ。思い出に残っているのは、穏おだやかで母にちょっぴり弱くて優やさしい父だったから真実の姿を知って驚いた。

「彼らはいったい、どうしてそんな事をするんですか？」

「さあな。ただ、王室に反感を持つ者が集まって作った組織だというのはわかっている。彼らの狙ねらいは王室の転てん覆ぷくだ。王制を覆くつがえして、自分達の都合のいい国を作ろうとしているようだ」

　アルフレイの正面に足を進めた。そして胸に手を当てる。

「わたしにブラックバードを調べさせてください。両親が生きている可能性が少しでもあるのなら、できる限りの事をしたいんです。その為には……」

　やや言葉に詰つまった。その為には、唯ゆい一いつの手がかりである彼の弟を捕まえる必要があった。

　アルフレイは弟がブラックバードの一員だと知っていても、捕まえる事はしなかった。

　それはつまり、弟を犯罪者にしたくないからだろう。

　アルフレイは弟が自分のふりをして宝物庫から宝物を盗ぬすんだのを、ルビィに命じて取り戻もどさせ、なかった事にしようとした。おそらく兄としての情があったからだと思う。

（案外、優しい人なのかもしれない）

　口は悪くても、心根はそう悪くはないのだと改めて思った。だから弟を捕まえさせてくれと言うのは、躊ちゆう躇ちよした。どうしようかと思っていると、アルフレイがまっすぐ見つめてきた。

　その目は覚悟を決めたかのように、毅然としている。

「弟を捕まえよう。お前の両親がもし生きているなら、弟は情報を持っているはずだ。それに、あいつは私に変装して、お前を裏切る芝しば居いをして警察に突き出そうとした。つまり、私に宝物を盗んだ罪を着せるつもりだ。いままでは見み逃のがしてきたが、もうそうはいかない」

　アルフレイが立ち上がった。そして、大きく息を吸い込む。

「舞ぶ踏とう会での事を私なりに調べてみたが、おそらく月の涙なみだを持っているのは弟だろう。……お前はあいつの罪を暴あばいて、月の涙を奪うばえるか？」

「ええ。わたしは怪盗ルビィ。わたしのやり方で月の涙を盗み、真実を暴いてみせます」

　言い切ると、アルフレイが満足そうに頷うなずいた。
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　いまは使われていない古びた教会は、静けさに包まれていた。

　聖堂は暗かったが、割れた窓から差し込む月明かりのおかげでどうにか辺りを見み渡わたせた。

　メアリは室内からは見えないよう窓まど枠わくに足をかけて外がい壁へきに身を隠し、中の様子を窺うかがっていた。ここは昨日、ハーバードと一緒に連れて来られた教会だ。人がこないさびれた教会は、作戦にぴったりだった。しばらくそのままでいると、扉とびらがギィッと嫌いやな音を立てて開く。

　聖堂に入ってきた人物はランプを手にしている。その明かりでその人物が誰だれか確かく認にんできた。

（よし、計画通りだわ）

　目を凝こらして男を見つめると、右手に白いカードを持っていた。それに何が書かれているかはわかっている。なぜなら、そのカードはルビィ……つまり自分が出した予告状だからだ。

　予告状には『今夜月の涙を頂き、真実を暴く為に参上する。真実を知りたければ、以下の場所にこられたし』という文とこの教会の場所、そしてルビィの署名が入っていた。

　男はそのカードを片手に不安げな声を上げた。

「誰かいるのか？　カードの通りに来たぞ。真実を暴くとはどういう事だ？」

　男がランプを掲かかげると、明かりがその顔を照らす。

　彼はルイス・ヘルベルト。眼鏡をかけて、青白い顔をした侯こう爵しやく家の子息だった。

「赤い宝石ルビィは真実を照らします。────ルイス、月の涙を頂きに参上しました」

　割れた窓から入り、彼に姿が見えるようにした。黒装しよう束ぞくにマント。そして黒いつば広の大きな帽ぼう子しをかぶり、赤い宝石がちりばめられた目元を隠す仮面を被かぶっている。

　それは祖母が怪盗ルビィとして姿をみせる時の服装だった。

　同時に聖堂の四よ隅すみで明かりが灯ともった。急に明るくなったせいで、ルイスが目を瞬またたかせる。

　そしてこちらを見て、すぐに怯おびえたような顔になった。

「お前が、怪盗ルビィ……!?　月の涙を頂きに参上とは、どういう事だ？　あの指輪はお前が舞踏会の時に盗んだんだろう！」

　責めるような言い方だった。怯えてはいるが、怒りのこもった青い瞳ひとみを見て首を横に振ふる。

「いいえ。月の涙は盗まれていません。あなたが盗まれたふりをしたんです」

　ルイスが啞あ然ぜんとした顔になって、すぐに口元を緩ゆるめた。

「何を馬ば鹿かな事を。あの時、お前が煙えん幕まくを焚たいて、その煙けむりに紛まぎれて僕の指から強ごう引いんに指輪を抜ぬいて持ち去っただろう。僕に怪け我がまでさせて……！」

　ルイスが袖そでをまくると、白い包帯が巻いてある。

　舞踏会の時に彼が血を流していたのは確かに自分も見た。

「その傷はあなたが自分でつけたものです。────あなたは舞踏会の前日、ルビィに狙われて怖こわいと言い、警備の状じよう況きようを知る為に大広間を訪おとずれました。でもそれは、ルビィが何らかの盗みの仕し掛かけをする可能性があると思って、念ねんの為に様子を見に来たんですよね。そして、あなたが座る予定だった席の辺りであやしい動きをしているメイドを見付けた」

　あの時の事を思い出す。変装してメイドとして大広間に潜入したが、ハーバードに正体を気づかれそうになって、大おお慌あわてで仕掛けをして逃にげ出した。

　疑いを持って様子を見ていたら、その行動をおかしいと思われた可能性はあった。

「あの時騒さわぎが起きてみんなそちらに注目していたけど、あなたはメイドから目をそらさず、テーブルの下に入ったのを見ていた。そのあとにそこを確かめて、煙幕の仕掛けがあるのを見付け、メイドがルビィか、もしくはその関係者だと気付いてそれを利用しようと思った」

　ルイスは戸と惑まどうように目を揺ゆらめかせていた。その目をじっと見つめつつ、話を続ける。

「そして舞踏会の当日、予定通り煙幕が出た時に、あなたは自分で指輪を抜いて腕うでを傷付け、盗まれたと悲鳴を上げた。そして一番近くにいた人を犯人だと指さした」

　あの時、ルイスの一番近くにいたのは、彼にぶつかった自分だ。

　ずっと不思議だった。一番近くにいた自分より早くルイスに近づいて彼の腕を傷付けて、強引に指輪を抜き取って、逃げるなんて本当に可能なのかと。どこかに隠かくれていた可能性ももちろんあるが、せいぜいテーブルの下ぐらいしか隠れる場所はない。そんなところにずっと隠れて誰にも見つからないように逃げ出すなんて、あまり現実的ではなかった。

「違ちがう！　君が犯人なんだ。一番近くにいたマリア、君が……！」

　うろたえたような叫さけびに、心の中が更さらに冷静になっていくのがわかった。

「確かに一番近くにいたのは、マリアです。でもどうしてそれがわたしだと思うんです？」

　ルイスがはっと目を見開いた。いまはマリアの声ではなく、低めの声で話をしている。

　シャーロットが怪かい盗とうルビィの姿で人前に出る時は、男の声と言こと葉ば遣づかいだったとエリックに聞いて、それに近い声が出せるように訓練していた。完全な男性の声を出すのはまだ無理だったが、声だけ聞けば女性か男性か迷うぐらいの声こわ色いろにはなっていた。

　仮面をつけているし、髪かみはまとめて帽子に入れているので何色かもわからないはずだ。

　ルイスはマリアが犯人ではないと信じると言ってくれていた。

　それなのに男女の区別もつかないような声色と仮面で顔もわからないルビィを見て、マリアと呼ぶのはおかしかった。彼がルビィをマリアと呼ぶのは、おそらく確信があるからだ。

「もうお芝居はやめましょう。本当はそんなに臆おく病びようではないでしょう？　だって、あなたはアルフレイ皇太子の弟だ。あの俺様な皇太子の弟が、そんなに気弱だとは思えない。顔だってそっくりなんだし」

　眼鏡をかけたそばかすだらけの顔。一見、アルフレイとはまったく似ていない。しかし変装術を習った自分にだけはわかる。彼は、わざとアルフレイに似ていることがわからないように化け粧しようをしている。だがどんなに化粧は完かん璧ぺきでも、海のような青い瞳だけは変えられない。

「僕が、アルフレイ皇太子と……？」

「そうです。眼鏡をかけて、そばかすを描かいて青白く見えるように化粧して、目め尻じりと口角をわざと下げている。それだけでずいぶん違う印象になります。ですが馬車から煙が上がった時、あなたと話をしていて気付きました。誰かに似ていると。この教会の地下室でアルフレイ皇太子に変装をしているのを見て、確信したんです」

　ルイスに向かって一歩近づいた。

「アルフレイ皇太子のふりをするなら、あの嫌みな言葉遣いも真似まねしなくては。どんなに顔が似ていても、嫌みを言わないアルフレイ皇太子は彼じゃない」

　ルイスの表情が変わった。戸惑うような表情はなりをひそめ、冷静な顔つきが現れる。

「僕がそんな事をする理由がないだろう。なぜ自分で自分の指輪を盗まないといけないんだ」

　声も落ち着いていた。妙みような迫はく力りよくに押されそうになったが、両足を踏ふん張って堪こらえた。

「理由はあります。あなたの目的は、アルフレイ皇太子の失しつ脚きやくです」

　声は凜りんとしていたが、本当は怖くてしかたなかった。だけど大切な人達を助ける為ためには、ここで怯ひるむわけにはいかない。ルイスが腕うで組ぐみして、ふんっと鼻を鳴らす。

「僕が皇太子の失脚を狙う理由は？」

「あなたがアルフレイ皇太子の弟で、彼が失脚すれば王位継けい承しよう権が回ってくるからです」

　ルイスがふっと口元を綻ほころばせた。

「面おも白しろい空想話だな」

　威い圧あつ感かんのある低い声だ。言葉遣いも変わってきていた。

「あなたは三年前、アルフレイ皇太子に変装して、宝物庫から宝物を盗ぬすんだ。そしてわざと宝物庫に出入りする姿を見られるようにした。それでアルフレイ皇太子は宝物を私物化した罪で失脚するはずだった」

　事の始まりはその事件だと思った。探さぐるような声で話を続ける。

「でも、そこで予想外の事が起きた。アルフレイ皇太子は、秘ひ密みつ裏りに宝物を取り戻もどし始めた。あなたは驚おどろいたでしょう。怪盗ルビィが盗む物が自分が売り払はらった宝物ばかりだから」

　ルイスは何も言わなかった。ただ、黙だまって話を聞いている。

「そこであなたは、怪盗ルビィがアルフレイ皇太子の指示で動いていると悟さとった。だから今度はルビィを使って皇太子の失脚を狙ねらった。それが今回の事件」

　人差し指を立てて、じっとルイスを見つめた。

「最初の月の涙を頂くという予告状はあなたが出したもの。目的は怪盗ルビィを呼び出す為。そしてルビィを捕つかまえて、アルフレイ皇太子に変装して現れ、裏切る芝しば居いをした。見捨てられたと思ったルビィが、警察でアルフレイ皇太子との関係を喋しやべれば、かなりのスキャンダルになる。なにしろ、皇太子が怪盗に命じて盗みをさせていたのだから」

　怪盗ルビィとして行動すると決めた時、捕まっても決して助けないとアルフレイに言われていた。それは皇太子としての彼の立場を守る為だ。その事をひどいとは思わない。

　怪盗ルビィになると決めた時に、覚かく悟ごはしていた。ルイスは怪盗ルビィとの関係がアルフレイの弱みだと見み抜ぬいて、そこを突ついて彼を追い落とそうとしたに違いない。

「そんな事になったら、皇太子の地位は確実に剝はく奪だつされる。アルフレイ皇太子は妹が一人いるだけ。でも妹のハンナ王女はお身体からだが弱いと聞きました。だったら、次は弟のあなたに王位継承権が回ってくる可能性は高い。────それがあなたの狙いです」

　言い切ると、しばらくの沈ちん黙もくが辺りに流れた。最初に口火を切ったのは、ルイスだ。

「……いい推理だ。怪盗より、探たん偵ていの方が向いているんじゃないか？」

　口調は堂々としていて、いつもの気弱なルイスとはまったく違っていた。

　笑えみを浮うかべた彼からは、恐おそろしささえ感じる。これが彼の本当の姿だと直感した。

「という事は、わたしの推理は当たっているという事ですね」

　しかし負けたくなかった。堂々と聞き返すと、ルイスがほくそ笑んだ。

「そうだな。違っているところといえばまずは一つ、月の涙なみだを盗むという予告状を出したのは僕ではない。僕はただ、その予告状に便乗しただけだ。そして二つ、僕はアルフレイの弟ではあるけれど、王室とは血の繫つながりはない」

「どういう事ですか？」

　言葉の意味がわからずに首を傾かしげた。ルイスが自じ嘲ちようするように口元を歪ゆがめた。

「僕の父はスチュワート侯こう爵しやくだけど、母はグレダス女王ではない。これで聡そう明めいな君ならわかるんじゃないかな」

　その言葉にはっとした。スチュワート侯爵とは、数年前に亡なくなった女王陛下の夫だ。

　もしルイスがグレダス女王の血をひいていないというなら……。

「そう、僕はスチュワート侯爵が外で作った子どもなんだよ。父は王族ではない。あくまで女王陛下の夫であるだけだ。だから僕には王位継承権はないんだ。〝本来〟はね」

　最後の一言に眉まゆ根ねを寄せると、ルイスがポケットに手を入れ、ゆったりとした姿勢をとる。

「だけど僕は、母は女王陛下だと言い張るつもりだよ」

　ルイスが眼鏡を外し、ポケットから出したハンカチで顔を拭ぬぐう。

　そばかすが消え、目尻や口元に施ほどこした化粧が消える。現れたのは陶とう器きのような肌はだを持つ、整った顔立ちのアルフレイそっくりの顔だった。違うのは髪の色だけだ。

「女王陛下は、亡くなったスチュワート侯爵と仲なか睦むつまじくしていた。表向きはね。いまさら夫が外で子どもを作っていたなんて公表はできない。アルフレイが失脚したら、僕は女王陛下の前に姿を現すんだ。アルフレイの双ふた子ごの弟で、取り上げた医者の策略でブラックバードに捕とらわれていままで育てられたんだと言ってね」

「そんな事をみんな信用するはずないでしょう！」

「でもこの顔を見たら誰だれもが思うさ。アルフレイそっくりだって。兄弟なのは間ま違ちがいないって。それにアルフレイが生まれた時に取り上げた医者に証言させるよ。ブラックバードに脅おどされて双子の片割れの僕を彼らに引き渡わたしたってね」

「馬ば鹿かな話だ。医者がそんな噓うその証言をするはずない……！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。医者には娘むすめがいるんだ。その娘の命が狙われていて、証言しないと彼女がどうなるかわからないと言ったら、父親なら何でもするさ」

　愕がく然ぜんとして目を見開くと、ルイスが両手を拡ひろげて、恍こう惚こつの表情を浮かべた。

「医者がそう言う以上、誰もそれが噓だなんて証明できない。真実を知っているのは、子どもを産んだ女王だけ。でもプライドが高い女王陛下は夫が浮うわ気きして外に子どもを作ったなんて言わない。それにアルフレイが失脚したら、妹のハンナが王位を継つぐ事になるだろうけど、彼女は病弱で女王なんてとても務まらない」

　ルイスはほくそ笑んで話を続けた。

「その次の継承者は、女王陛下と犬けん猿えんの仲といわれる、バッファロー侯爵の子息だ。政策も何もかも真っ向から反対するバッファロー家には、死んでも王位は譲ゆずりたくないはず。だからきっとこうなる。たとえ自分の血を引いていなくても、愛した夫の子どもを跡あと継つぎにしようと」

　そんなにうまくいくはずがない。そう叫ぼうとした。しかし、ふいに口ごもる。

　女王陛下とバッファロー侯爵の不仲は、メアリでも知っているほど有名だ。

　バッファロー侯爵は異国の王族と親しいらしい。万が一彼の息子むすこが王位を継ぐ事にでもなれば、この国は異国に乗っ取られるのではと、もっぱらの噂うわさだった。

　それが真実だとするなら、ルイスの言った通りに事が進む可能性だって、なくはない。

「もちろん、突とつ拍ぴよう子しもない話だ。だからそうなるように、いろいろ手は打ってある。その為に僕は、ブラックバードに入ったんだ」

　反王室派組織といわれるブラックバード。

　王制を覆くつがえそうとしているその組織の幹部は、主に貴族達だという。もしそれが王室で発言力のある貴族だとしたら、ルイスの言うように事を進めるのは可能かもしれない。

「……ブラックバードの目的は、あなたをアルフレイ皇太子の代わりに王位につけて、王室を乗っ取る事ですね。でもそんな馬鹿な計画がうまくいくはずがない」

　ルイスが自信ありげに笑った。

「馬鹿な計画かどうかは、見ていればわかる。僕達はこの計画にかなりの時間と金をかけた。協力者だってたくさんいる。知っているか？　女王陛下に不満をもっている貴族はかなりいるんだ。彼らは願っている。王制を排はい除じよして新しい国を作る事を。そして僕は……私は、新しい国の覇は者しやになる！」

　とんでもない空想話だと思った。しかしルイスは本気だ。狡こう猾かつな彼が本気でそう思っているという事は、その空想話を現実にできるほど大きな権力を味方にしているという事だ。

　ルイスがこちらに視線を投げた。その目には哀あわれむような色がある。

「ルビィ、残念だよ。君は賢かしこくて美しいのに、ここで命を落とすなんて」

　ルイスが胸ポケットに手を入れて、取り出した銃じゆうをこちらに向ける。脅しではないとわかっていた。彼は引き金を引くつもりだ。落ち着けと自分に言い聞かせる。

「一つ、聞きたい事があります。わたしの祖母の事をあなたは知ってますか？」

　もとを正せば、怪かい盗とうルビィとして行動するようになったきっかけは、祖母が何者かによってさらわれたからだった。祖母をさらった犯人が偽にせの予告状を出したとアルフレイは言った。

　だがルイスは偽の予告状を出したのは自分ではないと言う。

「祖母？　さあ、何の事だ？」

　ルイスが不思議そうな顔をして、やや首を傾げた。

（やっぱり……！　おかしいと思ってたのよ。もしルイスがおばあさまをさらった犯人だとして、おばあさまが本物の怪盗ルビィなのに、どうしてさらったあとにルビィを呼び出す偽の予告状を出すような真似まねをしたのか）

　何度考えても、ルイスが祖母をさらったとしたら、つじつまがあわない事があった。

　だからいままでの話ではわざと祖母の話はしないようにした。

　この事件にはもう一つ裏があるのではと疑っていた。どうやらそれはあたっているようだ。

（絶対におばあさまをさらった犯人はあいつだわ！　今度会ったらぶっ飛ばす！）

　がらにもない言葉で心の中で罵ののしった。普ふ段だんなら決してしないが、いまは怒いかりが先に立った。
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　その怒りを静める為ために何とか息を吐つく。いまはそれより、この場をどうにかしなければ。

「では、ルビィ。さようなら」

　ルイスが引き金に指をかけた。それでも動じず、堂々とした態度をとる。

「ええ、さようなら。ルイス。牢ろうに入っても元気で」

　にっこり笑うと、ルイスが眉根を寄せた。

「どういう意味……」




〝バンッ！〟




　聖堂に似つかわしくない銃声がした。呻うめいたルイスが銃を取り落とす。そのまま腕うでを押さえて、床ゆかに膝ひざをついた。腕からは赤い血が流れて、床にぽたぽたと落ちている。

「動くな。そこまでだ！」

　聖堂の扉とびらから入ってきたのは、ハーバードだった。

「お前……どうして！」

　ルイスが信じられないように目を見開く。ハーバードが銃を構えたままゆっくり近づいた。

「怪盗ルビィから予告状がきた。この教会の近くで待機していてくれとな。さっき教会の方からランプの明かりがちらちらしたから、それが合図だと思ったんだが、どうだ？　ルビィ」

　頷うなずいて、背中から小さなランプを取り出した。ずっとマントの中に隠かくしていて、ルイスが現れて自供した辺りで窓の外から見えるよう合図を出した。

「来てくれるって信じてた。ありがとう」

　彼とはブラックバードを調べるという点で、協力関係にあった。何かわかったら必ず教えると約束もしていた。緊きん張ちようが続く中でハーバードの顔を見て、心の中でほっとした。

「ハーバード。彼はルイスだ。たまたまアルフレイ皇太子に似ていたのを利用して、いろいろ企たくらんでいたらしい。ブラックバードは皇太子を失しつ脚きやくさせて、ルイスに弟だと噓をつかせて王室を乗っ取ろうとしているようだ」

　細かく言えば真実とは違ちがうが、ルイスが王族の関係者だと知られるなとアルフレイにきつく言われていた。警察が彼を捕つかまえさえすれば、あとはアルフレイがうまく警察の内部にいる知り合いに頼たのんで、真実を隠したままルイスを処しよ罰ばつする予定だ。

「……あまり納なつ得とくがいかない話だな。これだけ似ているのに他人のそら似ですませる気か？」

　さすがに勘かんのいいハーバードは不ふ審しんに思ったようだった。

「それ以上は知らない方がいい。それに、わたしとあなたの目的は、彼の事ではなくて彼の背後にある組織を調べる事でしょう？」

　ルイスはブラックバードの一員だ。おそらくかなり重要なポストにいるのではないかと予想がついた。彼からはいままで謎なぞだったブラックバードの情報を手に入れられるはずだ。

　そしてそれは、ハーバードが警察に入った一番の目的だった。

「……わかった。初めて手に入れたブラックバードの情報だ。ルイスは王室とは関係ないという方向で手を打ってやる」

　不承不承の声だった。ルイスが王族と関かかわりがあるとわかれば、事は警察だけではすまない話になってくる。彼を王室に引き渡すような事態はハーバードも避さけたいはずだ。

　ハーバードは、ルイスに視線をさだめた。

「ルイス・ヘルベルト。王室から、宝物庫の宝が盗ぬすまれたという被ひ害がい届が出た。アルフレイ皇太子によく似た男が宝物庫に出入りしていたという証言もある。その顔なら、言い逃のがれはできないな。────逮たい捕ほする」

　威い圧あつ的な声に、ルイスが悔くやしそうな表情になる。

「お前達などに捕まってたまるか！」

　ルイスが叫さけぶと、教会の奥の扉から男が十人ほど現れる。彼らはルイスの前に立った。

「こいつらを殺せ！」

　ルイスが叫ぶと、男達がこちらに向かって構えた。

　ハーバードが銃じゆう口こうを上に向け、天てん井じように向かって一発放った。それが合図だったのか、正面の入り口から警棒と盾たてを持った警官隊が突とつ入にゆうしてくる。男達は一いつ瞬しゆん怯ひるんだが、すぐに警官達に向かって突進していった。そう広くはない聖堂の中で、男達と警官達がもみ合いになる。

「私にはまだ、やるべき事がある……！」

　ルイスが呟つぶやいて走り出した。その先には、さきほど敵の男達が入ってきた裏口がある。

「待て！」

　メアリは、絶対に逃にがすものかと心で呟いて、マントを翻ひるがえして走り出した。







　裏口から出ると廊ろう下かがあった。そこを走るルイスを、メアリは全速力で追いかけた。

　廊下の先には扉がある。外に通じている扉なので、絶対に行かせるわけにはいかなかった。

「はあっ！」

　かけ声とともに飛び上がった。

　怪け我がをしているせいかルイスの動きが鈍にぶいので、どうにか彼にしがみついて転てん倒とうさせた。

「逃がさない！　あなたには聞きたい事があるんだ！」

　ハーバードの兄と一いつ緒しよに、両親はブラックバードに連れ去られたかもしれない。

　両親が生きているという証しよう拠こが欲しかった。廊下を派手に転がって、慌あわてて立ち上がろうとしたが、先に立ったルイスがナイフをのど元に突つきつけた。

「お前のせいだ。ルビィ！　もう少しでアルフレイの吠ほえ面づらをかく姿が見られたのに！」

　怒りと憎にくしみがルイスの顔を彩いろどっていた。

「あいつはいつも、私の前を行く。皇太子として華はなやかな道を歩くあいつを、いつも憎たらしく思っていた。同じ顔なのに、あいつは皇太子。それに引き替かえ、私は侯こう爵しやく家の養子で疎うとんじられて。あいつをようやく失脚させられるところまで来たのに……！」

　叫びはまるで血を吐くように苦しげだった。

「ルビィ。お前が死んだら少しはあいつも悲しむかもしれない。今回はそれを肴さかなに酒を吞のむだけで勘かん弁べんしてやる。死ね！」

　ルイスがナイフを振ふり上げた。まずい！　と心で叫んでぎゅっと目を瞑つぶる。

　避よける余よ裕ゆうはなかったが、あのナイフで貫つらぬかれたらどれだけ痛いか想像する余地はあった。

　身体からだを強こわばらせて、その痛みを覚かく悟ごした。

　だがしばらく経たっても痛みは訪おとずれず、代わりに隣となりにドサリと何かが倒たおれる音がした。

「ハーバード！」

　目を開けると、ハーバードがルイスに覆おおい被かぶさるようにして倒れていた。

　どうやらルイスに体当たりしたようだ。

（助けてくれた……）

　ハーバードを見たとたん、涙なみだが出そうになった。こんな状じよう況きようだというのに、安あん堵どの息をつく。

　すぐさまハーバードが立ち上がり、ルイスの腕を捻ねじり上げた。

「女性を傷付けるのは、イングテッドの紳しん士しとして恥はずべき行こう為いだ。……逮捕する。ルイス」

　声は落ち着いていた。銀色に光る手て錠じようを取り出し、ルイスの腕にガチャリとかける。

　ルイスは倒れた衝しよう撃げきのせいか気絶していた。さきほど撃うたれた腕からかなり出血している。

　その傷から察するに、いままで動いていたのも奇き跡せきだったのかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶか？　ルビィ」

「ええ。ありがとう。ハーバード」

　ほっとしたせいか言こと葉ば遣づかいがいつものものになっていた。声こわ色いろもメアリのものになりそうだったので、慌ててマリアの声に切り替える。手を差し出されたので、摑つかまって立ち上がった。

　放そうとすると、強く握にぎり締しめられている事に気付いた。

「何をするの？　まさか……！」

　自分は怪かい盗とうだ。今回の件が片付くまでは共きよう闘とうする約束だが、警察の彼がそれを守る保証はない。信じられなくて見つめたが、ハーバードの表情は変わらないままだった。

「……そうね。ルイスは捕まえた。もうわたしを見み逃のがす理由はないものね」

　静かな声が出た。しかし心の中では焦あせりに焦っていた。このまま捕まるわけにはいかない。

（絶体絶命だわ……！　何とかここから逃げないと。でも、どうやって？）

　ハーバードは身体能力も高い。この状態で彼から逃げられるなんてとうてい思えなかった。

　額に冷や汗あせが流れた。心臓がどくどくと激しく音を立てている。

　緊張が頂点に達して、いまにも倒れそうになった。

「────今回だけ見逃してやる。行け」

　言葉とともに手を放してくれたので、驚おどろいてまじまじと彼を見つめる。

「いいの？」

「よくはないが、お前のおかげで初めてブラックバードの手がかりを得られた。ルイスを締め上げれば、きっといままで手に入らなかった情報を得られるだろう。これで兄を助けられるかもしれない。……礼を言う」

　言葉は少ないが、感謝の気持ちが込められていた。一度は頭を下げたハーバードだったが、顔を上げた時には狩人かりうどの目をしていた。そのまま顔を耳元に近づけてくる。

「だが覚えておけ、お前を捕まえるのは俺だ。次に会った時は必ず手錠をかけてやる」

　囁ささやかれて震ふるえが走ったが、何とか気持ちを落ち着けた。

「ええ。楽しみにしているわ。警部さん」

　置き土産みやげに、彼の頰ほおにキスをした。どうしてそんな事をしたのか自分でもわからない。

　ただ、怪盗ルビィならそうすると思っただけだ。さすがのハーバードも目を丸くしている。

「助けてくれたお礼よ。では、ごきげんよう」

　自分の大だい胆たんな行動にびっくりしつつも、赤くなった顔を見られないように彼に背を向けた。

　心臓は飛び出しそうにどくどく動いているが、どうにか気を落ち着けて走り出す。

　ハーバードの頰に口付けた感かん触しよくが、いつまでも唇くちびるに残っていた。
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　教会の捕とり物騒そう動どうから丸一日が経っていた。

　メアリは宮きゆう殿でんの温室にあるアルフレイの書しよ斎さいで、彼と向き合っていた。

「なかなか派手にやってくれたものだな」

　アルフレイが読んでいた新聞を机に置いた。そこには大きく『アルフレイ皇太子になりすました男、宮殿に忍しのび込もうとして逮捕』と見出しが載のっていた。

　その新聞を手に取り、目を通して首を傾かしげる。

「宮殿に忍び込もうとしたってどういう事ですか？　宝物庫の宝物を彼が盗んだ事は公おおやけにはしないんですか？」

「そんな事をしたら、どうしてそれを三年も黙だまっていたと不ふ審しんに思われるだろう。馬ば鹿かめ」

　相変わらずの口の悪さにむっとする。アルフレイが椅い子すに座ったまま膝ひざの上で手を組んだ。

「今度の件は、あくまで私の偽にせ者ものが宮殿に忍び込もうとしたと世間には思わせる。逮捕するにはそれなりに理由がいるからな。そして警察と近この衛え隊を連れん携けいさせて、ブラックバードの事をルイスから聞き出す。……ところでルイスは逮捕できたが、月の涙はどうした？」

　ああ、と頷うなずいて右手を差し出した。親指に青く光る指輪がはまっている。

「逃げるルイスに飛びかかった時に、彼の内ポケットからすり取りました。彼と話をしている時、ちらちら内ポケットを気にするそぶりをみせていたから、絶対に持っていると思って。練習はしてたんですけど実際にすり取ったのは初めてだったんで、うまくいってよかったです」

　にっこり笑うと、アルフレイが呆あきれた顔をした。

「行き当たりばったりな計画だな。もし持っていなかったらどうするつもりだったんだ」

「わたしがルイスを呼び出している間に、エリックに彼の屋や敷しきに忍び込んでもらって、捜さがしてもらってました。彼は指輪がとても大事そうだったから、自分で持っているか、自宅に大事に保管しているかだろうと思って」

　指輪を差し出すと、アルフレイがため息をつきつつも受け取った。

「確かにこの指輪は大事だろうな。この指輪は、ルイスが養子に出る時に父が持たせたものだ。ルイスにとっては、この指輪が自分が父の子どもであるという事を唯ゆい一いつ証明するものだ。見ろ、この輪の部分に父スチュワートから、息子むすこルイスへと彫ほってある」

　示された箇か所しよを見ると、確かにそう刻まれていた。

「つまり、これがなければあいつが王室と関かかわりがあるという証拠はない。それなら、あいつは私とそっくりなだけの赤の他人だ」

　ほくそ笑えんだ顔を見て、ある事を確信した。ずっとおかしいと思っていた。今回の事件の発ほつ端たんは、シャーロットがさらわれて偽にせの怪盗ルビィから予告状が届いた事だった。しかしルイスは、シャーロットの事も偽の予告状の事も知らない、予告状に便乗しただけだと言っていた。

　では祖母をさらい、偽の予告状を出したのは誰だれなのか。それはもう予想がついていた。

「アルフレイ皇太子。お願いがあるんですけど」

　ふつふつと怒いかりがこみ上げているが、何とか抑おさえ込んでなるべく冷静な声を出した。

「なんだ？」

　腰こしに手を当て、まなじりを決した。

「おばあさまを返して！」

　叫さけぶと、アルフレイが耳を押さえて眉まゆをひそめる。

「静かにしろ。女のキンキン声は耳に障さわる」

「よくもそんな事が言えるわね！　おばあさまはあなたが連れ出したんでしょう。ルイスがルビィを狙ねらっていると知って身の安全を確保する為ために！　偽の予告状を出したのもあなただわ。わたしにルイスと王室が関わりがあるという証拠の月の涙を盗ぬすませようと思ったんでしょ！」

　言いたい事を一気にまくしたてた。相手は皇太子だが、怒りのせいで丁てい寧ねいな言葉を使う余裕もなかった。アルフレイがふっと微笑ほほえむ。

「正解だ。よくわかったな」

　あっさり言われて、怒りが爆ばく発はつした。

「やっぱり！　舞ぶ踏とう会で偽者に先を越こされたって言った時、あなたはすごく驚いていた。それもそのはずだわ。偽の予告状を出したのはあなたで、偽者のルビィなんて存在しないのに、指輪は何者かに盗まれた。その時にルイスが何か企たくらんでいるって気付いたんでしょ」

　指を突つきつけてもアルフレイは涼すずしい顔をしていた。その顔を見ると怒りが更さらに高まった。

「月の涙を取り戻もどすよう指示したのは、わたしをおとりにして、ルイスがどう動くかを見る為だわ。よくも騙だましたわね！　おばあさまはどこ……」

　話している最中に、奥の扉とびらが開く音がした。そちらに目を向けて、思わず息を吞のむ。

　扉を開けて入ってきたのは、シャーロットだ。顔色はやや悪いが、微笑んで両手を拡ひろげている。思わず駆かけ寄ってその腕うでの中に飛びこんだ。

「おばあさま。よかった、ご無事で」

「ごめんなさい。心配をかけて。……皇太子を責めないで。今回の事は私にも責任があるの」

　どういう事かと目を丸くすると、シャーロットが申し訳なさそうな顔をした。

「私が最近よくぜんそくの発ほつ作さを起こすのは、メアリも知っているでしょう。激しい運動はもう無理だってお医者様に言われたの。それで、ヒューストン家の爵しやく位いをどうしてもメアリに譲ゆずりたくて、アルフレイ皇太子に相談したの」

　アルフレイの方を向くと、彼が小さく頷いた。

「皇太子が、ルビィの仕事もあなたが受け継つぐなら、女伯はく爵しやくとして認める特許状を出してもいいと仰おつしやって。今回の事はあなたがルビィとしてふさわしいか、テストする為のものだったの」

「それならそうと、言ってくだされば……」

　アルフレイのため息が聞こえた。

「緊きん張ちよう感かんの中でこそ、人は大きな働きができるものだ。げんにお前はシャーロットがさらわれたと知って、必死でルビィとして行動しようとした。もしこれがテストだと知っていたら、そんな行動ができたか？」

　そう聞かれると、俯うつむくしかなかった。祖母を助けたいという気持ちがなかったら、ルビィになる事さえ拒きよ否ひしていたかもしれないというのが、正直な気持ちだ。

　シャーロットの手がそっと頰に触ふれた。

「メアリに実際に盗みをさせると聞いて、私も最初は悩なやんだの。だけど皇太子が自分の目が届く舞踏会で盗みをさせるし、もし何かあっても必ず助けるから心配するなと仰って……」

「あ……！　そういえば、舞踏会で警察に追われて逃にげている時、確かに助けてもらったわ。ずいぶんタイミングよく助けにきてくれたなって思ってたけど、あれってわたしを見守ってくれていたからすぐに助けに来られたの……？」

　慌あわててアルフレイに目をやると、彼は腕組みしたまま肩かたを竦すくめた。

「見守っていたつもりはない。たまたま逃げていたまぬけなお前を見付けただけだ。お前はまだ見習いだから、しかたなく手を貸したんだ」

　冷たく突き放すような言い方だった。いつもだったらむっとするが、今回の事件を通してアルフレイが口ほど心根は悪くないのだと知ったいまは、違ちがう気持ちが芽生えた。

（よく考えてみれば、わたしをテストするって危険な事のはずだわ。下手へたをするとルビィとアルフレイ皇太子の関係が世間に知られてしまうかもしれない。その危険をおかしてでも、わたしをテストしてヒューストン家を継ぐチャンスを与あたえてくれたのよね）

　そう思うと、自然と感謝の気持ちが生まれた。

「アルフレイ皇太子。ありがとうございます。見捨てる事だってできたはずなのに、わたしにチャンスを与えてくださって」

　アルフレイが軽く目を見開いて、すぐにふんっと鼻を鳴らした。

「私が知るヒューストン一族はみな有能で忠実だ。ルビィの秘密を他ほかにもらさない為にも、お前達の一族から新たなルビィを選んだ方がいいと判断しただけだ。礼を言われる事ではない」

　思わず口元がほころんだ。最初は彼が特許状と引き替かえに強ごう引いんにシャーロットに盗みをさせていたのではないかと疑っていた。そうでなければ、女伯爵になるには国の為に誠心誠意尽つくす事が大事だと言っていたシャーロットが、理由があったとはいえ盗みなんて働くはずがないと思っていた。しかしいまは違う思いが心に生まれていた。

（皇太子はルイスが反王室派組織の一員だと知って、彼を救いたいという思いと王室を守りたいという思いから、事件を公にせず内密に宝物を取り戻すようおばあさまに命じたんだわ。そしておばあさまは女伯爵として国の為に誠心誠意尽くしたくて、怪かい盗とうルビィになった）

　複雑な生おい立ちのルイスが事件を起こした事が世間に知られれば、王室の権けん威いは間ま違ちがいなく地に落ちるだろう。そんな事になったら、王室に不満を持つ者達がここぞとばかりに王室を攻せめ立てるに違いない。シャーロットがそれを憂うれいて、自ら危険をおかしてルイスの事件の火消しを行ったとすれば納なつ得とくがいった。アルフレイが立ち上がって、こちらに一歩近づく。

「それにテストといっても、危ない橋を渡わたって行動するのには変わりない。特に今回はルイスの思おも惑わくが重なって、かなり事が大きくなった。何とか事件を解決できたのは、お前が緊張感の中でルビィとしての感性を研とぎ澄すましたからだろう。なかなかいい働きだった」

（なかなかいい働きって事は、いまのほめられたのよね。アルフレイ皇太子にほめられたのって初めてじゃない!?　つまり、今回の働きに満足してるって事よね。だったら……）

「わたしはテストに合格なんですよね？　月の涙なみだだって盗めましたし。女伯爵と認める特許状を頂けるんですよね？」

　期待に胸が膨ふくらんだ。領地を守る為に、女伯爵になりたい。

　それは子どもの頃ころから願っていた夢だ。その夢が手が届くところまで来ていた。

　アルフレイが微笑んだ。その笑みに、期待が更に大きくなる。

「──────いいや、お前はルビィとして不合格だ」

「えぇぇぇぇぇぇ！」

　思わず頭を抱かかえて叫び、アルフレイに詰つめ寄った。

「どういう事ですか!?」

「自分の行動を思い出してみろ。舞踏会では私が逃げ道を教えた。敵には捕つかまるし、ルイスを捕まえられたのは、ハーバードが助けてくれたからだ。月の涙だって、たまたまルイスが手元にもっていたから手に入れられたが、誰かに預けていたら奪うばえなかっただろう」

「うっ！」

　反論もできなかった。まったくその通りだったからだ。

「お前は行き当たりばったりの行動が多い。まだまだ半人前だ。言っただろう。特許状を渡すのは、一人前の仕事ができてからだ。お前は試験に不合格だった。だからいまは無理だな」

　絶望的な言葉だったが、その裏に隠かくされた可能性にふと気付く。

「いまは……って事は、一人前の仕事ができるようになったら特許状をもらえるんですか？」

　アルフレイが渋しぶ々しぶといった様子で頷うなずいた。

「ああ。お前は素質はありそうだ。身軽だし、真実を見み極きわめる力もある。何より正直だ。だから長い目で見てやろう。シャーロットは体調の問題でルビィを卒業する。お前が跡あとを継いで宝物庫から盗まれた宝物をすべて回収できたら、一人前だと認めてやろう」

　アルフレイの言葉に、戸と惑まどいを覚えた。

（女伯爵にはなりたい。でもルビィとして行動するのは、かなり危険だわ。もし捕まったら、おばあさまや領地のみんなにも迷めい惑わくがかかる。それに父様と母様の事件は調べたいけど、ルイスは捕まったから、警察とハーバードに任せた方がいいのかも……）

　考え込んでいると、アルフレイが首を傾かしげた。

「どうした？　嫌いやなのか？　嫌ならやめていい。特許状は渡さないが、危険な道は回かい避ひできる。どちらを選ぶかはお前次し第だいだ」

　二つの道が目の前にあった。怪盗ルビィとして行動し、女伯爵を目指して両親の生死を確かめる為ためにブラックバードを調べるのか。

　もしくは女伯爵になるのを諦あきらめ、領地は親しん戚せきに譲り、祖母と二人で静かに暮らすのか。

　大きな人生の選せん択たくだった。女伯爵として領地は守りたいが、怪盗ルビィとして行動してもし捕まったら、自分だけでなく大切な人達までどうなるかわからない。みんなを巻き込みたくなかった。考え込んでいると、扉をノックする音がした。はっとして、そちらを見つめる。

　アルフレイが口元に指を当てて、静かにするよう指示した。

「いまは着き替がえ中だ。開けるな。何か用か？」

「はい。ただいま、警察から連れん絡らくが入りまして、ルイスが逃げたそうです！」

「何だと……！」

　さすがのアルフレイも驚おどろきのあまりか、息を吞のんだ。

「どうやら警察の内部にブラックバードの息のかかった者がいたらしく、逃げる手引きをしたようです。いまルイスを捜さがさせておりますが、行方ゆくえは摑つかめていません」

「……わかった。すぐに行くから下がっていろ」

　足音が遠ざかった。アルフレイが怒いかりに顔を歪ゆがめる。

「ブラックバードめ……！」

　いまの話を聞いて、心の中である決断をした。本当にそれでいいのかと自分に問いかけて、決意は揺ゆるがないと確かく認にんする。大きく深呼吸して、アルフレイに向き直った。

「アルフレイ皇太子。わたしはこれからも怪盗ルビィとして行動します。そして絶対にブラックバードの実体を突つき止めてみせます」

　アルフレイが椅い子すに座って、じっとこちらを見つめた。

「さっきは悩んでいるようだったが」

「ええ。でも警察だけでは彼らは捕まえられない。どうしても両親の事を調べたいんです」

　シャーロットが戸惑うように目を瞬またたかせた。

「両親の事ってなんなの？　ブラックバードは反王室派組織でしょう。彼らがどうしたの？」

「おばあさま、あとから説明するわ。……アルフレイ皇太子。ルビィならふつうに暮らしていては得られない情報も手に入るだろうし、いろんな人達に出会えると思います。ブラックバードを捕まえる為には、そういう存在が必要なはずです」

　シャーロットはこれ以上無理はできないだろう。だったら、その役目は自分が担になうべきだ。

　たとえ、危険な事だとわかっていても。胸に手を当てて、表情を引き締しめた。

「わたしは怪盗ルビィ。これまでおばあさまがしてきたように、わたしも王室に忠誠を誓ちかいます。そして絶対にブラックバードを追い詰めて、両親の事件を調べてみせます」

　決意のこもった声だった。自分でもこんなに凜り々りしい声が出るなんて驚きだ。

「いいだろう。では、お手並み拝見といこう。────私の期待を裏切るなよ。ルビィ」

　初めてアルフレイがルビィと呼んでくれた。どうやら少しは自分を認める気になってきたらしい。一歩前進できたようで、胸がいっぱいになる。アルフレイが胸むな元もとに手を入れた。

「ではルビィの名を受け継ついだお前に、私からのプレゼントだ」

　胸元から取り出したのは、白い封ふう筒とうだ。皮肉屋でお世辞にも性格がいいとは言えないアルフレイからプレゼントなんて、何かあるのではと思わず構える。アルフレイが口元を緩ゆるめた。

「封筒を開けるかどうかはお前に任せよう。何かあると思うなら開けなければいい。では、ルビィ、次の任務を指示するまでせいぜい変装と盗ぬすみのスキルを上げておけ」

　アルフレイの言葉に背筋が伸のびる気がした。

　これから自分の人生は大きく変わるだろう。後こう悔かいもするかもしれない。

　しかし一度決めた事はやり遂とげる、その信条を貫つらぬくつもりだった。
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　ルイスは素す顔がおの自分を鏡で見つめていた。氷のように冷たく冴さえた美しさは、イングテッドの皇太子アルフレイとそっくりだった。違うのはくすんだ茶色い髪かみくらいのものだ。

　母親そっくりのその髪の色は、自分がもっとも嫌けん悪おしているものだった。

「ルイス、怪け我がの具合はどうだ？」

　薄うす暗ぐらい部屋には、自分以外にもう一人いた。振ふり向いて、撃うたれた腕うでをさする。

「多少出血したが大だい丈じよう夫ぶだ。……どうせ助けるなら、捕まる前にしてほしかったが」

　不満を顕あらわにすると、男がふっと笑った。

「こちらにもいろいろ事情があるんだ。そう怒おこるな」

　あまり年は離はなれていないように思えるが、彼はずいぶん落ち着いた雰ふん囲い気きをもっていた。

　ここに来るまでの事を思い出す。警察に捕まったが、連れて行かれた署内で黙もく秘ひを通した。

　必ず助けが来ると思っていたからだ。そして案の定、牢ろう獄ごくを見張る警官が鍵かぎを開けて、逃にがしてくれた。ブラックバードには警察はおろか、王室や裁判所にいたるまで仲間がいる。

　幹部の多くが国の重要なポストについているので、いざ捕まってもこうして逃げるのは簡単だった。そして目の前の男はその幹部達を束ねるリーダーだ。

「ルイス、君は大事な存在だ。アルフレイを失しつ脚きやくさせ、君を新たな皇太子に押し上げて女王を暗殺して君を次の国王にする。そしてこの国の実権を握にぎるのが我らの目的だ」

　ブラックバードに入ったきっかけは、いまの計画を男に聞かされたからだ。

　本音を言うと、国王になるのはどうでもよかった。

「……私は幼い頃から、不義の子だと知らされて育った。ヘルベルト家の父と母は、表面上は私を実子として育てたが、屋や敷しきではいつも無視されて一人だった。同じ顔のアルフレイが、母親が違ちがうというだけで、華はなやかで祝福された道を歩く姿をずっと見てきた」

　怒りで拳こぶしが震ふるえた。アルフレイを初めて見たのは、六歳の時だ。アルフレイは宮きゆう殿でんのバルコニーから民衆に向かって手を振っていた。同じ顔なのに、自分は養父母に疎うとまれて、彼は民衆の誰だれからも愛されている。なぜ神様はこんなに不公平なのだろうと子供心に思って泣いた。

　そのねたみは成長するにつれ、どんどん大きくなっていった。

　そしていまではもう、自分でも制せい御ぎよできないほどになっている。

「……指名手配されているから、ヘルベルト家には戻もどれない。これからどうすればいい？」

「しばらくは私が用意した屋敷に隠れているといい。大丈夫だ、すぐに大手を振って外を歩けるようになる。アルフレイを失脚させられれば、警察の内部にいる私達の仲間も動きやすくなる。そうしたらすぐに君の指名手配を取り下げさせよう」

「だが、月の涙なみだをルビィに盗まれた。あれは私が王族と関かかわりがあるという唯ゆい一いつの証あかしだ。あれがなければ、アルフレイと私が似ているのは他人のそら似だと言い張られてしまう」

　声を震わせると、男が小さくため息をついた。

「ルイス。だから最初に言っただろう。いくら盗まれたふりをするだけとはいえ、本物のルビィも指輪を狙ねらっていたんだ。念の為に偽にせ物ものを用意して舞ぶ踏とう会に持って行った方がいいと」

　悔くやしさに唇くちびるを嚙かむ。ルビィがアルフレイの命令で動いていたのはわかっていた。

　だから舞踏会の時だけでなく、教会に呼び出された時も指輪を持って行かずに隠しておけばよかった。しかし、そうしたくない理由があった。

「アルフレイは目ざとい奴やつだ。偽物を舞踏会に持って行ったら、気付くかもしれない。それをルビィに知られたら、あいつを貶おとしめる為に立てた計画が水の泡あわになる。それに……」

　小刻みに震える手をぎゅっと握った。

「あの指輪は、不義の子である私が生まれた事を、父が祝福してくれたという唯一の証しよう拠こだ。指輪を持っていると、この世に生きていてもいいと肯こう定ていされているような気持ちになって、自信が持てるんだ。だから身につけておかないと、どうしても落ち着かなくて……」

　指輪をルビィに盗まれてから数日経たったが、夜はほとんど眠ねむれないし、心にぽっかりと穴が空いたような喪そう失しつ感かんに襲おそわれている。こんな辛つらい思いをするぐらいなら、アルフレイに見破られる危険があったとしても、偽物を用意しておくべきだったと後悔していた。

「君にとって指輪は自分の存在意義でもあるのだな。……わかった。では指輪を取り戻そう」

「取り戻すだと？　どうやって？　きっとアルフレイが指輪を持っているに違いない。宮殿にも仲間がいるというが、さすがにアルフレイから指輪を盗むのは無理だろう」

　アルフレイは頭の切れる男だった。簡単にわかる場所に指輪を隠かくしたりしないだろう。

「ああ、わかっている。盗むのは、本職に任せればいい」

　意味がわからなくて首を傾げると、男がほくそ笑えんだ。

「怪かい盗とうルビィの事だ。ルビィに月の涙を盗ませよう」

「何だと……！　ルビィはアルフレイの命令で動いているんだ。協力するはずがない。それにルビィの身元もわからないんだぞ。見も知らぬ相手にどうやって盗ませるんだ」

　マリアと名乗った女がルビィだが、あれはおそらく変装した姿だ。素顔もわからないのに、ルビィの身元を調べられるはずがないと思った。だが男は自信ありげな表情だ。

「人には誰でも弱みがある。ルビィの正体を突き止めて弱みを握り、アルフレイから指輪を盗ませよう。アルフレイは守りは堅かたいが、まさか信用しているルビィが裏切るとは思うまい」

　とうてい無理な話だと思った。しかし男は本気のようだ。

「どうやってルビィの身元を調べる気だ？」

「任せておけ。考えがある。ルビィの正体を突き止める為ために、一つ罠わなを仕し掛かけてやろう。……ルビィは女だと言っていたな。それは確かか？」

「ああ。舞踏会で会った時、胸に手を当てられた。その手の形が間ま違ちがいなく女だった」

「そうか。では、その辺りを加味して計画を立てよう。ルビィの盗みはいつも華か麗れいで見事だ。彼女と対決するのが楽しみだ」

　知り合って数年経つが、彼の笑みに寒気を覚えたのは初めてだった。
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　メアリはレースがふんだんに使われた白いドレスを身につけて、緊きん張ちようの面おも持もちで宮殿の大広間にいた。胸にはピンクのバラのコサージュと赤いルビィのネックレスがきらめきを放っている。大人の女性の証である結ゆい上げた髪は、エリックが丹たん念ねんにセットしてくれたものだった。

　白いレースの手て袋ぶくろを身につけて、精いっぱいのすました顔で辺りを見回した。

　周りでは、やはり白いドレスを着た少女達が頰ほおを染めておしゃべりしている。

　今夜は先日盗とう難なん事件があって中止になった社交界デビューをやり直す為に、まだ女王陛下に挨あい拶さつの儀ぎ式しきをしていなかった少女達が招かれて舞踏会が開かれていた。

「緊張するわ。おばあさま。これから女王陛下に謁えつ見けんするけど、粗そ相そうしたらどうしよう!?」

「メアリ、女王陛下はとてもお優やさしい方だから、心配しないで。せっかくアルフレイ皇太子が社交界デビューをやり直す機会を下さったんだから、落ち着いて頑がん張ばって」

　隣となりにいたシャーロットにぽんぽんと背中を叩たたかれた。ルビィの名を受け継いだ時にアルフレイからプレゼントとしてもらった封筒は、この舞踏会への招待状だった。

「わかったわ。何とか頑張ってみる。ずっと憧あこがれていた社交界へのデビューだもの。……それにしても、アルフレイ皇太子はどうしてあんな意味深な言い方をするのかしら。ふつうに社交界デビューのやり直しをさせてやるって言ってくれればいいのに」

「あの方はとても賢かしこいけれど、感情表現が得意ではないのよ。でも自分が任務を命じたせいで、あなたが一生に一度の社交界デビューの舞踏会にメアリとして出られなかった事を気にしていらっしゃるのよ。だからそんな豪ごう華かなドレスや装そう飾しよく品もプレゼントしてくださったのよ」

　シャーロットが苦く笑しようした。実は今日は自分の十七歳の誕生日でもあった。先日、少々早い誕生日プレゼントとして、いま身につけているドレスや装飾品がアルフレイから贈おくられて来た。

　彼の前で社交界デビューができなくて悲しいなんて一言も言っていないのに、気づいてくれていたようだ。皮肉屋だが、優しい心こころ遣づかいができる皇太子に感謝の気持ちでいっぱいだ。

　小刻みに手が震えていたが、何とか深呼吸して心を落ち着かせる。

　そしてマリアではなく、メアリとして初めて出席する舞踏会に目を輝かがやかせた。

「おばあさま、いまここに立っているのが夢のようよ。正直に言うと、前の舞踏会の時にみんなが女王陛下に謁見する為にあの階段を上っていく姿を見て、すごくうらやましかったの」

　舞踏会に出席する準備もまともにできないような貧びん乏ぼう貴族だし、社交界デビューなんて夢のまた夢だと思っていた。しかし今夜アルフレイの計らいで、大人の女性として認められて、社交界へ飛び立つ事ができるのだ。嬉うれしくて頰を染めていると、ふいに背後から声がした。

「謁見する為の大広間の階段は大人への階段だと言われて、貴族令れい嬢じよう達の憧れの的だというが、くれぐれも転ぶなよ。お前はそういうまぬけな事をしそうだ」

　驚おどろいて振り返ると、正装したアルフレイが腕うで組ぐみをしていた。

「いくらなんでも転んだりしません！……ああ、そうじゃなくて、このたびはお招き頂いて光栄です。ドレスもありがとうございました」

　慌あわてて頭を下げると、アルフレイがふんっと鼻を鳴らした。

「礼はいい。これからせいぜい頑張って私にこの恩を返せ」

　ほんの少し前ならこの言い方にむっとしていたところだが、彼が口は悪くても心根は優しいのだと知ったいまは、そう腹も立たなくなっていた。

「はい。せいぜい頑張らせて頂きます」

　にっこり笑って返すと、アルフレイが軽く目を見開いた。

　だがそれ以上は何も言わず、シャーロットに目を向ける。

「療りよう養ようの為、領地に戻ると聞いたが」

「はい。メアリにすべてを任せるのは心苦しいのですが、やはり身体からだを治してからでないと足手まといになってしまうので」

　シャーロットがちらりとこちらに目をやる。

「でもやっぱり心配だわ。メアリ、本当にあなただけで大だい丈じよう夫ぶ？」

「ええ。エリックもいますし。まあ彼は時々わたしにとんでもない噓うそをつくので信用ならない時もありますけど」

　思わず口を尖とがらせた。実はエリックはシャーロットの誘ゆう拐かいがアルフレイによる狂きよう言げんだと、最初から知っていたらしいのだ。彼は満面に笑みを浮うかべてこう言った。

『申し訳ありません。私はヒューストン家の執しつ事じなので、当主のシャーロット様のご命令には逆らえなくて。これはあくまでテストなので、基本的な事を教える以外は、決して手伝わないようにと言われておりました』

（ああ！　いま思い出しても腹が立つわ。みんなでわたしを騙だましていたなんて！……でもエリックはわたし一人じゃ何もできないだろうからって教育係を志願したって、おばあさまがこっそり教えてくれたわ。ふざけた態度をとるけど、心配してくれているのよね）

　怒いかりがこみ上げるたびに、そう自分に言い聞かせて何とか気持ちを静めていた。

「……とにかくおばあさま。体調がよくなるまではパドグランで静養なさってください」

「そうだぞ。しかたないからこの半人前は私が面めん倒どうをみてやる。だからゆっくり休め。こいつが私との約束を果たしたら、特許状も用意してやる」

　アルフレイが言う約束とは、宝物庫からルイスが盗ぬすんで売り払はらった宝物を取り戻もどす事だ。

　持ち主が買い戻しに応じず、いまだ戻って来ない宝物があと十点ほどあるらしい。それをすべて盗んだら、怪盗ルビィとして一人前だと認めると、アルフレイが約束してくれた。一人前になった暁あかつきには、女伯はく爵しやくとして認める特許状がもらえるのだ。それまでは伯爵としての仕事は領地にいるシャーロットが行い、自分はロードンで怪盗ルビィとして行動すると決めていた。

　危険だし、もし警察に捕つかまったら爵位どころか裁判にかけられて、命をもって償つぐなわなければならないかもしれない。それでも、怪盗ルビィとしてどうしてもやりたい事があった。

（父様と母様は生きているかもしれない。ブラックバードを調べれば、情報がもっと手に入るはず。メアリとして生活していたらそんな事はできないけど、ルビィならできる……！）

「おばあさま。わたしはヒューストン家を継つぐ者です。領主として、領地を守る為、そしてわたしの家族を守る為にできる事は何でもやるつもりです。だから信用して任せてください」

　シャーロットには両親が生きているかもしれないと話した。だったらロードンに残って息子むすこ達を捜さがすと言われたが、まずは身体を治す事が先決だと説得し、ようやく了りよう承しようしてくれた。

　シャーロットが自分とアルフレイを交こう互ごに見つめる。

「わかったわ。身体を治して、必ず戻ってくるわ。だからそれまであまり無理はしないでね」

　話をしていると、侍じ従じゆうの一人がさっと近づいてアルフレイに耳打ちした。

「……メアリ、女王陛下がいらっしゃった。まずはお前が挨拶するといい。ほら」

　右手を差し出されて、思わず首を傾かしげた。

「手を出せ。エスコートしてやる」

「ええ!?　皇太子様にエスコートしてもらうなんて、恐おそれ多いです！」

「今回の事をみごと解決した礼だ。……弟の事はもっと早く何とかするべきだった」

　最後の一言は後こう悔かいに満ちていた。目を伏ふせた彼の右手に、思い切って手を添そえる。
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「あなたに従う事が国の為になるのかとずっと悩なやんでいました。ですがあなたは皮肉屋だけど、国の事を大切に思っている立派な皇太子様だとわかりました。わたしにできる事をして、あなたについていきます」

　最初はアルフレイの口の悪さと人を食ったような態度から、なぜシャーロットが彼に協力するのかわからないでいた。しかしいまはシャーロットの気持ちがわかるようになった。

（おばあさまは、アルフレイ皇太子がルイスの事を心配しつつ、彼が起こした事件で国が混乱する事を避さけたいと思っているのを見み抜ぬいていたから協力したんだわ。わたしも、おばあさまのように相手の言葉や態度に惑まどわされず、真実の姿を見抜けるようになりたい）

　アルフレイが手を引いて、女王陛下に謁見する為に階段の方へと導いてくれる。

　辺りにいた貴族達はその様子に驚いたような表情を見せていた。

「まあ、アルフレイ皇太子が女王陛下以外をエスコートしているなんて！」

「ああ。いままでこんな事はなかったぞ。あの令嬢はいったい誰だれだ!?」

　貴族達の声を背に受けて、甘あま酸ずっぱい気持ちを胸に、大人への階段をゆっくりと上った。







「あなたがゴードンの娘むすめね」

　初めて見る女王陛下は、金の玉座に座り、優しい笑えみを湛たたえていた。

　メアリは緊きん張ちようで息すら止まりそうになりながら、父の名前が出た事に驚いて目を瞬またたかせる。

「は、はい！」

　グレダス女王は四十代後半で、イエローのドレスをまとい、細身で上品な顔立ちをしていた。

「ゴードンはとても優ゆう秀しゆうでした。彼には何度も救われたわ。シャーロットもそう。……あなたの事はアルフレイから聞いています。期待していますよ」

　言葉は濁にごしているが、ルビィという名を受け継ぎ、代々王室の秘密の仕事をしていたヒューストン家への激げき励れいの言葉だとすぐにわかった。

「はい！　精いっぱい頑張ります」

　それだけ言うのがやっとだった。女王が右手を出したので、跪ひざまずいてその手に両手を添える。

　そして手の甲こうにキスをした。

（女王陛下へのご挨あい拶さつができた……。これで大人として認められたんだわ。嬉しい……！）

　憧あこがれていた大人への儀ぎ式しきを終えて、ゆっくりと立ち上がる。

　女王陛下におじぎをして、再びアルフレイにエスコートされて階段を下りた。不思議なもので、階段を上る前と女王陛下に挨拶して大人だと認められて階段を下りたあとは、大広間の景色が違ちがって見えたような気がした。出で迎むかえたシャーロットがうっすら涙なみだを浮かべる。

「おめでとう。メアリ。最高の誕生日になったわね」

「ええ。……アルフレイ皇太子。ありがとうございました。社交界デビューをやり直す機会を下さって」

　改めて頭を下げると、アルフレイは肩かたを竦すくめた。

「大した事ではない。さっきも言ったが、せいぜいこれからこの恩を返せ。じゃあな」

　役目は終わったとばかりにさっさとアルフレイが去って行く。

　その後ろ姿を見送ってから、ほうっと息をついた。

「ああ、いた。メアリ！」

　ふいに聞こえた声に驚いて顔を向けると、大広間の入り口の方からハーバードと彼の母親のエリザがやって来るところだった。

「会えてよかったわ。あなたの社交界デビューを見届けようと思って来たんだけど、もしかしてもう終わっちゃった!?」

　エリザが悔くやしそうな顔で、ため息をついた。

「おばさま。どうしてわたしが今夜社交界デビューするって知ってるんですか？」

「今日は十七歳の誕生日でしょう。おめでとうを言いたくて屋や敷しきに遊びに行ったの。でもエリックが王室の舞ぶ踏とう会に行ったって言うから、慌あわてて準備して来たのよ。社交界デビューするなら教えてくれたらよかったのに。一いつ緒しよにあなたの晴れ姿を見たかったわ」

　にこにこしているエリザを見ると、罪悪感で心が痛んだ。

（おばさまはいいけど、ハーバードとはあんまり会いたくなかったのよね。だから今日の事も言えなくて。だって勘かんの鋭するどい彼の事だから、いつわたしがルビィだと気付くかわからないし）

　だがそれを口にするわけにもいかなくて、あいまいに微笑ほほえんだ。

「メアリ、改めましてお誕生日おめでとう。本当は主人もお祝いを言いたいって言ってたんだけど、急用で領地に戻ったから今日はいなくって」

　エリザ達夫ふう婦ふは、父の親友だったらしい。父から自分に何かあったらくれぐれも娘を頼たのむと言われていたそうで、何かと気にかけてくれていた。エリザがハーバードに目を向ける。

「主人がいないから、今日は息子を連れ出してきたの。舞踏会は面倒だって渋しぶってたけどね」

　顔に無理矢理連れて来られたと書いてあるハーバードが、エリザに促うながされて一歩前に出た。

「誕生日おめでとう。メアリ」

　ハーバードはこちらをじっと見つめて、やや口元を緩ゆるめる。

「……そのドレス、とてもよく似合っている。大人っぽいな」

（わあっ！　ハーバードにこんな風にほめられるの初めてだわ。そういえば、紳しん士しは淑しゆく女じよの装よそおいをほめる言葉を惜おしまないって聞いた事があるけど……これってつまり、今日のわたしはハーバードから見て淑女として合格って事よね!?）

「ありがとう。ハーバードも燕えん尾び服ふくがとても似合っていて素す敵てきよ。えっと……そういえば今日はお仕事休みなの？」

　紳士の装いをほめるのも淑女としてのマナーだと思った。

　シャーロットと話をしているエリザを背に、ハーバードに一歩近づく。

「ああ、いろいろあって警察の内部がごたごたしていてな。整理がつくまで休めと言われた」

　ごたごたしているというのは、おそらくルイスが逃にげた事だろうと思った。警察の内部に協力者がいるらしいので、それが誰か調べているのだろう。ハーバードの悔しそうな顔からすると、その捜そう査さに加わりたかったのに、何らかの事情でできなかったのではないかと思う。

「そうなんだ。そういえば、怪かい盗とうルビィを追う仕事を任されたって言ってたけど、そちらの仕事は順調？」

　自分はメアリ。ルイスの事は知らない。だからこれ以上は何も聞けなかった。代わりにルビィについて聞いてみる。彼がルビィの正体にちらりとでも気付いていないか、探さぐりたかった。

「ああ。ルビィと会ったぞ」

　あっさり答えたハーバードに目を丸くした。

「本当に？　どんな人だった？」

　興きよう味み津しん々しんといった表情をした。うまく彼にもそう見えているように願うばかりだ。

「マリアと名乗る女だった。とても美しかったが────あれは彼女の素す顔がおではないだろう」

　どきっとした。何とか顔には出さずに、首を傾げる。

「どうして素顔ではないと思うの？」

　問いかけただけなのに、ハーバードがふいに眉まゆ根ねを寄せた。

「……いままでこの話を警察の仲間に何人かしたが、全員最初に驚おどろくのはルビィが〝女〟だったところだ。だがお前はそこは気にならないんだな」

　心臓が飛び上がりそうになった。ひっと悲鳴をあげそうになったが、何とか堪こらえる。

「それは、えっと……女だっていうのにももちろん驚いたわよ。きっと混乱したのね。先に素顔が違うって方が気になっちゃって」

　何とか言いつくろうと、ハーバードが小さく息をついた。

「そうか。まあいいが。……マリアと名乗った時の顔は、おそらく変装した姿だ。素顔はきっとまったく違うだろう。真実の姿を突つき止めて、今度は必ず捕つかまえてやる」

　強い意志を宿した瞳ひとみだった。一度は見み逃のがしてくれたが、今度はそうはいかないようだ。

（ハーバードは強敵だわ。やっぱり彼とあまり会わないようにしないと。でも寂さびしいな……）

　考え込んでいると、エリザがこちらに顔を向けた。

「十七歳になった事だし、とうとうメアリも大人の女性ね。ようやく社交の場に誘さそえるわ。次のパーティは一緒に行きましょう。ドレスは用意するわ。髪かみ飾かざりもアクセサリーも。子どもは男の子ばかりだから娘ができたらうんと着飾らせて一緒にパーティに行くのが夢だったの」

「いえ、おばさま。そんな事をしてもらったら申し訳ないです」

　いままでもいくどとなく援えん助じよを申し出てくれたが、お菓か子し以外は受け取らないようにしていた。何とか生活はできるのだから、いくら父の親友とはいえ、甘えるのは申し訳ない。

「遠えん慮りよしないで。だって、メアリはもうすぐ私の『娘』になるんだから」

　ん？　と頭の中で疑ぎ問もん符ふが浮うかんだ。

　エリザはいつになく頰ほおを染めて浮かれているようだ。そのせいか言動がどうもおかしい。

「メアリは母上の娘ではないですよ。お年を召めしたので、記き憶おく力があやしいんですか？」

　ハーバードのきつい一言に、エリザがむっとした表情になる。

「いいえ。まだそんな年ではなくてよ。それにメアリは近いうちに私の娘になるのよ。ハーバード、あなたと結けつ婚こんしてね。だって、二人は婚約者同士なんだもの！」

　少女のような無む邪じや気きな顔で、エリザはこの場にいた全員がふっとぶほどのとんでもない一言を放った。




「「「ええぇぇぇぇぇ！」」」




　全員が大声を上げて、エリザに注目する。

「何を言ってるんですか？　母上」

「そうです。婚約者同士って何の話ですか？　そんなの聞いた事もありませんけど!?」

「あら、二人は婚約しているのよ。主人とメアリのお父様が十年前に決めたの！」

　エリザはいたずらが見つかった子どものように、茶ちや目めっ気たっぷりの顔だ。

「そんな……！　おばあさま、知ってたの？」

「いいえ、私は何も聞いていないわ」

　シャーロットの顔を見ると、どうやら本当に知らなかったようだ。

「主人とメアリのお父様が、メアリが十七歳になるまで隠かくしておこうって仰おつしやったの。だからずっと黙だまっていたのよ。今日屋敷に行った時に発表しようと思ったら、留守だったからがっかりしていたの。ここで会えてよかったわ。さあ、メアリ。私の娘むすめになるのだから、これまで断っていたドレスも今度はもらってね」

　エリザが片目を瞑つぶった。

「いえいえいえ。ちょっと待ってください、そういうわけにはいかないです……！」

　思わず叫さけんだが、エリザは微笑みを絶やさない。

「あら、でも婚約は正式なもので、主人とあなたのお父様が交かわした婚約誓せい約やく書もあるのよ。うちは長男がいるから、ハーバードはヒューストン家の婿むこにと主人も了りよう承しようしているの」

「俺は了承していません」

　ハーバードが冷静な声を放った。

「何を言っているの。あなただってヒューストン家に跡あと継つぎの男子がいないからって心配していたじゃない。あなたがメアリの夫になってヒューストン家を継げば万ばん事じうまくおさまるわ。それとも……まさかメアリが嫌きらいなの？」

　エリザが悲しそうに聞いてくる。ハーバードがさすがに答えに躊ちゆう躇ちよした。

「いや、嫌いというか、そういう問題ではなく、勝手に結婚を決められては困ります」

「そうです。ハーバードは兄のような存在で……結婚なんてとても考えられません」

　距きよ離りを置こうと思った矢先の爆ばく弾だん発言だ。思いもよらない話に、ハーバードと抵てい抗こうする。

「大だい丈じよう夫ぶよ。あなた達が親しくなれるように、子どもの頃ころから何度も何度も会わせていたし。本当なら初めて会ったその日が結婚式だなんて、貴族の間ではよくある事なのよ。それではかわいそうだから、あなた達が仲良くなれるように手を尽つくしたの」

　ハーバードがはっとした表情になる。

「だからいつも、ヒューストン家への届け物は俺にやらせていたんですね」

「その通り。そしてあなた達はとっても親しくなった。大丈夫よ。あなた達はお似合いだから。お互たがい、相手の事を嫌いではないでしょう？」

　返事に困っていると、ふいにエリザが頰を染めて嬉うれしそうな顔をした。

「ワルツの曲が流れてきたわ。ねぇ、ハーバード。メアリ。二人で踊おどったらどう？」

「はい!?」

「婚約者同士ですもの。それにお誕生日でもあるんだから二人で踊るといいわ。メアリももう十七歳。大人の女性をエスコートしてさしあげるのは紳士の役目よ。ハーバード」

　エリザの微笑ほほえみは最強だった。ハーバードがため息をついて、そっと耳元に口を寄せた。

「とりあえず、母上の言う通りにしよう。心配するな。婚約の話は俺が何とかする。だがいまは母上に逆らうと面めん倒どうだ」

　息子むすこである彼は、エリザの破は壊かい力の強さを身に染みて知っているのかもしれない。

　右手を差し出されて、躊躇しつつその手を握にぎった。

「そういえば、お前と踊るのは初めてだな」

　ハーバードの一言に、どきっとする。

（言えない！　怪盗ルビィとしてなら踊った事があるなんて……どうしよう。警察官のハーバードとは、距離を置こうと決めたばかりなのに、結婚だなんて！）

　ハーバードのエスコートで大広間の中央へと進んだ。

　二人で向き合って、音楽に合わせてステップを踏ふむ。すぐ目の前には彼の胸がある。

　見上げると、彼の顔が目に入った。そのとたん、ルビィとして接した時の彼を思い出す。

　優やさしくて紳士だと思っていたハーバードは、ルビィが相手だとまったく違ちがう顔を見せた。

　甘くて大人の雰ふん囲い気きを持つ、危険で魅み力りよく的で強ごう引いんな狩人かりうど。

　ルビィとして接した時の彼の顔と、いまの彼の顔が重なって、胸がざわつき始めた。

（ドキドキするわ。ルビィだとばれちゃいけないって緊きん張ちようしているせい？　それとも……？）

　その先は自分でもよくわからなかった。

　ただこれから、怪かい盗とうルビィとしての波は瀾らん含ぶくみの生活が始まる事だけは確かだった。








あとがき






　こんにちは、伊い藤とうたつきです。今回は二ヶ月連続刊行の二冊目で新シリーズになります！

　数年前からずっと怪かい盗とうものを書きたいと思っていて、ようやくチャンスを頂けました。

　いかがだったでしょうか？

　今回のお話は英国風です。いままでアラビアンや和風の世界観のお話を書いていたので、初めての英国風のお話はとても楽しくてテンションが上がりました。

　大好きなものがいっぱい詰つまったお話で、うきうきしながら書かせて頂きました。

　皆みなさまにもこの楽しい気持ちが伝わるといいなと思います。




　イラストを描かいて下さったあき様。とても可愛かわいらしいイラストをありがとうございました！

　素す敵てきだなとうっとりしながらイラストを眺ながめています。

　読んで下さった皆さまには、感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました！

　それでは、またお会いできる事を願って。





伊藤たつき　


















カバー・本文イラスト／あき

デザイン／小沼早苗（coil）










イングテッドの怪かい盗とう令れい嬢じよう




紅こう茶ちやと恋こいと予よ告こく状じよう!?








伊い藤とうたつき
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